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1沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は現所長の永田東大教授)
が南極に向か って出発して以来,南 極地域観測隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実
に発展してきた.そ の結果,南 極地域観測その他の極地研究の中核となる機関を設置する必要が南極地域観測統合
推進本部,日 本学術会議その他の関係者から強 く指摘された.昭 和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼
事務室が設置されたのを皮切 りに,順 次これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組
されてきた。しかし,そ の規模の拡大 と責任の増大に伴い,極 地研究の中核機関 としては国立科学博物館の附属機
関としての立場が必ずしも最適ではなくなったことや,大 学 との連携を強化することが望ましいいこと等の理由の








所内及び所外の研究者が極地において観測,調 査,研 究に従事することを種々の形で支援する.そ の代表的なも
のは,南 極地域観測統合推進本部の統括下で,昭 和基地を中心 とする南極地域において実施されている南極地域観
測事業であるが,昭 和基地とは異なる南極地域で実施されている国際共同観測についても同様の業務を 行 って い
る.





































一 雪氷 学 研究 部 門




一 生 物 系資 料部 門
一 非生物系資料部門
一 データ解析資料部門
一 低 温 資 料 部 門
そ の 他 の 会議一
昭 和 基 地
専門委員会(皆 空,気 水圏,地学,生物・一









区 分 所 長 次 長 教 授 助教授 助 手 事務系職 員
技術系
職 員 特殊職員 計
合 計 1 1 6(2)6(2)12 26 14 31 97(4)
所 長 1 1
次 長 1 1
研 究 系 5(2)5(2) 9 2 21(4)
資 料 系 1 1 3 5 10
図 書 室 2 2
管 理 部 17 2 19
事 業 部 7 5 31 43
(注)()内 は客員部門で外数である.
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II　研 究 活 動
1・ 一 般 研 究
研究課題と担当教官
研 究 担 当 教 官
部 門
研 究 課 題
氏 名 職 名
南極地域の大気放射に関する研究1川 ・ 貞 剃 助 教 授
地 南極地域の地下髄 の研究1神 沼 克 臼 助 教 授
球 南剛 域の膿 醐 とその雛1神 沼 荒 川 助 澱
物 地球擁 的に見輔 極大陸の隆起1神 沼 克 伊!助 教 授
理 南極プレー トの研究 永 田 武 所 長
学 神 沼 克 伊 助 教 授
氷床麺 における熱収支の研究 降 井 理 行1助 手
高緯度自然電磁波動の発生・伝播機構の研究 平 沢 威 男 教 授
福 西 浩 助 教 授
佐 藤 夏 雄 助 手
時系列スペクトル解析法の開発とそれを用いた極域短周期 平 沢 威 男 教 授
諸変動の研究 福 西 浩 助 教 授
佐 藤 夏 雄 助 手
超 岩 渕 美 代 子 助 手
藤 井 良 一 助 手
古同
ロケ ッ トに よ るオ ー ロ ラ中 の電 磁 場 の 研 究 永 田 武 所 長
層 平 沢 威 男 教 授
福 西 浩 助 教 授
物 鮎 川 勝 助 手
極地超高層諸現象の南北共役性の研究 永 田 武 所 長
理 平 沢 威 男 教 授
福 西 浩 助 教 授
学 鮎 川 勝 助 手
佐 藤 夏 雄 助 手
藤 井 良 一 助 手
人工衛生ISIS-1,2に よるVLF波 動の発生伝播機構の福 西 浩 助 教 授
研究 佐 藤 夏 雄 助 手
国 由1i・㏄d-一 発生麟 の研究1藤 井 良 一 助 手
氷床内及び底部の電轍 反射1前 晋 剛 助 教 授







大陸氷床での氷霧の研究 西 尾 文 劇 助 手
氷床表面の積雪層位の形成に関する研究 降 井 理 行 助 手
氷床積雪中の固体粒子に関する研究 降 井 理 叶 助 手




南極楯状地の地質と岩石及び地質図の作成 巨 内 桂 三 防 教 授
歯髄 阻石の採集並びに岩石蜘 鋤 学的研究(分類作業)ピ 内 桂 三 陣 教 授
学
ネパール ・ヒマラヤの構造地質学的研究 白 石 和 司 助 手












露岩地帯における自由生活性ダニの分布密度 i大 山 佳 靹 助 教 授
南極産蘇類の培養と適応 松 田 達 郎
神 田 啓 史
????
?
南極産蘇類の分類 神 田 啓 司 助 手
土壌中の微小生物についての研究 1松 田 達 舳 教 授




福 地 光 男
根 本 敬 久
村 山 雅 美
寺 井 啓





















収支は,通 常的に逆転層の存在する内陸では,晴 天の場合でも極めて小さい(0.031y/min)が,沿 岸部では中緯度
帯 とあまり変らない(0.131y/min).ま た,大 気の放射冷却は内陸部では,逆 転層から対流圏中部で大きく逆転層
内 と対流圏上部で小さい.沿 岸部の場合は,冬 期は内陸部 と同じパターンになるが,夏 期にはむしろ逆 となり,中
緯度帯 と類似する.ま た,雲 の存在が放射冷却に対して影響が大 きく,雲 の緯度分布が放射収支の分布 を左 右 す






極 と東南極では,そ の構造に大きな違いがあることを,前 年度より高い精度で明らかにした.









約1万 年前からの氷床の後退により,南 極大陸が隆起していることは,海 岸の地形から明らかである.こ の隆起
現象を説明するのに,こ れまではアイソスタシー(地 殻均衡論)に よると考えられていた.
しかし,地 殻の弾性変形でも,こ の隆起が十分に説明できることを,明 らかにした.
(オ)南 極プレー トの研究
(担当教官)所 長 永田 武,助 教授 神沼克伊
(研究要旨)
南極大陸はゴンドワナ大陸の一部 と考えられているが,そ の構造をプレー トテク トニクスの観点から追求してい
る.南 極プレートは現在提唱されている地球上の十数枚のプレー トの中で,最 も地球物理学的なデータが少ないプ
レートである.し たがって,地 磁気,重 力,地 震などの情報をもとに,そ の基本図(地 震の震史分布図,重 力のプ







め,昭 和52年2月 からの約1年 間,み ずほ基地で熱収支の観測を行 った.観 測項 目は,放 射収支(長 波及び短波,
雪面反射),顕 熱輸送(気 温,風 速の垂直分布),潜 熱輸送(昇 華/凝 結量,露 点温度,風 速分布),積 雪中への熱
輸送(雪 温分布)で ある.
資料の解析作業は進行中であるが,氷 床表面での潜熱輸送については次の点が明らかになった.
1.4月 下旬～9月 中旬までは,凝 結が卓越し,そ の他の期間は昇華が卓越





(担当教官)教 授 平沢威男,助 教授 福西 浩,助 手 佐藤夏雄
(研究要旨)
地球磁気圏で起こっているプラズマ波動の一種であるVLF波 動(周 波数範囲,0.1～100kHz)の 中で,コ ・ーラ
スェ ミッシ ョンやヒスエ ミッシ ョンと呼ばれる現象は極域のオーロラ帯特有の現象であり,こ の領域で観測される
ULF波 動(周 波数範囲,0.001～5Hz)と 密接な関係にある・そこで,こ の2つ の波動現象を同時に解析し・ そ
の相関関係から各々の発生伝搬機構を解明しようとするのが研究の 目的である・
その結果,ULF波 動が発生するとコーラスの強度がこのULF波 動の周期でモジュレーションされる・また,
地上で受信される時間差はコーラスの方が約20～30秒ULF波 動 より早い.こ れはコーラスエ ミッションの原因と
考えられる電子サイクロ トロン波の成長率が,磁 気圏内に発生したULF波 動により,周 期的に変化されたためで
ある.ま た,ホ イスラ一波であるコーラスとアルフベン波であるULF波 動の伝播スピードが異なるため,磁 気圏
内の赤道面付近で同時に発生した現象が地上に到達するまでに20～30秒 の時間差が生じたものと解釈される・
このほか,地 磁気共役点での観測や,極 嵐時に観測されるVLF・ULF波 動現象に関し,そ の周波数の卓越
性,空 間的出現特性,極 光現象との相関関係などを明らかにすることができ,こ の種のVLF・ULF波 動の生起
機構についてのい くつかの物理的諸性質を知 り得た.
(イ)時 系列スペク トル解析法の開発とそれを用いた極域短周期諸変動の研究
(担当教官)教 授 平沢威男,助 教授,福 西 浩,助 手 佐藤夏雄,岩 渕美代子,藤 井良一
(研究要旨)
計算機を用いた時系列のスペク トル解析システムの開発を行い,極 域におけるULF,　 VLF等 の研究を行 って
いる.
すでに開発したグラフィックディスプレイを用いた会話型スペクトル解析システムの他に,本 年度はダイナミッ
クシステムの開発を行った.ス ペクトル手法,フ ィルター等は,会 話型スペク トル解析システムで開発されたもの
を利用してお り,ダ イナ ミックスベクトルの表示としては,カ ラーディスプレイによる擬似カラー表示,グ ラフィ
ックディプレイスによる立体表示及び白黒表示,ラ インプリンターによる文字の重ね打ち表示等の3次 元表示機能
を持っている.
これらのシステムを用いて,IMS期 間中のデータ,特 に,昭 和52年 度に実施された昭和基地,レ イキャビック
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の共役点観測データの解析を行い,ス ペク トルピーク,偏 波,位 相差等に興味深い日変化特性を得るこ とが で き
た.
(ウ)ロ ケットによるオーロラ中の電磁場の研究
(担当教官)所 長 永田 武,教 授,平 沢威男,助 教授 福西 浩,助 手 鮎川 勝
(研究要旨)
昭和基地におけるロケット実験で得られた電子密度 ・温度,オ ーロラ粒子スペクトラム自然電磁波動,静 電場な
どのデータをもとにし,各 種地上データとの比較,検 討を行い,オ ーロラ現象の立体的な研究を 目的としている.
昭和52年2月10日 午前3時22分 極磁気嵐中に打ち上げられたS-310-2号 機の結果では,ロ ケットがオーロラを横切
る際,磁 力線方向の電子の流れが観測され,オ ーロラが磁力線方向に加速された電子によって起されていることが
明らかになった.ま た,昭 和51年2月13日 に打ち上げられたS-310-1号 機,同 年6月25日 と7月26日 に打ち上げら
れたS-210-20,21号 機によるVLF波 動のロケット地上同時観測から,オ 一ー口ラ粒子によって発生したVLF波
動は,地 上まで伝搬できる部分 とできない部分があることが明らかになった.
(エ)極 地超高層諸現象の南北共役性の研究
(担当教官)所 長 永田 武,教 授 平沢威男,助 教授 福西 浩,助 手 鮎川 勝,佐 藤夏雄,藤 井良一
(研 究要 旨)
太陽から飛来してオーロラを光らせる源である荷電粒子群は,地 球の磁力線に沿って南北両半球に降り込み,オ
ーロラや電磁波動を引き起 こす.し たがって,南 北両半球の地上で同種の観測を行い,そ のデータを比較すること
により,磁 気圏内の状態を探るうえで重要な情報を得ることができる.
昭和52年7月 から9月 の50日 間,昭 和基地の地磁気共役点にあたるアイスランドの首都レイキャビックか ら約
100km離 れたフッサフェルにおいてフランスとの共同観測を行 った.こ の観測によって得られた結果は,昼 間現わ
れるコーラス帯自然電波の南北共役性は良いが,早 朝受信されるオーロラコーラスは,ア イスランドで強 く昭和基
地では弱い.ま た,オ ーロラアークに伴って現われるオーロラヒス電波は,昭 和 ・みずほ基地で強いがアイスラン
ドでは全 く受信されない場合が多い.そ のほか,ULF波 動 とコーラス電波の関係?,オ ーロラ短周期変動 との関
係について,南 北共役性による強度差,時 間差,相 位差,空 間分布等の興味ある事実が得られた.
(オ)人 工衛生ISIS-1,2に よるVLF波 動 の発生伝搬機構 の研究
(担当教官)助 教授 福西 浩,助 手 佐藤夏雄
(研 究要旨)
ISIS-1,2観 測データのテレメータ受信は,昭 和51年4月 より昭和基地で実施されており,受 信回数は年間
約350軌 道である.両 衛星 とも軌道傾斜角88°の極軌道衛星であるが,ISIS-1は,近 地点574km,退 地点3,514
kmの 楕円軌道であるのに対し,ISIS-2は 高度1,400kmの 円軌道である.そ こでISIS-2の データ解析か
らは同一高度でのVLF波 動特性の経度変化の様子が,ISIS-1か らは,VLF波 動特性の高度依存性の 様 子
が明らかになった.ま た,こ れらの結果を昭和基地及びみずほ基地で観測されたVLF,　 地磁気,オ 一-Pラ データ
と比較することにより,オ ーロラに伴って発生するVLF波 動(オ ーロラヒス)は,高 度2,000～8,000km付 近に





地球の磁気圏 と電離圏間の結合の一つに磁力線に沿った電流(Field-Aligned　 Current,　「以下,FACと 略す.」)
による結合がある.こ の電流は磁気圏から電離層に流れこみ,電 離層内の電気伝導度の高い部分(オ ーロラ帯等)
を流れ,ま た,磁 気圏に流れでてお り,極 域地磁気嵐の活動度 とも密接に結びついている.こ の磁気圏の活動度や
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惑星間空間磁場(以 下,IMFと 略す.)とFACが どのように結びついているかを,特 に,昼 間側のカスプと呼
ばれる領域について解析するのが研究の 目的である.使 用したデータはTRIADと いう衛星の磁場3成 分であ り・
それを用いてFAC強 度の計算をした.そ の結果
1)従 来午前側,午 後側のFACと 性質その他にっいて区別がはっきりしなかった昼間側のカスプFACは 独立
して存在していること,
2)カ スプFACの 分布がIMFの 東西成分により午前側,午 後側に動 くこと,
3)カ スプFACの 電流強度はIMFの 南北成分と線形に近い相関をもつこと.





(担当教官)助 教授 前 晋爾
(研究要旨)
レ_ダ_.エ コ_.サ ウンダーは,氷 床の基盤地形のみならず,氷 床内部の構造の研究にとっても・非常に有用
な観測手段である.
そこで,現 在まで得られているレーダー ・エコーの結果を再検討し,基 盤地形並びに氷床構造についての解明を
はかった.現 在まで最長エ コー時間のエコーが氷床底部より反射してきたものとされていたが,多 重反射エコーの
再検討と,エ コー反射の特殊性から,最 長エコー時間のエコーはかならずしも氷床底部から反射してきたエコーと
はかぎらないことを明らかにした.さ らにみずほ高原氷床下に存在するといわれていた山脈も存在の可能性は非常
に小 さいこと,海 面下2,000mの 深い谷の存在も凝しいことを示した.
また,氷 床上流部 と下流部では多重反射の存在深度が異なることがわかったが,そ の機構については研究を続行
している.
(イ)み ずほ高原氷床の底すべりと変動




まず,み ずほ高原氷床で観測された,毎 年70cmに 及び氷厚の減少は,短 期の気候度化に基づ く積雪量の変化に
よるものではないことを明らかにし,連 続の式を使って氷床底面の底すべ りによって引き起されたものであること
を見い出した.
底すべりは氷床底部に存在する水の存在を推測させるものであ り,比 較的安定 と考えられている東南極氷床もか
ならずしも安定 とはいいがたいことを示すものである.
なお,底 すべりすなわち氷厚減少は約200年 前に始まったであろうことを,氷 床表明地形及び氷厚減少率より求
めた.
(ウ)氷 床の流動と氷温分布に関する研究




ことが大変重要である.こ の研究では,み ずほ高原氷床表面の雪氷学的観測データを用いて熱伝導方程式に基づ く
理論的な氷温分布を推定した.そ の結果,み ずほ高原のある地域の氷床底部では,氷 温が圧力融解点又は圧力融解





みずほ基地において,三 点観測法によって氷霧の観測を行い,水 窪の発生機構,氷 震の発生 と積雪の力学的 ・熱





氷床の表面では・積雪の堆積・削剥の過程を くり返し,積 雪層が形成 されていく.こ の過程は,時 間的にも空間
的にも異なる.本 年度は,斜 面下降風領域に位置するみずほ基地において通年観測を実施した.解 析は進行中であ
るが,こ れまで次の点が明らかとなった.
1・ 年 間 を 通 じて 堆 積 ・削 剥 が 起 こ らな か った表 面 は,　Glazed　 Surfaceで あ り,32本 雪 尺 網(100×100m)の
1割 近 くを 占 め る.
2.積 雪の堆積 ・削剥が起こらない表面は10～20mの 巾をもち,約20mの 間隔で主風向に対し約30°反時計まわ
りの方向に現われる.こ の方向は,低 気圧の影響下での卓越風向で,主 たる堆積はこのとき起こる.





氷床積雪中に微量に含まれる固体粒子の研究は,極 域大気 ・氷床の物質循環,極 域環境の変動を明らかにするう
えで重要である.こ のため,次 の研究項 目を設定した.
1.固 体粒子数の変動 と堆積層位 との関連
2.気 候変動(気 温 酒養量の変動など)と 固体粒子数の変動(大 気の混濁度の変動),特 に,小 氷期に注目する
3.物 質の同定を行い極域への物質循環,氷 床中の物質移動の研究
4.地 球外起源の物質の研究
みずほ基地で,上 記研究用の雪氷資料(46m深 コァ,表 面積雪の通年採取)を 採取し持ち帰 った.現 地で,夏 の
雪と冬の雪について予察的分析を行い,粒 径が約0.2ミ クロン以上の粒子は,夏(6～10万 個/ml)に 比べ,冬(3
～5万 個/lm)に 少ないことが分ったが,分 析の前処理に問題があるので,今 後,自 動粒度分析装置を用いての分
析を進めてい く.
(キ)マ イクロ波による降雪粒子の観測に関する研究
(担当教官)助 手 和田 誠
(研究要旨)
降雪粒子にはいろいろの形,種 類のものがある.そ れらの粒子は,そ の時の温度や湿度の条件によって決まる.
実際には一定の条件のもとで成長するのではなく温度,湿 度などの条件が変化する層をとおして成長,消 滅してい
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る.そ のため地上の観測だけでは上層の状態を知るのはむずかしい.そ こでマイクロ波のレーダーを使 って,そ の
レーダーエコーの値の変化,地 上の粒子の観測などから,ア ラレや雪片などがどのような条件で降るのかを研究し
た.今 後 これらの解析をもとにして南極の雪の特徴などを,室 内実験と合わせて調べて行きたい.
(4)地 学研究部門
(ア)昭 和基地周辺の地形及び後期新生代地質に関する研究
(担当教官)教 授 吉田栄夫,助 手 森脇喜一
(研 究要 旨)
昭和基地周辺の後期新生代における地史解明のため,露 岩地域,露 岩周辺氷河域,沿 岸海域において,地 形学的
研究を続行している.本 年度は現地においてリュツォ・ホルム湾の海底地形の調査地域の拡大をはかるとともに,
すでにこれまでに採集した海底堆積物の微化石分析を,所 外共同研究者 とともに実施中である.ま た,内 陸やまと
山脈の地形的特徴と周辺氷床の形態的特徴を,既 存資料 と空中写真判読により再検討し,沿 岸露岩の地 形 と合 ぜ





日の出郷の地質図並びに同説明書作成を中心に,地 質学的,岩 石学的研究を行った.日 の出岬の地質は昭和基地
付近 とかなり異なっている.日 の出岬の主体を構成するのは灰長石質片麻岩で,長 石が灰色から淡い紫色を呈する
特徴がある.こ の岩石はリュツォ・ホルム湾地域にはほとんど分布しないものである.一 方,リ ュツォ・ホルム湾
地域に広 く分布する輝石片麻岩(チ ャルノック岩)や ザクロ石片麻岩は日の出岬には全 く分布しないか,あ っても
きわめて少量である.両 地域は共にグラニュライト相へ角閃岩相の変成作用を受けているところから,両 地域にお
ける構成岩石種の相違は原岩の違いを反映していると判断される.日 の出岬地域は灰長質片麻岩の他に下記の岩石
が分布する.塩 基性変成岩頚,角 閃岩(片 理に調和的)ザ クロ石含有灰長石片麻岩,角 閃石片麻岩,ザ クロ石,黒
雲母片麻岩,ザ クロ石含有花花崩岩質片麻岩,角 内岩々脈,花 嵐岩及びペグマタイ トである.ペ グマタイトには緑
柱石(エ メラル ド～アクアマリン系)の 美結晶を産するほか,良 質の長石,石 英を含んでいる.一 般に,ペ グマタ
イ トの発達が良い.
化学分析にっいては共同研究(蟹 沢:東 北 ・理)の 項で述べられる.
(ウ)南 極産陽石の採集並びに岩石学的,鉱 物学的研究(分 類作業)
(担 当 教 官)助 教 授 矢 内 桂 三
(研 究 要 旨)
1.南 極 阻 石の 探 査
日米 共 同南 極 限 石探 査 計画(ANSMET,　 U.　S.　A-Japan　 Antarctic　 Search　 for　meteorites)の2年 目は ビ ク ト リ
ア ラ ン ドの ア ラ ン ヒル ズ で実 施 され た.参 加 者 は 日本 側2名(矢 内 ・船 木)米 側2名(W・ 　Cassidy研 究 代 表 者,
ピ ッツ 〈ー・一グ大,　 B.　Glass　 ダ ラ ウ ェア大)の 計4名.期 間 は 昭 和52年12月26日 か ら53年1月25日 まで で あ る・ 本
年 度 の 検 査 は キ ャ ンプ サ イ トを 中心 にす べ で徒 歩 で行 った.そ れ 故 広 い範 囲の 探 査は 困難 で あ った が,狭 い領 域 を
非 常 に くわ し く探 査 す る こ とが で きた.そ の結 果,ア ラ ン ヒ ルズ 西側 の裸 氷 域 か ら合 計311個 の 阻 石 を 採 集 す る こ
とが で きた.明 石 種 は 次 の よ うに,肉 眼 的 並 び に鏡 下 で 決定 され た.
阻 鉄6個(2種)





本年度から阻石の採集に当っては汚染を防止するため,「 月の石並」の特別な方法が採られた.即 ち,限 石は直
接クリーンなテフロンのバ ックに納められ,-20°C以 下で常時保存された.そ して,低 温のままヒュース トンの
ジ ョンソン宇宙航空センターに搬入され,月 の石の処理施設を使って,低 温のまま最初の処理が行われた.特 に,
炭素質隅石については有機物測定のために極力汚染の防止がなされた.
本年度採集されたすべての限石は最初の処理作業が完了した後,ほ ぼ等分に分割 され日米に分けられる.す べて
の作業はNASAの 手によって行われているが,完 了するのに6か 月以上かかるものと思われる.
昭和53年1月23日,ア メリカの地質パーティーが　Lower　 Victoria　Valleyの モレーンの中に阻鉄を発見した.
同パーティーがこの阻鉄を日米阻石探査チームに贈るとの申し出があったため,矢 内,船 木の両名はこの限鉄を回
収 した.重 量は約19kg砂 質のモレーンの中にはとん ど埋没した状態で発見された.
2.限 石の岩石学的 ・鉱物学的研究(分 類作業)







ダイ オ ジ ェ ナイ ト30個
ユ レ イ ライ ト3個
ユ ー ク ライ ト5個
ハ ワル タイ ト1個
炭素 質 明 石6個(タ イ プll,3個.タ イ プ 皿,1個.未 定1個)
コ ン ドラ イ ト 約200個(未 同定 約700個)
マ ン トパ ル ダ ー,ア ラ ン ヒ ルズ 限 石
阻鉄8個(オ ク タヘ ドラ イ ト6個)
エ コン ドラ イ ト5個
ダ イ オ ジ ェナ イ ト1個
ユ ー ク ライ ト2個
ユ レイ ラ イ ト1個

















(研 究 要 旨)
ヒ マ ラヤ の 地 質 構 造 の 解 明は,ヒ マ ラ ヤ山 脈 の 形 成 発 展 史 を 研 究 す るた め に 欠か す こ とが で き な い.更 に,ア ル
プス や 南 極 横 断 山 脈 な ど と比 較 す る こ と に よ って,造 山 運 動 の 研 究 に 大 き く寄 与 す る.
ネ パ ー ル ・ヒマ ラ ヤの 東 部 と中 央 部 は,近 年 日本 人 に よ る調 査結 果 が ま とめ られ た(Ohta　 and　 Akiba,　 1973)
が,西 部 ネパ ール は 空 白の ま ま残 され て い る.隣 接 す るイ ン ドの クマ オ ン地 方 は 古 くか ら調 査 が 進 み,層 序 が ほ ぼ
確 立 して い る.従 って,当 地 域 は ネ パ ール と クマ オ ンの 層 序 の 対 比 の 鍵 を 握 って い る.
これ まで の 調 査 か ら次 の こ とが わ か った.
1)西 部 ネ パ ール は,大 き く7つ の 構 造 単 元 に 分 け られ,層 序 と大 規 模 な構 造 は ク マオ ン地 方 と非 常 に 良 く対 応
す る.
1)西 部 ネ2〈一一ル の 北 部 はHimalayon　 gneissに よ って 占 め られ,　 Main　 Central　 Thrust　 zoneを 境 として 南
部 のMidland　 meta・sediment　 groupに 移化 す る.中 央 部 はCrystalline　 KlipPeヵ ミ占め る.
3)　 Midland　 meta-sedimeut　 groupは 　autochthonous　 で あ り,プ ラ ッ トフ ォ ーム 型 の 堆 積 物 か ら成 る.
4)線 構 造 の 解 析 か ら,こ の 地域 の 主 要 な 再結 晶 の 時期 は,　1ate　Precambrianと 考 え られ,　Main　 Central
Thrust　 zoneは ア ル プス 期 の 若 返 りに 伴 って形 成 され た.
上 記 の 成 果 はG.D.P.の カ トマ ンズ 会 議 に お い て 共 同 研 究 者 の 在 日(北 大)に よ って 報 告 され た.
詳 細 な 構 造解 析 や岩 石学 的 な 検 討 は,こ れ か らの 課題 で あ るが,更 に 調 査 地 域 の 拡 大 と資 料 の 収 集 が 切 望 さ れ
る.
(オ)南 極大陸を構成する岩石の古地磁気学的研究





今までに昭和基地周辺の片麻岩 ・ロス島の火山岩 ・ドライバレーの貫入岩などの解析の一部が終 り,各 プレート




(担当教官)教 授 星合孝男,助 手 福地光男
(研究要旨)
南極沿岸の植物プランクトン量の分布は,極 めて不均一である.斑 状に分布する流氷域の存在が,そ の原因の一
つとな り得るか否かを検討する目的で,浮 氷域 とその周辺の開水面の種物 プランクトンの種類組成,数 量を調査し
た,.
細胞数から見た植物プランクトン量は,浮 氷域の一部で多いが,浮 氷域の大部分及び浮氷域周辺の開氷面で少な






(担当教官)教 授 星合孝男,助 手 福地光男
(研究要旨)
前年度,サ ロマ湖の海氷,紋 別付近の海氷下端に,微 小藻類の繁殖による着色層が存在することを見出した.引
き続き本年度は,海 氷中のクロロフィル量の測定を行った.2月7,8日 の調査時,1月 初旬に結氷した区域には
着色層が認められ,ク ロロフィル量は,25.26～25.88Ptg/aで あった.ま た,1月 下旬に形成された海氷の下端の
クロロフィル量は,0.78～0.88Ptg/£ であ り,着 色現象はまだ認められなかった.一 方,海 氷中のクロロフィル量
は,0.09～0.14μg/2と 少なかった.
この事実と昭和基地で得 られた結果は極めて類似したもので,サ ロマ湖の着色層も,南 極の秋期に形成される着
色層と,同 様な経過で形成される事を示すものと考えられる.





昭和50年11月 から51年2月 にかけて,南 極半島に位置するアルゼンチン隊アルミランチ ・ブラウン基地付近の潮
溜 りで橋脚類の標本を採集した.潮 溜 りの大きさは40×70cmで,深 さは15cmで あり,満 潮時には海面下 となり,
干潮時の昼間における潮溜 りの水温は20.6°Cに なった.同 定された梼脚類は,　HarPacticusfurcαtus　 LANGの 種
々の発育段階のものであった.こ の種の原記載は,1936年LANGに よってなされたが,今 回得られた標本 と原記
載 との相異点が見出された.し かし,原 著者の標本9個 体を再検討したところ,重 要な分類形質において今回の標
本 と完全に一致したことにより,　Harpacticus　furcatus　LANGに ついて,原 記載で見落されていた地形質を含め
て再記載することができた.
(エ)昭 和基地周辺のアデ リーペンギン分布と植生
(担当教官)教 授 星合孝男,教 授 松田達郎
(研 究要旨)
昭和50年11月30日,及 び12月 中旬の,航 空機によるアデリーペンギンル ッカリーと,ル ッヵリーにおけるペンギ
ン個体数の調査を行 った.こ の結果と,従 来から観測隊員によって集積 された資料を総合し,プ リンス オ ラ フ海
岸,リ ュツォ・ホルム湾沿岸のルッカリ 一ー所在地とペンギン個体数のsurveyを 行った.ル ッカリ 一ー数は12,ペ ン
ギン個体数は2,000～3,000程 度と推定 される.こ の数は,ロ ス海沿岸に比べて極めて小さなものである.
また,ペ ンギン排出物が植生の維持に大きな意味を持つことは,現 在のル ッヵリー周辺の植物現存量に比べ,す
でに放棄されたル ッカリーの植物現存量が少ないこと,し かも,放 棄された時期が古ければ古い程減少することか
らも明らかである.
(オ)露 岩地帯における自由生活性ダニの分布密度
(担 当 教 官)助 教授 大 山 佳 邦
(研 究 要 旨)
リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 の沿 岸 に あ る露 岩 の砂 の中 か らNanorchestes　 antarcticus,　 Tydeus　 erebus,　 Protereunetes
minitusの3種 の ダ ニ を見 出 し た.出 現 した ダ ニは ほ とん どNanorchestes　 antarctic〃sで あ り,こ れ は す べ て 砂
地 で採 取 した た め と考 え られ る.他 の2種 はTydeus　 erebusが ラ ン グホ ブデ の 雪 鳥 沢 の 下 流 で9個 体,　 Proter-
eunetes　 minitusが 西 オ ング ル 島 で2個 体発 見 され た に す ぎな い.各 露 岩 地帯 で の 最高 個 体 密 度 は 東 オ ング ル 島 で
シ ャ ー レ1杯 の 砂 か ら57個 体,西 オ ング ル 島 で75個 体,ス カル ブ ス ネ ス で82個 体 で あ った.ま た,ダ ニの個 体 密 度
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(担当教官)教 授 松田達郎,助 手 神田啓史
(研究要旨)
第16次 夏隊によりラングホブデから持ち帰えられた蘇類(Ceratodon　 PuηPureus)の 冷凍品を用い,実 験室内で
約1か 月間,人 工培養を行い,種 々の形質変異を検討した.原 系体,仮 根,幼 芽の発達は異った培地,温 度,光 の
条件で影響を受け,一 般に,液 体培地,10° ～15°C,800ル クスが最も良好である.ま た,幼 芽の発生は0°Cや 暗
黒という最悪の条件でも可能であるという興味深い結果を得た.こ のように,南 極産Ceratodon　 PuηPureusは,
北半球の同種と比べるとその茎細胞からの再生において,よ り強い潜在能力を持ってお り,極 地環境への一適応 と
考えられる.




日本の研究者によって採集された亜南極地域,南 極半島周辺の蘇類の分類を行い,現 在までに,サ ウスジョージ
ア島では13種,ア ルミランチブラウン基地では11種,1変 種が確認された.他 に,ケ ルゲーレン島,ク 口口ゼ島,





昭和基地付近の露岩地帯は岩石 と砂地のような土壌からなっている.そ して局部的ではあるが,そ の土壌の上に
コケや藻類が生え,岩 石や礫の上には地衣類等が見出される.し かし植物の生えていない土壌の中にも藻類のいる
ことが培養することによって認められている.ま た,土 壌の中にダニの生息することも分っている.こ のような南
極から持ちかえった土壌を調べてみたところ,珪 藻,有 殼アメーバ,緑 虫の死骸を見出すことができた.特 に,有





南極洋に分布するナンキ ョクオキァ ミ(EuPhazesia　 smperba)及 びその他の海域,特 に,ベ ーリング海 北極海
に分布する各種おきあみ類の生態的特性について研究した.
E.　saperba　 については,特 に,そ の分布,生 殖,摂 餌等に関して検討し,ま た,海 洋におけるおきあみ集群の密
度につき検討した.　E.　SZtPerbaの 生殖に関しては,交 尾雌個体の出現状態,孕 卵数につき新しい知見が得られた.
また,　E.　Si4・er'baは,大 量の植物プランク トンを捕食することが胃内容物の植物プランクトン色素及び日間の摂
餌の リズムにより確かめられ,南 極洋の第二次生産者 として極めて重要なことが裏書きされた.
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ベ ー リ ング 海 及 び 北極 海 に分 布す る種 とし て は,　 Emphausia　 Pacifica,　 ThNSαnoessαinerMiS,　 T.　longipes,
T.　raschii,及 び　 T.　spimiferaが 最 近 の 白鳳 丸 航 海 に よ り記 録 され た が,　 T.　spimzferaが175°E付 近 ま で 出 現
し,過 去 の記 録 と比 較 して よ り西 方 で あ る 点 が 注 目 され る.こ れ ら5種 の お きあ み は,夜 間 浅 海 系 に 浮上 し大 量 の
植 物 プ ラ ンク トン を捕 食 す るが,特 に,　T・　longipes,　 T・　raschii,　E.Pαcificaで 顕 著 で あ り,　Denticula属 の珪 藻
が 卓 越 す る こ とが 確 か め られ た.
(オ)南 極海動物プランク トンの垂直分布
(担当教官)助 手 福地光男,客 員助教授 根本敬久
(研究要旨)
南極収束線以南海域における表層動物プランク トン群の垂直分布様式を明らかにする目的で,昭 和51年12月 ～52
年2月 の期間,南 極エンダービーランド沖合,東 経26～76度 の海域にて,　MTD水 平閉鎖ネ ット(口 径56cm,側
長200cm,目 合0.35mm)に よる.30,60,100及 び150mの4層 の各層同時採集を5点 にて実施した.ネ ットの炉
過効率を100%と すると,20分 間2ノ ットの水平曳網当 りの炉過水量は295m3と なる.
20分曳当 りのネ ットプランクトン湿重量は0.26～76.21grの 範囲であ り,全 出現動物プランクトン個体 数 は,
152～43,341の 範囲であった.こ の,内 暁脚類がもっとも多 く,次 に毛顎類が多 く出現した.魚 卵,尾 虫類,オ キ




(担当教官)教 授 村山雅美,助 手 寺井 啓
(研究要旨)
1)軽 量権の開発,試 作




ヤマハS-300Mに っいて昨年度に引き続き試験走行を行い,耐 寒,耐 久性の向上をはかる改良点を見出し,第20
次隊においてマクマード地域での,実 地試験を行 う・一方昭和基地周辺及びみずほ基地でヤマ・・S-440を 使用し・
低温及び高地(海 抜2,230m)に おいても充分使用可能であることを確認するとともに種々の知見を得た・
(イ)極 地装備に関する寒地工学及び労働生理学的研究





いずれも保温性,作 業能率,着 心地,履 き心地等について次の方法で行った,4チ ャンネルサーミスタ温度計に
より直腸温,皮 膚温,衣 服又は靴 との間の温度及び外気温の測定を,自 転車エルゴメーターを使用して作業能率性
のテス トと心電図の記録を一20°C及 び一40°Cで60分 つつ,8名 の被験者を使って行った.
被験者の所見としては,-20°Cで は両者に保温性の優劣は無 く,作 業性には前者が勝った.し かし,-40°Cで
は後者の重量は苦にならず,保 温性に優れていた.ま た,手 の甲の皮膚温の低下から全身の寒さを感ずる傾向を示
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した.な お,運 動による発汗 と休止に伴 う寒さの覚えも著しく,衣 服,靴,手 袋の通気性の保温性に今後の課題が
残されている.
(ウ)積 層複合材の耐熱衝撃性の研究
(担当教官)客 員助教授 上村 晃
(研究要旨)
FRPサ ンドイ ッチ構造複合材を断熱性のある構造材として低温液化ガス貯槽などの一次バリヤーに使用するた
め,50°Cの 高温から一170°Cの超低温雰囲気に急激に温度変化を加える熱衝撃を繰返し行い,引 張勇断強度,衝 撃
強度,熱 収縮率,熱 伝導率等の特性に及ぼす熱サイクルの影響,強 度保持率などについて検討を行 った.そ の結果
つぎのようなことがわかった.
(1)表 面材にエポキシ変性不飽和ポリエステル樹脂を用いたFRPサ ンドイ ッチ平板の引張勇断強度は,総 じて
20サ イクル付近までは樹脂の後硬化の影響により,初 期の強度よりも大きくなるが,そ の後はサイクルを加え
るにつれて徐々に低下する傾向を示し,150サ イクル後で84%以 上の強度保持率を有した.
(2)フ ラットワイズ方向の衝撃強度は40サ イクル付近までは強度保持率が上昇し,そ の後は減少又はほぼ一定の
傾向を示すが,150サ イクル後でも97%以 上の保持率を有する.
(3)熱 収縮率ぱ熱サイクルの影響により,成 形時の残留応力が緩和 され,特 性が10%程 度向上する.
(8)デ ー タ解析
(ア)電 子計算機による極地データの利用法
(担当教官)助 教授 神沼克伊,福 西 浩,助 手 岩渕美代子
(研究要旨)
極地研の電子計算機には極地,特 に,昭 和基地で得られたデータ及び南極に関する文献データが蓄積 され て い
る.ま た,画 像データの処理装還,変 動現象の解析装置なども,電 子計算機の周辺機器 として設置されている.こ
れらのデータや周辺機器の有効な使い方,デ ータ解析の手法の開発などを中心に研究をすすめている.特 に,い ろ
いろな現象に適用できる汎用性のある手法やシステムの開発に重点を置いている.
☆ ☆ ☆ ☆ ☆
2.特 別 研 究
(1)南 極産陽石
(担当教官)助 教授 矢内桂三














































Studies　 of　cosmogenic　 effects　 in　yamato
meteorites
阻 石 の 相平 衡 に関 す る実 験 的 研 究
Sorting,　 classification,　and　 selected
analyses　 of　yamato　 meteorites
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2)原 則として限石の原重量の3分 の1ま でを研究に供し,残 部は永久保存 とする.特 別の場合は原重量の2
分の1ま でを供することができる.
3)内 外博物館等への贈与は交換を原則 とする.
4)管 理者は矢内桂三(国 立極地研究所地学研究部門)と する.
委 員 会
1)研 究が重複することなしに最も効果的に行われるようにするため 「やまと限石:こ関する委 員 会」を 設 け
る.
2)委 員会はやまと限石に関する岩石 ・鉱物学的,化 学的,物 理学的研究を効果的かっ段階的に推進するため



















2)配 分は1試 料につき数グラムを限度 とする.試 料は貸与 とし,研 究終了後速かに管理者に残部 を 返 却 す
る.
5研 究 報 告
各研究者は,
1)で きる限り速かに研究成果をまとめ報告を行わなければならない.こ の場合,国 立極地研究所刊行の 「南
極資料」(年3回 発行 ・和文,英 文)及 びMemoirs　 of　the　National　Institute　of　Polar　Research,　 Series
C　Earth　 Science　(不定期刊 ・英,独,仏 文のいずれか)に 投稿することが望ましい.投 稿者には投稿規定
を送付する.
2)公 表した論文の別刷20部 を委員会に寄贈する.委 員会はそのうち15部 を各国研究機関に配布する.
3)6か 月毎に委員会に対し研究経過の報告を行わなければならない.
昭和51年9月20日
3.共 同 研 究
昭和52年 度終了分一覧表
研究分野 研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究期間
























ドライバレー地域の地球化学的研究 鳥 居 鉄 也 教 授 千葉工業大学 51～522年
南極大陸地域の地球化学的研究 中 井 信 之 教 授 名古屋大学理学部 50～523年






環境汚染物質に関する研究 狐 塚 寛 教 授 富山大学薬学部
51～52
2年




(研究代表者)青 山 巌(東 海大学工学部教授)
(所内研究者)平 沢威男(教 授),鮎 川 勝(助 手)




る.ロ ケットの姿勢検出は,特 に近年の科学観測目的及び観測装置の発展高度化に伴って,重 要かつ欠くことので










(1)センサ素子は月 とい う微弱光検出とロケットのスピンを利用して検出するとい う立場から,シ リコン半導体が
一般的であり,ま ず市販されるいる素子を用いた室内及び野外実験を行った,市 販の素子の うち,適 当と思われる
四つのメーカーの素子にっいての出力特性,負 荷特性,周 波数応答などを室内模擬光源及び実際の月を用いて行っ
た.そ の結果,受 光面積1mm2当 りの出力電流は各メーカーの若干の違いはあるが,お およそ2×10"'nA(満 月
相当時)で あり,負 荷特性はほぼ直線的であることから,増 巾度が得られればスリット方式による受光検出は可能
である.ま た,出 力波形の立ち上が り,立 ち下が りの応答性も各メーカーとも少なくても数kHzは 充分あることが
判った.
(2)検出方式は月の光量変化,素 子の受光面積の制限などからスリットを用いた時間位相差検出方式が適当である
と考える.即 ち,一 般的なV字 形センサの場合,セ ンサ寸法の幅を30mmの とき,S-310型 ロケット壁面にセンサ
を取 り付け,約100μSの 精度で時間測定をすれば約2° 程度の検出が可能である.
(3)既製の素子をつないだ模擬センサを試作し,ス ピンテーブルによって実際の月を使 っての野外実験を行った・
(4)月センサは現在の地磁気センサのような基本計器 とし得 るものを目指しており,終 局的には次のような点を 目
標 としたい.




以上の目標事項を達成するには未だ多 くの問題点がある.例 えば弱光検出のために,南 極でのオーロラ光にも感
知した場合の判別や雑音対策などがある.そ のため,こ れからはセンサ,電 気部の本格的試作と実験,更 にはロケ





(所内研究者)前 晋爾(助 教授),西 尾文彦(助 手)
(所外研究者)渡 辺興亜(名 古屋大学水圏研助教授),成 田英器,成 瀬廉二(北 海道大学低温研助手)
【研究成果】
1.研 究計画の概要
この研究では,1969年(第10次 観測隊)か ら1975年(第16次 夏隊)に かけて南極みずほ高原白旗氷河源流氷床域
において実施された雪氷学的長期調査計画(Glaciological　 Research　Program　 in　Mizuho　Plateau-West　Enderby




この共同研究では,ま ず昭和50・51年 の両年度で,み ずほ高原氷床上で実施した観測及びその解析についてのま
とあを行い,そ の成果として論文集を発表した(Memoirs　 of　National　Institute　of　Polar　Research,　 Specia1
1ssue　No.　7　January　1978.　Glaciological　Studies　in　Mizuho　 Plateau,　East　Antarctica,　1969-1975).　 この論
文集は論文数21篇 で,内 容は観測の概要,氷 床形態,気 候学的状況,堆 雪,氷 床流動,地 球化学的解析,総 論から
成 ってお り,み ずほ高原氷床上の堆積積雪量,流 動量及び大気と雪面の相互作用等が明らかとなった.と 同時に数
多 くの重要な問題点も指摘された.
この研究の最終年度では,み ずほ基地で実施した深層掘削で得られた氷試料の雪氷学的解析を予定 していた.み
ずほ基地で,1971年 に70m深,1972年 と1974～75年 には約150m深 の氷試料を採集した.氷 試料解析の主たる項 目
を下記のように定め,解 析希望者に試料を配布した.
1)構 造……層位,密 度,粒 度,気 泡,結 晶形,　fabrics等.
2)物 理的性質……弾性速度,誘 電率,熱 伝導率,ク リープ特性,粘 弾性,高 圧下の諸特性等.
3)化 学分析……微量金属の化学分析,同 位体分析等.
2.論 文 編 集








1)の掘削の経過 と掘削技術については,5篇 の論文 より成 っている.内 容は掘削作業,掘 削機器の記述の他,機
械的掘削法 と熱的掘削法の比較検討,掘 削ヒーターの容量や形,吸 水機構の改良等を含んでいる.特 に,吸 水シス
テムの機械的強度や吸水ポンプの効率について検討を加えている.
2)の掘削氷の層位,物 性及び含有微量物質は13篇 の論文から成 っている.ま ず密度測定等により過去の堆雪量の
推定を行い,018等 の同位体測定の結果との比較検討を行った.気 泡の形態を観測し,50m深 までは小さな球形で
あるが,50m以 深では体積も大きくなり一部では形も不規則なものとなることが明らかとなった.気 泡の比面積も
計算され,結 晶粒度 と比較した.　fabrics　の観測からはfirn上 部で垂直一極型,下 部でガードル型,70m以 深では
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水平ガードル型になっている.こ の結果は70m深 までは圧縮力,70m以 深ではせんだん力が働いていることを示し
ている.誘 電率の測定によると,50m以 深の気泡が大 きくなるところでは,純 水に比較して誘電率が非常に大きい
ことが解った.誘 電率のこの増加は,気 泡の表面効果のため分子欠陥の数が増加したか,不 純物の影響のどちらか
であろうと推定できる.　Pb等 の微量金属 も測定され,垂 直分布が得られた・
3)の将来の問題に関する論文は一篇で,氷 床のダイナミックスや気候変動の観点から今後の氷床掘削の問題点を
述べたものである.
以上総計19篇 の論文は4月 末までに完成し,論 文集編集の作業を終える予定である.
イ 電波氷厚計で観測される多重反射エコーの解析
(研究代表者)東 晃(北 海道大学工学部教授)





用して,同 地のスコット極地研究所及び英国南極局(BAS)を 訪問し,こ の研究に関する英国の活動状況の資料
を集めた.ま た,9月17日 から4日 間,ス コット極地研究所で開かれたInternational　 Antarctic　Glaciological
Project　(IAGP)の 第7回 連絡協議会にオブザー・ミー として出席し,参 加各国の電波氷厚測定並びに関連研究の最
近の情報の交換に参加 した.多 重反射エコーは,南 極の雪氷堆積時に種々の原因によって生ずる層構造を反映して
お り,ま た,底 面反射によって得 られる非常に平らなプロファイルは氷下潮(Subglacial　 Lake)の 存在を示唆する
ものとして,議 論の的となった.
上記の最近の情報と前(極 地研)に よってなされたみずほ高原氷床での　JAREの 電波氷厚計観測データの見直
しと解析により,今 後の電波氷厚測定には航空機による連続観測が不可欠であるとの結論に達した.ま た,こ のよ
うな連続観測によって得られた多重反射層状プロファイルは,東 南極限石氷原において多数発見された除石の集積






使用する.可 視光,赤 外線、マイクロ波によりリモートセンシングとの関連を含めて,学 術会議地物研連雪氷小委




過去JAREが 得kレ ーダーエコーの多重反射に着目し,み ずほ高原氷床下の岩盤地形の見直しを行った・まず
岩盤上の細かな凹凸の存在(レ ーダー波長と同程度以下)や,数km以 上の波長を有する岩盤形状の変化は・複雑
な反射エコーの原因となることを指摘した.そ こで,　JAREが 実施した数kmご との最深エコーの測定から岩盤地
形を求めることはかならずしも正しくないことを明らかにし,多 重反射エコー全体を考えたうえで総合的に岩盤地
形を推定した.こ の結果から今までいわれれていたような山岳地帯(S200か らS240,Aル ート東部)は 存在しな
いことが明らか となった.こ の方法によって推定される岩盤地形は重力測定とも良 く一致し,そ の信頼性が確かめ
られた.
みずほ高原氷床底部の温度は融点になっていることが,氷 床表面の流動速度観測結果を使って推定されている.




以上の研究結果は南極資料・　Natureに 発表予定である.ま た,口 頭発表も雪氷学会で行った.
(3)固 態地球物理学
ア 南極 にお ける航空機 による地球物理学的測定の基礎的研究
(研究代表者)友 田好文(東 京大学海洋研教授)
(所内研究者)神 沼克伊(助 教授),平 沢威男(教 授)
(所外研究者)瀬 川爾朗(東 京大学海洋研助教授)
【研究成果】
セスナ185F(JA3681)の テス ト飛行時を利用して,飛 行中の機体内の加速度の測定を行 った.加 速度計は 日
本航空電子製JA3型 及び4型 である・これらの加速度計素子を,機 首,翼及 び上下の三方向に配列し,機 体の
三成分加速度を,ア ナログ,デ ジタルの両方式によって記録した.測 定時間は,延 べ9時 間である.最 初の測定で
は・DC-500Hzの 間で平担な特性をもつエレクトロニクスによって測定したが,床 面に伝わるエンジンの短周期
加速度が大きすぎるため,次 回より,1Hzの 周波数に対して一3db増 巾度が下がる特性をもったActive　 Filter
を使用した・航空機で使用できる安定台(Gyro　 Stabilized　Platform)を 用意することができなかったので,え ら
れた加速度は機体に固定された座標に対するものであ り,地 球に相対的な測定ではない.こ の点,今 後改善する必
要があるが,最 初の試み としては,セ ナスで重力測定を行 う場合の問題点を検討する資料として,貴 重なデータが
えられたと考える.セ スナ上で,周 期1秒 より長い加速度に関して記録された例を図1,2に 示す.図1は 離陸時
を含め不安定飛行時の記録である・離陸のさいの最大加速度は機首方向で約300gal,離 陸直後から上下加速度がふ
るえるが,そ の卓越周期は2秒.振 巾は±200galで ある.図2は 安定飛行中の例である.上 下加速度の振巾は±50
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第18次 隊参加の福井 深隊員の採集した昭和基地周辺の塩湖堆積物,オ ース トラリア隊から送付 されたベス トフ
ォール ドヒルズの塩湖の柱状湖底堆積物,そ れにDVDP　 #14コ ア試料について,南 極塩湖周辺の堆積物中の塩類
分布を研究 した.
また,1976～77年 夏季に ドライバレー調査で得た湖沼水,堆 積物について化学分析を行い従来のデータに補足す
るとともに,塩 湖の有機成分の検討を主 として松本源喜が行った・
その他,高 塩分試水の分析法にっいて,東 大教養学部において,中 谷 周(北 大),村 山治太(横 浜大),綿 板邦
彦(東 大)ら とともに1977年7月,9月 の2回 にわた り共同研究を行った・
なお,DVDP#14コ ァ試料については,中 尾欣四郎(北 大)に 依頼して粒度分析を行った.
2.成 果の発表
この数年にわた り研究した昭和,ベ ス トフォールド,マ クマードの各オアシスの湖沼水を中心 とした陸水中の酸
素,水 素の安定同位体比についての考察結果を別記の如 く外国誌に投稿した.1979年 始めに掲載される予 定 で あ
る.こ れらの塩湖の水素,酸 素の同位体比の関係をみると天水の関係 よりも180を 濃縮する方向にずれている.ま
た,最 近10年 間の水収支をみると,流 入と蒸発が釣 り合っていて,そ の蒸発のさいの同位体効果によって,湖 水の
同位体比が規制 されていることを示している.
有機物の存在については報告がきわめて少いので,ド ライ・ミレー地域の主な塩湖の底層水中の全有機炭素(TO
C).酢 酸エチル抽出有機炭素(EOC)及 び脂肪酸の測定を行 った.高 濃度のTOC及 びEOCが 測定され,脂
肪酸は不飽和のC16:1・Cl8:1を 含むC8:0か らC32:0の 範囲のものが同定 された.こ れらの有機物は主 として湖水
中の藻類,バ クテリア及び菌類などの微生物に由来するものと考えられる.
DVDP　 #14コ アについては,そ の35試 料の可溶性塩分(水 抽出部分,過 塩素酸溶解分)中 の主成分の分析を行
い,併 せてDVDP#13(ド ンファン池),#4(バ ンダ湖)の それらとの比較考察を試みた・そしてライ ト谷の最
低地を占めるバンダ湖を中心 として過去にgreatVandaを 予想する資料をえた・これは・6月 開催のDVDP東
京セ ミナーで発表した.
ドライバレー地域のラビリンスに点在する池には,一 部に塩湖も存在することを発見した.そ して2シ ーズンに
わた りサンプリングを行ったが,そ の水質の特性からさらに広範困にわたって池水を調査する必要を認めた.ラ ビ
リンスの塩湖は,そ の東方の下部に当るライト谷の塩湖のカルシウム,塩 素を主成分とする水質と異り,む しろテ
イラー谷のポニー湖の底層水の水質に近い.こ の現象は,ド ライバレー地域の塩湖の塩起因を考察するものに大 き
な手掛 りとなるものと考える.




(所内研究者)神 沼克伊,矢 内桂三(助 教授)







ようないくつかのタイプがあることが明らかになった.す なわち,水 の起源として,1)海 水,2)氷 河の融水,
3)海 水と氷河融水の混合があり,潜 在塩類の起源 として,i)海 塩,ii)海 塩の分別沈殿により進化したもの,
iii)堆積物を溶出したもの等である.
南極の塩湖で,数 多 くみられれる特徴は水の起源 と潜在塩の起源を異にする2)-i)タ イプである.特 に,ド ラ
イバレー地域でLake　 Vanda,　 Lake　Bonneyな どのように,そ の例が多い.潜 在塩が海水に由来し,水 自身が淡
水であることはその地域の歴史的変遷を究明する上で大きな手がか りとなった.ま た,他 の一つの特徴は,塩 類濃
度と水の安定同位組成からみて,垂 直的に二層構造をもつ湖が多いことである.こ の例は昭和基地周辺の湖が多い




昭和基地周辺のヌルメ池,西 オングル大池,ス カーレン大池,ス リバチ池及びドライ.ミレーの　Lake　Vanda,
Lake　Bonneyの 水中微量金属(Fe,　 Mn,　Cu,　Zn)を 分析した.そ の結果,微 量金属は表層 と底層水で高濃度を示
し,表 層の高濃度は溶存態(イ オン状)に よるもので,底 層のそれは懸濁態による事が明らかになった.ま た,そ
れら元素の供給源について追究した結果,昭 和基地周辺の湖沼の微量金属は,表 層水のものは積雪により代表され
る供給源をもち,底 層水では湖底堆積物からの溶出による供給 と硫化物による沈殿により規定されていることが示
された.こ のことは換言すれば,周 辺地域の岩石の削は くが供給源であると云える.
一方,ド ライバレー地域の塩湖ではBoswe11(1967)も 報告している如 く,Na・ と微量金属元素の比から,供 給
源は周辺岩石でなく,海 水起源であることが明確になった.
以上のように,昭 和基地周辺 とドライバレーとでは全 く異なる供給源が考えられる.さ らに重要なことは我々が
直面している環境汚染のバ ックグラウンドとしての南極の湖沼を考える場合,湖 によっては日本の汚染湖以上に微
量金属を濃縮しているものがあることに留意すべきである.例 えば ドライバレーの塩湖では日本の汚染湖の10倍 以
上のZn濃 度を示した.
3.南 極産鉱物の比較研究
昭和基地産のガーネ ットとマクマード付近のBarnes産 のガーネットをX線 回折法により比較検討した.昭 和基
地産のものはa・=11・54で,　 Almandineの 回折線と一致するが,a。==11.526で 他のend　 memberの 存 在を示す.
一方,　Barnes産 のガーネ ットはao=11.85で,　 Grossularのao=11.851と 一致し他のend　 memberは 存在せず







昭和基地を中心 とした東南極にはグラニュライ ト相変成岩及びカコウ岩が広 く分布してお り,昭 和51年 度から引
き続き全岩及び鉱物の化学分析を中心 とした岩石化学的研究をすすめている.昭 和52年 度には,昭 和 基 地 周 辺,
28
Botnneset　 region,　 Skallen　 region及 び 日の 出地 域 の もの に つ い て53個 の 全 岩 分 析 を ほ ぼ 完 了 した.そ の 結 果,こ
の 地 域 の 岩 石 のSiO2含 量 は33.85～76.11%と 広 範 囲 にわ た る こ とが 確 認 され た.こ の 地 域 の 角 閃 岩 類 は 比 較 的 ア
ル カ リに富 ん で お り,Na20+K20とSio2と の関 係 か らは いわ ゆ る高 ア ル ミナ玄 武 岩 ～ アル カ リ玄 武 岩 の 領 域 に
プ ロ ッ トされ る もの が 多 い.輝 岩 は アル カ リに乏 しい.ま た,日 の 出 地 域 の グ ラ ニ ュ ライ ト相 変 成 岩類 は,　Sio2含
量 が64・42～73.44%を 示 す が,K20に 乏 し く,K20/Na20比 が0.12～0.24と,か な り低 い もの で,K20+Na20
も それ ほ ど大 き くは な い とい う特 徴 を 持 つ.ま た,AFM図 で み る と,　Skallen　 regionの もの は他 地 域 の 岩 石 に比
べ て,や やFeの 濃 集 が 著 しい特 徴 が あ る.
変成 岩 中 の 造 岩 鉱 物 には 次 の よ うな特 徴 が み られ る.ザ ク ロ石 は グ ロ シ ュラ ー ル成 分 を か な り含 む アル マ ンデ イ
ン 一ー一くイ ロ 一一プ系 の もの で あ る.角 閃 石 ぱ す べ て バ ー ガサ イ トで あ るが,Tiの 量 は角 閃 石 片 麻 岩 及 び輝 石 角 閃 石 片
麻 岩中 の もの が 最 も多 く角 閃 石 エ ク ロ ジ ャイ ト,角 閃 石 岩 中 の もの は 少 な い.黒 雲 母 はTio2を 最 大6%を 含 むtitan
biotiteで あ る.共 存 す る角 閃 石 と黒 雲 母 の フ ッ素 の含 量 は,そ れ ぞれ1930～3840ppm,2350～8460ppmの範 囲 に
あ り,ほ ぼ黒 雲 母 に は角 閃 石 の2信 の 量 の フ ッ素 が 濃 集 し て い る.ま た,角 閃 石 及 び黒 雲 母 こ含 まれ る フ ッ素 の 量
は,岩 石 の種 類 や 化 学 組 成 に は無 関 係 の よ うで あ る.な お,変 成 岩 中 に お い て,共 存 す る角 閃 石 と黒 雲 母 中 の フ ッ
素 の定 量 が 行 わ れ て い る例 ぱ 未 だ 少 な く,今 後 の 基 礎 的 な 資 料 に な る と思 わ れ,ま た,フ ッ素 の 地 球 化 学 的 挙 動 の
解 明 に有 効 と考 え られ る.
これ まで の 研 究 成 果 の うち,主 成 分 に つ い て の結 果 はThird　 Symposium　 on　Antarctic　 Geology　 and　Geophysics,
August　 1977に お い て``Tectonics　 and　 Microstructure　 of　 Charnockites　 around　 LUtzow-Holm　 Bukta,　 East
Alltarctica"　 by　M.　 Yoshikura,　 T.　Ishikawa,　 and　 S.　Kanisawaと し て発 表 し た.今 後 の 問 題 として,共 存 す る
輝 石一 ザ ク ロ石 間 のMg-Fe分 配,長 石 温 度 計 な どに よ る グ ラ ニ ュラ イ ト相 変 成 のPT条 件 の 推 定,複 変 成 作 用 に
よ る鉱 物 間 の 元 素 の 再 配 分 な どに っ い て 詳 細 に 検 討 を す す め る必 要 が あ る.
付 表:2・3の グ ラ ニ ュライ ト相 変 成 岩 中 の 共 存 す る角 閃 石 と黒雲 母 の フ ッ素 含量(ppm)
Rock　 name























著者らは先に第13次,第15次 南極越冬隊員の毛髪を分析試料 とし,南 極観測という特殊環境下に生活することに
よって毛髪中の重金属元素などがどのように変動するかを観察し,主 として食事などの内的要因による変動と,化
石燃料などからの外的汚染因子による変動 とがみられることを明らかにした.　 (Kozuka,　 H.　and　Kanda,　Y.
(:L976)　:　Memoirs　 of　National　Institute　of　Polar　Research,　 Ser.　E.　No.　32,　64～70及 び狐 塚 寛,神 田征
夫,(1977):南 極資料,第59号,108～119)


















日本産又は 日本製のもので,観 測隊食糧 として使用したもの
豚肉809,牛 肉1009,米1409,マ グロ309
2.分 析方法
試料を秤量後,凍 結乾燥し,低 温灰化装置により灰化後,常 法によってAPDC-MIBK抽出し,原 子吸光法
で分析した.な お,高 濃度に鉄を含有している資料については,低 温灰化後 クペ ロン処理を施したのち溶媒抽出す
ることにより鉄の妨害を除いた.
3.分 析結果











































注:湿,乾 は湿重量,乾 重量に対する濃度を示す.血 液は肝組織に共存した血液部分に
っいて測定した値である.
〔結論 ・考察〕
越冬隊食糧中のカドミウム,鉛 値に関しては,通 常値 と比較して大差はなく,標 準的な食糧であったと推察され
る.南 極生物試料のカドミウム濃度はきわめて高濃度であ り,一 例の分析値から結論は導かれないが,食 物連鎖に
よる蓄積と考えられる.と くにアザラシがいちじるしく高濃度であった.一 方鉛濃度についてはカドミウムの場合
よりも低濃度であ り,鉛 が大気汚染系であるために汚染が平均化 されるものと考えられる.こ れらの本格的な究明
に関しては,今 後 さらに多数例の分析 と,対 照試料にっいてのデータが必要である.
その他,犬 の毛に関しては放射化分析法による多元素分析を行 っていた.今 回データが得られたので追加報告す




成犬解剖体 より部位別に各59を 採取した.採 取部位は,
①右腹部,② 右肩,③ 背中,④ 首,⑤ 右前肢,で ある.
このうちから,① 右腹部,③ 背中,⑤ 右前肢を選び分析を行 った.
2.実 験方法
1)洗 浄
試料をビーカーにとり,ア セ トン3回 一水3同 一アセ トン1回 洗浄を行 った.溶 媒は1回10m2ず つを用い,約10
分間ずつ撹拝しながら洗浄し,汚 染物,付 着物,混 入土砂などを十分に取 り除いた.室 温で風乾後秤量しポリエチ
レン袋に封入し,照 射試料 とした.試 料重量は20mg及 び100mgの2種 類を作成し,前 者は短寿命核種測定用,後
者は長寿命核種測定用 とした.
2)照 射,測 定,解 析
京都大学原子炉(KUR)の 圧気輸送管を用い,2×1012n/cm2・secの 中性子束で,20mg試 料は1分,100mg
試料は1時 間照射し,適 時冷却後4096チ ャンネル波高分析器 と60cm3のGe　 (Li)検 出器の組み合わせにより測定
し,磁 気テープに出力し,コ ンピュータで解析した.
〔結果 ・考察〕
結果は表に示す とおりで,観 測犬の毛の元素濃度をppm値 で表示した.た だし,Sの 値は%で 示してある.参








①群は主 として土壌起源の元素であ り,生 活習慣の差異から内的,外 的汚染を受けるため当然の結果 とい え よ
う.
②ぱ生体必須元素,水 溶性元素などが多 く,生 体における濃度調節機能が関与していることが考えられる.
③群は特異な元素で,　Au濃 度は個体差がいちじるしく,　Caは 年令との相関が顕著な元素であ り,　Hgは 先の
南極観測隊員の知見 と関連して興味深い.















































































































































この研究は南極における新しいエネルギー源としての風力の有効利用を目標 とするものである.昭 和52年 度にお
ける研究成果は次のとおりである.
(1)静 翼付軸流タービン型風力発電装置NU-102(出 力3kW)の 設計試作並びに風洞実験を行 った.NU-102は
1972年 に試作した1号 機NU-101の 改良型である.
静翼並びに動翼の外側直径は1.2m,内 側直径ぱ0.4m,風 の通過する環状面積は1.005m2で ある.軸 流タービン
の出力軸に,遊 星歯車型増速機(増 連比6)と 渦電流型電磁ブレーキとを介して,3kWのAC-DC発電機を直結
した全 く新しい型式の風力発電装置である.本 体はナセル内に収められ,軸 承によって自由に方向を変えられるよ
うに中央支持台の上に支えられる.風 はナセル側より流入し,方 向舵は必要 としない.こ の風力発電装置の特長は
(a)南極における20～45m/sに も達するブリザードにも十分耐え得る.
(b)予め設定した一定回転数に達すると電磁ブレーキが作動し,ど のような強風に対してもその設定回 転 数 を 保
つ.
(c)電磁ブレーキが作動する場合は,電 気出力以外に熱出力が得られる.こ の両者の和 として,タ ービン出力の全
部を吸収できる.
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(所内研究者)平 沢威男(教 授).福 西 浩(助 教授)
1【研究成果】
1.目 的
昭和基地における超高層関係の研究観測 として,昭 和51年 度から人工衛星テレメ トリが開始され,引 き続き昭和
52年 度においてもISIS　 (国際電離層研究衛星)の テレメ トリを実施した.現 在南極大陸におけるISIS受 信
局は　Terre　 Adelie　 と昭和基地の2個 所であ り,こ れら2個 所によってISIS観 測域は南極域の殆んどを覆う
ことができる.　I　S　I　S-1及 びllか らは極域上側電離圏並びに極域電波現象等に関する貴重なデータが 得られ,
地上観測等と相侯 って極域超高層研究に重要な役割を果たすことが期待される.
2.経 過
昭和基地におけるISISテ レメ トリを最初に担当した第17次 隊によって取得 されたデータ ・テープ(昭 和51年
4月 ～昭和52年1月)は,編 集テープ133巻(電 波研保管)及 びコピーテープ133巻(カ ナダCRCへ 送付済み)を
作成し,オ リジナル ・テープは極地研に返還 した.ト ップサイド・イオノグラム ・フィルムを作成し極地研,　CRC,
GSFC,　 NOAA,　 ApPleton　 Lab.,及 び電波研データセンターに夫々送付した.
第18次 隊によるISISテ レメ トリーは昭和52年2月 から昭和53年1月 まで順調に実施され,次 表に示される運
用が行われた.
第18次 隊によるISIS観 測パス状況(昭 和52年2月 ～昭和53年1月)


















により得 られたイオノグラムのN(h)解 析により電離圏全体の電子密度分布を求めることができた.地 上からのイォ
ノグラムにみられるSpread　 Fと トップサイ ド・イオノグラムにみられる　Spread　echo　との比較を行 った.
(2)極 地上側電離圏の季節変化
南極域の上側電離圏の季節変化を見るために,冬 季及び夏季のデータ解析を行った.衛 星軌道に沿ってのF層 最
大電子密度(Nm)は 冬季の値が夏季の約1/2程 度であるのに対して,衛 星高度(1400km)で の電子密度(Ns)は
冬季の値が夏季の値の1/10～1/100と 著しく低 くなっている.極 地での上側電離圏のイオンが主として0・ であるこ
とを考慮すると,こ のような電子密度分布勾配の差は熱圏大気温度の差によるもの と思われる.
4.今 後の計画
第19次 隊によるISIS受 信は第18次 隊 と同様に週4パ スの定常観測と適宜特別観測を実施する.
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イ 磁気圏内電磁波放射に対 して,変 動場が及ぼす効果についての解析とそのモデル化
(研究代表者)林 幹治(東 京大学理学部助手)
(所内研究者)平 沢威男(教 授),福 西 浩(助 教授)




第14次 隊では,み ずほ基地一昭和基地では地磁気2点 観測(8月29日 ～9月29日)及 びやまと山脈一昭和基地での
地磁気2点 観測(12月1日 ～12月11日)を 行った.み ずほ基地は昭和基地より地磁気子午線に沿って約2°極側に位
置しているので超高層現象の緯度効果を見る上で都合がよい.ま た,や まと山脈E,　 F,　G郡 の中間点に設置され
た観測点は,緯 度では 「みずほ」 「昭和」の中間に位置し,経 度でみると 「みずほ」 「昭和」を結ぶ子午線から約
8°東側に位置するので,経 度効果を見るのに都合がよい.こ れからの地磁気資料をもとにして,極 磁気嵐時に出現
する各種磁気流体波動の特性を明確にして,地 球磁気圏の物理的諸特性を探究しようとするのが 目的である.
2,経 過
今年度はサブス トーム(極 磁気嵐)時 に顕著に見られるPi脈 動の中でもPi2と 呼ばれる現象に焦点をしぼって
解析を行った.解 析は主に極地研計算機システムHitac　 10一皿を利用してなされたが,そ の主な結果は次のとおり
である.
(イ)Pi2の 周期特性
Pi2は サブス トームの開始とほぼ同時に極光帯から中低緯度にかけて汎世界的に出現する.極 光帯で観測される
Pi脈 動は,中 低緯度のそれと比べ見かけ上　irregular　に見える.し かし周期分析を行 うと,極 光帯のPi脈 動の中




べると,Pi2は オーロラの在る所すなわちオーロラル ・オーバルで最も振巾が大きく,ま た,さ らにプラズマポー
ズ付近にも2次 的な振巾の最大になるところがあるらしい.Pi2の 周期はオー-Pラが低緯度側で発生した時は短周
期になり,高 緯度側で発生した時は長周期になるという傾向を示す.地 球磁場の磁力線長は,低 緯度では短か く,
高緯度では長 くなることから,オ ーロラル ・オーバルに根をもつ磁力線の振動がPi2の 原因である可能性が強い・
(ロ)Pi2の ポーラリゼイション
Pi2の 水平面内でのポーラリゼイションを統計的に調べると,そ の回転のセンスがオ一口ラル ・オーバルの低緯
度側 と高緯度側 とで,ま た,真 夜中を境にして午前側 と午後側とで反転していることがわかった.も しも　Pi2が
真夜中を境にして午前側では東側に,午 後側では西側に伝播していくと仮定すると,こ れらのポーラリゼイション
の反転はSouthwood　 (1974)やHasegawa　 and　Chen　 (1973)の 理論によって説明することができる.
内　Pi2の 共役特性
昭和基地 と良い磁気共役関係のあるところのReykjavikの 資料を参照してPi2の 共役特性を調べた・サブス ト
ームの開始に伴って,Pi2が 両鶴測点で非常に似た波形で出現していることが確認され,Pi2が 電離圏のように地
球に近いところでなく磁気圏内で発生することが裏付 け られ た.昭 和－ReykjavikのPi2に っいて位相関係を
見てみると,H成 分はin-phase　 D成 分は　out-of　phase　 で振動 していることがわ か った.Wilson(1961)の
elastic　string　mode1を 使 うと,Pi2はodd　 modelで 振動していることになる.
3.今 後の計画
今までは,「 昭和一みずほ」の資料を中心にして解析をしてきたが今後はやまと山脈の資料を加えて経度効果を見




(研究代表者)大 家 寛(東 北大学理学部教授)




昨年度に引き続き,南 極ロケットによるHF帯 プラズマ波動の観測結果がさらに詳しく解析 された.ま た,こ れ
らの波動現象に対して種々の側面から理論的検討が加えられ,極 域電離層に生起するプラズマ波現象の励起メカニ
ズム,そ の降下粒子等 との関係がより具体的に明らかにされた.
プラズマ波動の観測条件は,S-310-1号 機では溝隠時,2号 機では磁気圏嵐の主相の時であり,2つ の観測結果
は異なる条件下での波動現象を反映している.こ れらの観測結果は極域電離層特有の波動現象であり,そ の周波数
域は電子サイクロトロン周波数fHで 規格化された値(f/fH)で0.5か ら3.5に わたり,お おむね鋭いピークをもつ
バンド状の特性を持っている.夫 々の周波数域の波動はその降下粒子との関係,ロ ケットの姿勢 と受信強度 との関
係等から次のようなものであると結論された.
イ)2.0<f/fH<3.0及 び くf/fH<4.0で 受信 されたプラズマ波は,ラ ンダウ型ビーム不安定により励起 された.
ESCH　 (Electrostatic　Electron　Cyclotron　 Harmonics)波 と結論され,そ の受信周波数は伝播方向特性(従
ってアンテナ指向へのせん択性)を 示す.
ロ)f/fH～1.2の 波動は,サ イクロトロン型ビーム不安定による.　ESCH波 の励起で説明される.(S-310-1)
ハ)　f/fHSI.0の波動の内,　fH付 近の波動はホイッスラーモード波のランダウ型 ビーム不安定で説 明 され る.
(S-310-1)
二)0.6<f/fH<0.8の 受信波動は,ラ ンダウ型 ビーム不安定でも説明されるが,温 度異方性による同じ波動の励
起 と考えれば,そ の狭帯域性をよく説明できる.(S-310-1)
2.イ ンピーダンスプローブによる電子密度計測
第18次 隊のS-310-3号 機による極域電離層の観測が成功して い る.ま た,第19次 隊でもS-210-30及 び31号機は
既にその観測を終えており,今 後,S-310-4,5,6号 機の結果と合わせて解析を加えることにより,そ の成果が期
待される.
3.第19次 隊ロケット観測準備
IMS南 極 ロケットの最終年度に当る第19次 隊ではS-310シ リーズとして4機 中夫々2機 にHF帯 プラズマ波動
観測(PWH)と 電子密度計測(NEI)を 搭載,ま た,S-210-2機 にNEIを 搭載したのでその計画の概要を簡
単にまとめてお く.
PWHは,第19次 隊南極ロケット観測の主テーマである波動粒子相互作用の中にあって,100kHzか ら10MHz
迄の高周波部門を受持つわけであるが,既 にS-310-1,及 び2号 機での成果にあるように,ESCH波 の存在を発
見しており,第19次 隊での観測は同時搭載の他PIの 諸結果と相侯 って,こ れらの現象にっいて更に深い理解を得
ようとするものである.第19次 隊のPWHは,第17,18次 隊のもの とほぼ同様の仕様 となってお り,S-310-4号 機
と6号 機に搭載される.
NEIは 種々の条件下での電子密度プロファイルの蓄積を行 うとともに,相 乗機器にプラズマ基本物理量 として
の電子密度の情報を提供するもので,第19次 隊ではS-210-30及 び31号機,S-310-5及 び6号 機に夫々搭載される.
S-210シ リーズでは特に固定周波数掃引による計測モードを用意し,電 子密度の微少な変動も観測する計 画 で あ
る.
エ　VLF放 射スペク トル構造のロケ ット地上総合観測と解析
(研究代表者)木 村盤根(京 都大学工学部教授)
(所内研究者)平 沢戚男(教 授),福 西 浩(助 教授)
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(所外研究者)鶴 田浩一郎(京 都大学工学部助手),橋 本弘蔵(東 京大学宇宙研助手)
【研究成果】
この研究課題では南極ロケットS-310-1及 び2号 機によって観測されたVLF放 射スペクトルの地上観測との比




S-310-1号 機ではロケット,地 上共にコーラスが観測されたが,そ のスペクトルの上限がロケットでは1～1.2
kHzに 対して,地 上では0.7kHz程 度になっていた.一 方スペクトルの下限は共に0,2kHzで あった.こ の上限の
違いは,こ れらの超低周波の電波が下部電離層で完全反射をうけ,そ の後エバネツモソト波 として地上まで到達す
る時の減衰の周波数依存性によって説明され うることを定量的に示した.ま た,周 波数下限については,下 部電離
層が原因ではなく,上 部電離層中のイオンの効果により生ずるカットオフと,モ ード結合が原因 となっていると考
えられた.
(2)S-310-2号 機により観測されたヒスの特性
S-310-2号 機ではVLFヒ スと思われる放射が観測されたが,そ のスペクトルの下限がほぼ6kHz程 度で,地 上
観測では対応するものがみられない.こ れは電離層通過の減衰が大きかったことも1つ の理由と考えられるが,そ
のスペク トルの形はLHRヒ スと思われる.そ こでスペクトルの下限周波数をLHR周 波数 とみなす と,イ オン組
成が02+又 はNO+と 考えられるので,電 子密度が計算できることになる.こ のロケットでは電子密度測定器が働
かなかったので電子密度のデータが得られなかったが,上 記の計算からは0.7～2.4×105cm-3と いう極域電離層 と
してはもっともらしい値 となった.こ のことからも前記のヒスがLHRヒ スと同定できると結論した・
(3)S-310-1号 機により観測された静電的波動の特性
S-310-1号 機では前項(1)にも記したように電磁波としてコーラスが観測されたが,同 時にロケットでのみ観測さ
れたVLF帯 の現象があった.そ れらはロケットスピンによって周波数が変化すること,及 び同時搭載 の 電 子 密
度,温 度観測(プ ローブに直流電圧印加)の 休止期間には発生しないことなどから,静 電的な波動 と考えられた・
しかるに一方,こ の現象はループアンテナでも観測され,そ のプリアンプ入口でのレベルは,2.8mダ イポールア
ンテナのレベルより若干高いとい う奇妙な結果となった.そ こでループアンテナではこの場合電界センサーとして
働いたと考え,そ の実効高を調べると約5mmと なったので,ダ イポールアンテナがこの波動に対してもつ実効変
もこれと同じオーダーになるかどうかを計算した.
分布定数回路の近似を行 うと2.8mの アンテナでも波長10cm程 度のプラズマ波に対しては実効高がほぼ1mm程








(所内研究者)平 沢威男(教 授),岩 渕美代子(助 手),福 西 浩(助 教授)






る.ま た,電 離層に強い電場がかかる結果,E領 域の電子密度は時間的空間的に変動し微細構造をもっ こ とにな
る.こ の研究の 目的はこれら一連の現象をロケットを用いて直接測定して,極 域電離層の電離機構 とプラズマ擾乱
の微細構造を調べることによってオーロラフレア現象の解明に資することである.
2.電 子密度 ・温度プラファイル測定
第17次 隊によって7機 のロケット(S-310-1,S-210-20～25)が 発射され,昭 和52年 度にデータ解析を行った.
各ロケットには同一仕様に基づいた電子密度 ・温度測定用のプローブ(ガ ラス封じ型プローブ)を2本 つつ搭載し
た.1本 は電圧掃引型(0-4V)の ラング ミュァプロープで,こ れ の 電 圧一電流特性から電子密度と温度を求め
る.他 の1本 には約6Vの 固定電圧を印加し,プ ローブに流れ込む電子電流を連続測定する.両 者の測定結果を組
み合わせることによって高度70km以 上の電子密度を求めることができる・
7機 の うちS-210-24号 機は何らかの原因で電子密度 ・温度の測定に失敗したが,他 の6機 についてはプロ フ ァ
イルを得ることができた.結 果をまとめると次のようになる.昼 間の電子密度プロファイルには太陽天頂角依存性
が見られ,夜 間のそれは電離層の擾乱度が大きいほど全体 としてE層,D層 の下部電離層の密度も増 加 す る.特
に,夜 間でロケットがオーロラ中を飛翔した場合(S-210-20と21),E層 の電子密度は顕著な増加(2～5×105/cm3)
を示し,擾 乱度が大きいほど電子密度も大 きい.以 上のことから夜間の擾乱時の主たる電離源である高エネルギー
電子のエネルギースペ クトルは擾乱度が大きいほど硬 くな り,よ り深い所まで上層大気を電離することがわかる.
電子温度は昼間の静穏時には高度100～120kmで500～900kmで 高度 と共に増加し・夜間の擾乱時には700～1,000
kmで 逆に高度と共に減少していたが,後 者の結果は100km付 近に熱源が存在していることを示唆している・
1970年 から1973年 の間にロケットによって16の 電子密度プロファイルが得られた.今 回の結果を加えて,10の 昼













(研究代表者)福 島 直(東 京大学理学部教授)
(所内研究者)永 田 武(所 長),平 沢威男(教 授),福 西 浩(助 教授)
(所外研究者)玉 尾 孜,国 分 征,佐 藤哲也(東 京大学理学部助教授),飯 島 健(同 助手)
【研究成果】
磁気圏嵐,又 は:オー ロラフレアという概念でとらえられている現象は,そ れに含まれるオーロラ活動,極 域磁場
変動などどれ一つとっても複雑であ り,こ の10年 ほどの観測面,理 論面での進歩にもかかわらずオーロラ粒子の加
速機構,FieldAligvedCurrent(FAC)の生因など未解決の問題が多い・この研究の目的は・複雑な極嵐現象 を
いろいろな立場から検討し,そ の本質的な機構を探ることにある.本 年度は,極 嵐中のFACの 特性の解析,静 か
なアーク生成,オ ーロラ粒子の加速機構に関連した磁気圏尾部における対流による加速,磁 気再結合などの理論的




FACは 大きく分けると極側 と赤道側の二つの系に分けられるが,統 計解析の結果極嵐中には夜間に極嵐特有の
電流系が存在することが明らかとなった.極 嵐膨張期の西向き電流系の発達とともに.真 夜中から夕方にかけてい
くつかの局所的FACの ペアが出現する.
また,回 復期になることこれらは全体のFAC系 から離れ,75° ～80°付近まで移動する.こ の夜間電流系はオー
ロラ活動の消長と密度な関係をもつものであり,常 に存在するFAC系 と生因が異なるものであるという推定がで
きる,
2.オ ー ロラ ア ー クの 生 成,オ ー ロ ラ粒 子 の 加 速 機 構
1.の 結 果か ら もわ か る よ うに,極 嵐 は ただ 一 つ の 機 構 に よ って 支 配 され て い る とは 考 えに くい.そ の 空 間 的 特 性
オ ー ロ ラの 運 動 な どか らみ て・ 少 く とも三 つ の タイ プに 分 け て 理 論 的 検 討 を 行 うの が 妥 当 で あ る.(イ)Prebreakup
(静 か な ア ー ク)(ロ)BreakupPhaseのPsrt　b eakup　 Phase,こ こで は(イ)の静か な ア ー ク生 成 の 一 つ の モ デ ル と(ロ)
に関 係 した オ ー ロ ラ粒 子 加 速 度 の 問 題 を 考 察 した.
静かなアーク生成を記述する方程式 として,電 場,　FAC,　 電離層電子密度,磁 気圏の応答関数を含めた磁気圏
一電離圏結合系を記述する方程式を導き,こ の方程式の安定性を調べた.こ の結果,東 西に長 く延び,南 北の巾が
数10km程 度の摂動に対して共役オーロラが不安定になることがわかった.さ らに数値的にこの方程式の時間発展





というモデルを考え,二 次元面内で圧縮性断熱変化等方性圧力のMHD方 程式の時間発展を数値的に解いた.こ の
結果,再 結合は内部条件よりは外部条件に強 く依存すること,磁 気中性点付近でプラズマの加熱が著 しく行われる
と・　slow　shockに 沿ってプラズマはアルフペ ン速度近 くまで加速されることなどの結論が得られ,オ ーロラ粒子
の加速機構としてこの機構が有力であることが示された.
(2)気 象
ア 自然及び人工要 因に よる極域大気の変成 に関す る研究
(研究代表者)小 川利紘(東 京大学理学部助手)
(所内研究者)福 西 浩,川 口貞男(助 教授)









1.観 測 ロケットによるNO,03密 度の観測
紫外放射計を用いたNO及 び03の 観測がS-210-26,27,30,31号 機により行われ成功した.こ の結果NOは 下
部熱圏において,03は 中間圏においてその密度が測定された.一 方中間圏一熱圏(40～200km)の 領域での大気微





NOを 紫外線ランプでイオン化しその密度をイオン電流から求めるとい う原理の観測が行われた.こ の観測は将
来の改良も含めた予備的な性格をもってお り,観 測結果はこの測定法に対する貴重な資料となろう.
昭和基地での観測 と平行して,成 層圏イオン,電 離率の測定器の開発 ・改良が行われた.成 層圏大気の変域の最
初の過程 として醸 なもの駄 勉 高エネルギー粒子やそthか ら放射され舗1動x線 による電離である・電離率
の測定器 として概に数Me　 V以 上の陽子による電離を測定する測器を開発したが・更に低エネルギー(電 子エネル
ギーにして100£V)粒 子による電離まで測定できる電離計のデザインを検討した.ま た,正 負の成層圏 ・中間圏イ
オンの測定器の改良も行われた.特 に,成 層圏イオンについては小形のゴム気球での観測が可能になっている.
3.分 光測光による窒素原子の測定
地上(昭 和基地)に おいて励起原子窒素から放射される520mmの 波長のスペクトル線の強度が測定された.こ




両者を比較検討する予定である.特 に,世 界的に見ても極域のNOロ ケット観測はわずかしかなく,大 きな成果が




(所内研究者)川 口貞男(助 教授),前 晋爾(助 教授)
(所外研究者)武 田喬男(名 古屋大学水圏研教授),井 上治郎(京 都大学防災研助手)
【研究成果】
第14次 隊は,1974年9月 から75年2月 にかけて,み ずほ高原における内陸旅行を実施した.こ の旅行に際して,
佐藤和秀隊員は,昭 和基地から1-600に 至る区間で,プ ラスチ ック ・レプリカ法によって雲の結晶の形,大 きさの
記録をしている.一 九 この区間で採取し歳 面雪の酸素同位体組成の測定が行われ・成果醗 表されている(加
藤 ・渡辺 ・佐藤1977,Katolg77).
そこで,研 究代表者らは,佐 藤のつ くったプラスチ ック ・レプリカを顕微鏡によって観察した り,レ プリカをつ
くったスライド.グ ラスを写真のネガ ・フ,・レムと同じように引イ幡 にいれて拡大して鮒 ナした りして・雪の結
晶の形,大 きさを観察した.
特に,表 面雪の酸素同位体組成(δ ・80)が 異常に高い値を乱 た区間(1-・28～1-36・)に おいて記録したレプ
リカを くわしく観察し,δi80の 高い雪がどのようなものであるかを明らかにすることにした・
この区間の表面雪は,1974年11月3,4,5日 に降った降雪とみられ・その時 の気 象条 件は・JAREDATA
REPORT(1977)に よると,地 上気温ぱ一30～-37°C,空 は雲で覆われ・雲形は・層雲(S+)・ 又は高層雲(As)
であった.
レプリカの観察によると,こ の時に降ったのは,雪 の結晶及び氷晶(い わゆるダイヤモンド・ダスト)で あり,
この両者は大 きさの桁が違 うので容易に区別できる.こ の両者が,質 量的にみてどのような割合いをしめているか
をみるために,結 晶の記録状態がもっとも良好なレプリカ(1974年11月3日1740昭 和基地時間・1-270で 作成)を
観測した結果,つ ぎのことがわかった.
雪の結晶は,孫 野 ・季の分類にしたが うと,角 柱,砲 弾,砲 弾集合である.角 柱,砲 弾の長さ,砲 弾集合を構成
する砲弾の長 さの雛 肺 をみると,3・・～6・・μmで ある・平均の長さは・43・gmで あり・ この大きさの角柱の質
量は樋 。(1956)の 実験式によると,2.8… 一・mgで ある・レプリカの1・1・m…7・mの 醜 にある編 の緻
は,59で あるので,平 均値によって,こ れらの結晶の質量の合計を推定すると,1.7×10-1mgと なる.
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一方,氷 晶(ダ イヤモンド・ダスト)の 形は,主 として,縦,横 が同じ位の短い角柱結晶であった.そ の平均値
は,36μmで あり樋口(1956)の 実験式によると,質 量は,1.5×10-5mgで ある.上 と同じ1.1cm×0.7cmの 面積に
は氷晶は1400あ ったので,平 均値によって,氷 晶の質量の合計を推定すると,2.3×10-2mgと なる.
このように,雪 の結晶は1.7×10-1mg,氷 晶は2.3×10-2mgで あるので,質 量的にみると,こ の時に降った表面
雪の大部分は,雪 の結晶であると考えられる.
したがって・非常に高い δ180に 示した表面雪は,1974年11月3～5日 に降った雪の結晶が主体と考えられる.
雪の結晶は,地 表 よりも気温の高い上空の雲から降 ったと考えられるが,そ れでもなお δ180の 高い値を説明する










前年度に引き続き,南 極大陸縁辺の隆起が,氷 床の後退による地殻 ・マントルの弾性変形に伴う隆起 として説明
できるか否かを調べた.
表1　 CANSDモ デル



































表2隆 起 量 △Uz(m),r=1980kmでの 値
H(km) △H(km)
Case　 I 上　 　　　　 Case　H
半鯛㍉ 半無限** CANSD 半無限* 半無限**　 CANSD




























































































位の変化を調べたが,今 回は多層構造を有する媒質を取り扱えるようにした.そ の定式化はSato(1971)と 　Sato
and　Matsuura　 (1973)が 多層構造媒質中の断層による変位を計算した方法と同様である.
多層構造モデル としては,南 極大陸の地穀 ・マントル構造の詳細が不明なので,シ ールド地域で構造が詳しく求
められているカナディアン・シールド・モデル(Brune　 and　Dorman　 (1963)のCANSDモ デル,表1)を 用い
て,半 無限媒質の場合と比較した.半 無限媒質の場合,前 報では地殻を代表させて,　CANSDの 第3層 の値(P波
速度6・15km/sce,S波 速度3.85km/sec,剛 性率4.22×1011dyne/cm2)を 採用したが,以 下の表2で 明らかな如 く,
これでは多層構造に対する値 との違いが大きすぎるので,CANSDの 第1層 から第7層 までの層厚を考慮した平均
値(P波 速度8.08km/sec,S波 速度452.km/sec,剛 性率6.97×10iidyne/cm2)を 半無限媒質の値 とし,比 較は主
として後者の半無限媒質 とCANSDモ デルとについて行った.







氷 床 の 厚 さをH(Case　 llの 場 合 はr=0で の 厚 さ)と す る と,Po=ρgHで あ る.但 し ρは 氷 床 の 密 度,9は 重
力 加 速 度,ま た,円 柱座 標 系 を 用 い て,氷 床 の 中心 をr=0,媒 質 表 面 をz=0に 取 って い る.
氷 床 の 厚 さHが △H薄 くな り,そ の 張 り出 しaが △aだ け後 退 した場 合 の 降起 量 △Uzを 計 算 し て表1に ま
とめ た.
南 極 大 陸 の露 岩 地域 の 隆 起量 は20～30mで あ り,氷 床 の 後 退 量 は10～IOOkm程 度 で あ るか ら,こ れ か ら の観 測 値
を 説 明 で き るモ デ ル と して は,　CaseIの 場 合,H=2km,a=・1700km,△H=O.Olkm,△a=50km,また,　Case　ll
の 場 合,H=4km,a=1700km,△H=0.01km,△a=50kmのど ち らで も良 い.
図1・2に 隆 起 量 △Uzのrに 対 す る変 化 を 上 の 各 場 合 につ い て,半 無 限 媒 質,　CANSDモ デ ル 両 者 につ い て
示 した ・ これ か らす ぐわ か る よ うに,rが1600～1700km間 の 隆 起 量 の 振 る舞 いがCaseIとIIと で 著 し く異 な って
い るか ら・単 に1点 での 隆 起 量 の み で な く,100～200km離 れ た地 点 で の 隆 起 量 の 観 測 値 が 得 られ れ ば,ど ち らの モ
デ ル が 妥 当 で あ るか を決 定 で き よ う.






(所外研究者)多 井義郎(広 島大学総合科学部教授),加 藤道雄(同 助手),藤 原健蔵(同 文学部教授)
【研究成果】
概 要
共同研究としてのスター トは昭和52年 度からであり,一 応3か 年計画で完了を目標 としていて,予 備的段階や中
間的段階にある作業が多いが,一 方,す でに公表されたものを総括して,さ らにこれにコンパイルを行いつつあっ
て,一 応の成果にまとめに近い項 目もある.こ の研究の一つの目的は,54年 度中にこれらの諸種の作業を完了し,
55年 度初頭に総合的成果を得て,55年 度から本格化する地学資源基礎調査第一期計画としての海底地形 ・地質調査
に資することである.
(1)海 底地形
海底地形については,吉 田(1964),藤 原(1971),森 脇(1975),小 元(1976)等 の報告があり,こ れらに第16
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次の結果を加えてコンパイルが試みられた.第18次 においては,リ ュツォ・ホルム湾の中央近 くまでの側深が行わ
れ,そ の一部が現地において図化 され写真電送されてきた.成 果図 としては第18次 の結果を合せた方がよいと判断
し,さ らにコンパイルを続行することとした.現 在までの図化から知られる広域的な地形の特徴をあげると,大 陸
沿岸付近の狭長な沈水氷食谷の分布,白 旗氷河に連続すると考えられる深い巾広い非対称海底谷の存在,200～300
m深 の段丘状平担面のかなり広域に亘る分布がある.こ れらの地形的意義は,海 底堆積物の性質 と合せて,今 後検
討の予定である.
また,オ ングル諸島周辺の精度の高い測深では,第15,16次 の成果をコンパイルした.す でに指摘された南北方
向の氷食性低地の存在がさらに明確とな り,ま た,沈 水カール状の地形が認められる.




海底から得られたコアについて,粒 度分析,微 化石分析を実施中である.こ れまでの6点 のサンプルの粒度分析
では,中 央値が3(φ)の もの2点,他 は6～7(φ)で あって,か なり細粒のものの沈積があることを示している・
微化石分析では,こ れまで処理されたサンプルは40点 で,こ のうち有孔虫を含むものが32点 あり,種 類は約50種
にのぼっている.珪 質鞭毛虫は4点 から検出されたが,超 微化石については未だ検出されていない.こ れらの詳細
な解析は53年 度実施の予定である.
(3)そ の他の研究
隆起汀線の地形については,こ れまでの資料のまとめが小元(1977)に よって行われたが,な お,堆 積物の性質
・年代 と地形の関係には問題点が多 く残されている.こ れに関連して,星 合孝男教授によって採集された各種現生
海棲動物の14C法 による年代測定を,学 習院大学木越教授に依頼して,860年 から1200年 前後の値が得られた・
2.研 究成果の発表
以上の研究成果は,中 間報告を含め国立極地研究所主催の地学総合シンポジウムに,ま た,本 年6月 のDVDP
東京セ ミナーにおいても,関 連研究を発表した.14Cの 結果にっいては,速 報を 「南極資料」に投稿する予定であ
る.
ウ　 Rb.　 Sr及 びU.　 Th.　Pb同 位体による南極地域 火山岩頚 の研究
(研 究 代 表 者)倉 沢 一(地 質 調 査 所)
(所 内 研 究 所)吉 田栄 夫(教 授),船 木 実(助 手)
【研 究 成 果 】
この 研 究 項 目に お い て は,　DVDPに よ って採 取 され たDVDP　 hole　#13の コア 試料 　 (dolerite　sill)及 び　Wright
に広 く分 布 す る岩 脈 群 と基 盤 岩 頬 を 貫 く新生 代 玄武 岩 噴 出物 の検 討 を行 った.
DVDP　 #13コ ア 試料 の岩 石薄 片 を作 成 し,検 鏡 の 結 果 か ら掘 削 深 度12.74m～52.15mの 　Ferrar　 dolerite　 si11の
分 化 程 度 を 明 らか に し,そ の 中 か ら18箇 の 試 料 の 化学 分析 を 行 った.　 SiO2は51.72～55.75%の 変化 が あ り,ノ ル
ム石 英 組 成 も7%と な る.岩 石 学 的 に は ソ レア イ ト系 列 で あ る.こ のSi11(岩 床)は,オ ー ス トラ リアの タ ス マ ニ
ア 島 を は じめ,南 極 横 断山 脈 に分 布 す る玄 武 岩 質 マ グマ と して の 共 通 点 を 有 して お り,ス トロン チ ュ ム 同 位 体 比
(87Sr/86Sr)0.710と い う高 い 値 を も つ こ とか ら も,世 界 的 に も極 め て 特 異 な マ グ マ 型 で あ る.こ の マ グ マ の活 動 は
約160m.y.で あ る.
Wright谷 に 露 出 す る岩 脈 群 は,上 記 のSi11に ょ って切 られ て い る.し たが って,こ れ らの 岩 脈 群 は,そ のSi11の
岩 石学 的性 質 と対 比 す る必 要 が あ る.同 一 地 域 にお け るマ グマ の 変 化 を 知 る こ とは,地 下 深所 の マ ン トル の分 化 あ
るい は マ グ マ の成 因解 明 の手 掛 り とな る.採 取 した 岩 脈 の 代 表 的 な もの3箇 を 化 学 分 析 した.そ の結 果,こ れ ら は
ア ル カ リ玄 武 岩 マ グ マ に 由 来す る カ ル ク ・アル カ リ岩 系 に属 し,含 黒雲 母 ・角 閃 石 スペ ッサ ル タ イ ト　(Spessartite)
とい う特 異 な岩 石 で あ る こ とが 明 らか にな った.





Wright　 谷及びロス島に分布する新生代玄武岩類は,そ れぞれ共通の性質を持って お り　McMurdo　 Volcanic
Province　(マクマード火山岩石区)と して一括することができる.
一方,ロ ス島をはじめ,周 辺地域に小規模であるが広く分布する　Phonolite　(フ ォノライ ト)は,こ れらの新生
代玄武岩マグマの分化物であるか,あ るいは独立した特異なマグマであるのかは明確に説明されていないが,新 し
く分析した.　Mt.　Erebus火 山山頂の1974年12月 噴出溶岩の化学組成,造 岩鉱物のEPMA分 析等の測定結果から




(所内研究者)吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),白 石和行,森 脇喜一(助 手)
(所外研究者)諏 訪兼位(名 古屋大学理学部助教授),吉 倉紳一(高 知大学文理学部助手)
加納 隆(山 口大学理学部助手),鈴 木盛久(広 島大学理学部助手)倉 沢 一(地 質調査所)
【研究成果】
2万5000分 の1地 質図 「日の出岬」とやまと山脈の 「福島岳」を作成した.ま た,こ の共同研究の成果の一環と
して1977年 の南極地質 ・地球物理のシンポジウムにおいて,チ ャルノック岩の構造と岩石について発表した.※ ま
た,日 本地質学会において,ス カルブスネスの地質と構造,並 びにリュツォ・ホルム湾地域全体の地質構造発達に
ついて講演した.






昭和53年 は全国的に暖冬のため長野県諏訪湖においても結氷が例年より20余日遅れ,1月20日 に結氷 を 開 始 し
た.し かし,そ の後 も氷の成長は遅 々として進まず2月6～7日 に15cmに の氷厚を記録した後解氷へと向い,こ
のような状況下では氷上における氷震観測等が事実上無理であったので,今 年度の観測は中止せざるを 得 な か っ
た.そ こで将来諏訪湖との比較観測を行 う場合の候補地 として,白 樺湖の予備調査を実施すると共にこれまでに観
測したデータの解析にとりくんだ.こ れまでに得られた主な結果を次に示す.
A)昭 和52年2月6～9日 に観測した氷上,氷 中及び氷板下の温度分布から氷板中の氷温分布を推定 し,も っと
もらしい境界条件のもとに氷板中の熱応力(Thermal　 Stress)の 時間変化を求め氷霧発生 と比較した.図1(下)に
は熱応力の分布を2月6日21時 から2月8日0時 まで示し,ま た図1(上)に は観測 された氷霧活動を示した.夜 間
から明け方にかけて氷板下方に約6barほ どのTension場 が,ま た,氷 板中心付近では2barほ どのCompression
場が生 じている.ま た,明 け方から昼間にかけては氷板中の応力分布に逆転が生 じ,氷 板上面に約10barのCom-
pression場,氷 板中に4～6barのTension場 が生 じていることが判明した.こ れ等の結果を氷霧活動と対比し
て考察するならば,氷 霧は午前8時 頃からの昇温に伴って活発になり,氷 の破壊強度を考慮すると氷 板 上 面 の
Compression場 よりも,氷 坂中のTension場 の発現に対応して発生しているように考えられる.以 上のように氷
震の発生 と氷板中の熱応力場 との相関は良 く,今 後さらに氷板中の温度の垂直分布の詳細な測定 と水窪発生頻度,
震源の垂直分布の観測を強力に進める必要があることが判明した.




図1氷 震の頻度分布 と氷板中の熱応力分布水窪頻度(1分 毎の数),
(下)熱 応力分布,点 線のコンターはCompressionを,実 線は
Tensionを 示す.数 値の単位はbaro.
図2m値 と変形速度の関係.プ ロット番号は時間経過を示す.
め,そ れを2枚 の氷板の相対的変形速度についてプロットしたものである.こ の図からm値 の変形速度依存性が存












である.　LANDSATか ら購入したテープは,そ のまま極地研究所の電子計算機システムにかかるので,入 力に関
するハード的な問題は無かった.読 み とった内容についてはソフト的な問題が若干あったが,64段 階でのラインプ
リンターへの出力 とグラフィックデ ィスプレイへの出力を可能にした.
磁気テープ一巻に一画面が格納 されているが,一 画面の中から必要な部分のみを抽出できるようにした.ま た,




(研 究 代 表 者)堀 越 増 興(東 京 大 学 海 洋 研 教 授)
(所 内 研究 者)星 合 孝 男(教 授)
【研 究 成 果 】
South　 Georgia島 に お い て 極 地 研 ・星 合孝 男 教授 が1973年1～2月 に採 集 し た 貝類 に つ い ての 研 究 を 実 施 した.
材 料 は 総 て 同島Cumberl　 and　 East　 Bay湾 口部 に あ る小 湾 入　King　 Cove　 とそ の周 辺 海 域 で 採 集 され た もの で あ
る ・巻 貝で は 前 偲 類7科14種,後 鯛 類1科1種,有 肺 類1科1種,二 枚 貝で は異 歯 類1科3種 が 見 出 され,総 計10
科19種 とな った.
以 下 に分 類 の 順 序 に従 って そ の 種 名 と産 地 や 生 態 につ いて の メ モを 列 記 す る.
　　 　 　 　　 　 　 Family　 Patellidae
Nacella　 (Patinigera)　 concinna　 (Strebel,　 1908,　Patinella　 polaris　 c.)
〔Pate11a　polaris　 Hombron　 et　Jacquinot,　 1841　 non　 Roding,　 1798〕　K.　E.　Coveの 潮 間 帯(中 潮 帯)
か ら上 部 浅 海 帯(約15mま で確 認)に か け て,岩 礁,転 石,　giant　 ke1P　(Macrocystis　 pyrifera　 (Linnaeus)
C・　Agardh)な ど に付 着 して 生 息 す る.従 来　N.　polaris　 と して 知 られ て い た が,先 取 され,同 種 の 型 と して
命 名 され たN　 concinnaを 使 用 せ ねば な ら な くな った.　"polaris"　 型 は浅 所 の背 の高 い 貝で,　concinna型 は
や や 深所 の 低平 な 貝 で あ る.後 者 に は しば しば ウズ マ キ ゴ カイ類 が 多 数 に付 着 し て い る.
　　 　　 　　 　 　 Family　 Trochidae
Margarella　 (Margarella)　 steineni　 (Strebe1,　1905)
4/皿,1973.ト ロ ・一ル.　giant　kelp根 状 部.
Margarella　 (Margarella)　 achilles　(Strebe1,　1908,　Photina)
26/1,1973.ト ロ ー ル.同 上.
Margarella　 (Promargarita)　 tropidophoroides　 (Strebe1,　 1908,　Margarites)
トロー ル.同 上.
　　 　　 　　 　 　 Family　 Littorinidae
Laevilitorina　 caliginosa　 (Gould,　1849,　Littorina)
高 潮 帯,転 石及 び岩 礁 の割 目に 集 中 し て分 布 す る傾 向 が あ る.
Laevilacunaria　 antarctica　 (Martens,　 1885,　Lacunella)
4/II,1973.潮 間 帯.




　　 　 　 　　 　 　 Family　 Rissoidae
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Eatoniella　 kerguelensis　 (E.　 A.　 Smith,　 1875,　 Eatonia)
〔十E.　 K.　 major　 Strebel　 1908;E.　 K.　 contusa　 Strebe1,　 1908〕
19/1,1973.HopePointo
　 　 　 　 　 　 　 Family　 Muricidae
Trophon　 cribellum　 Strebel,　 1908,　 T.
ト ロ ー ル.9三ant　 ke1Pの 根 状 部 に 住 む.殻 上 にHydrozoaが共 生 す る ・
　 　 　 　 　 　 　 　 Family　 Buccinidae
Chlanidota　 (Chlanidota)　 densesculpta　 (Martens,　 1885)
恐 ら く上 部 浅 海 帯 か ら 刺 網 で 採 集.
Thalassoplanes　 (Pronept皿ea)　 fenestrata　 (Powe11,　 1954,　 Proneptunea)
4/ll,1973.潮 間 帯.
　 　 　 　 　 　 　 　 Family　 Volutidae
Volutomitra　 (Paradmete)　 fragillima　 (Watson,　 1882,)
　 　 　〔Paradmete　 typica　 Strebe1,　 1908〕
31/1.1973.ト ロ ー ノレ.
　 　 　 　 　 　 　 　 Family　 Turridae
Belaturricula　 turrita　 (Strebe1,　 1908,　 Bela)
31/1.1973.ト ロ ー ノレ.
　 　 　 　 　 　 　 　 Family　 Philinidae
Phillne　 gibba　 Strebe1,　 1908,　 Ph.
ト ロ ー ル.
　 　 　 　 　 　 　 　 Family　 Stiphonariidae
Liriola　 (Pugillaria)　 1ateralis　 (Gould,　 1846,　 Siphonaria)
〔P。gill。,i。1,ed・1。,1927・K・ ・g・・1・nl・Rech・b・u・nee・M・bi11・,1889・・nS・ ・bbi・9・1888・K・ ・g・・1・・
　 　 nella　 Powe11,　 1951〕
飛 沫 帯 下 部 か ら 高 潮 帯 上 部 の 岩 礁 の 潮 留 中 に 岩 に 付 い て 生 活 し,多 少 群 生 の 傾 向 が 見 ら れ る.
　 　 　 　 　 　 　 　 Family　 Gaimardiidae
Gaimardia　 trapesia　 (Lamarck,　 1819,　 Modiola)
giant　 ke1P　 の 葉 上 部,柄 部 に 足 綜 で 付 着.
Gaimardia　 nigromarginata　 (Pfeffer,　 1886,　 Modiolarca)
19/1.1973.Hopepoint・
Kidderia　 bicolor　 (Martens,　 1885)
中 潮 帯 か ら 低 潮 帯 の 岩 礁 の 割 目や 転 石 の 下 面 に 群 生 す る.
イ 南極大陸沿岸及び"ふ じ"往 復航路における動植物プランク トンの分類 ・生態学的研究
(研究代表者)箕 田 嵩(北 海道大学水産学部教授)
(所内研究者)星 合孝男(教 授),福 地光男(助 手)
【研究成果】
1.目 的






ら1976年1月20日 にわ た る50日 間 にわ た って,同 基 地 の あ るパ ラ ダ イス 湾 に お い て 採 集 され た もの で あ る.採 集 は
プ ラ ン ク トンネ ッ ト(目 合0.11㎜,口 径23cm,側 長50cm)に よ る深 さ30mか ら表 面 まで の 鉛 直 曳 と,1m,2m又
は3mか らの 採 水 に よ る もの で,通 常3日 間 隔 で 採 集 が 行 わ れ た.推 集 され た 試 水 の 一 部 は ク ロ ロ フ ィル 量 を 求 め
るた め に游 過 し,ユ ネ ス コ法 に よ りク ロ ロ フ ィルa,　 b,　 cに つ い て 算 出 した.種 の 査 定,及 び 細 胞 数 の 計 数 は 北
海 道 大 学 水 産 学 部 浮 遊 生 物 学 研 究 室 で 行 った.
3.結 果
調 査 期 間 中 の 水 温 は 一〇.08～3.03℃ の 範 囲 に あ り,日 変 化 は 大 き く,著 し い昇 温 は1月 に み られ た.一 方塩 分 濃
度 は33.29～34.69%・ の 範 囲 に あ り,時 期 が す す む と とも に徐 々に 低 下 し,明 らか に 夏 季 の 融 氷 に 負 うもの と考 え ら
れ る.
この 期 間 の 植 物 プ ラ ン ク トン量(沈 殿 量)は15.2～112.Om2/㎡ で,観 測 初 期 か ら12月22日 まで 増 加 の 傾 向 を 示 し
たが,そ れ 以 降1月 上 旬 ま で一 時 的 に減 少 した.1月 中 旬 には 再 び増 加 す るが,そ の 期 間 は 短 か い.ク ロPフ ィル
量 の 挙 動 は植 物 プ ラ ン ク トン沈 殿 量 とほ ぼ 同様 の 変 化 を 示 す が,そ の 量 的 関 係 は 必 ず し も一 致 しな い.こ の観 察 で
得 られ た ク ロ ロ フ ィル 量 は17.6～108.1mg/㎡ の 範 囲 にあ り,極 め て 高 い 値 で あ る.
採 水及 び ネ ッ ト試 料 か ら 同定 さ れ た 珪 藻 類 は 中 心 目8科29種,羽 状 目5科12種 の 計41種 で,優 占 種 と し て は
Chaetoceros　 neglectus,　 Ch,　tortissimus,　 Fragilari]ariopsis　 antarctica,　 Biddulphia　 striata　及 びNitzschia　 spP.
が あ げ られ,全 期 間 中 優 占順 位 に殆 ん ど変 化 は な い.ま た,　Ch.　neglectus　 とCh.　 tortissimusの2種 で 全 植 物 プ
ラ ン ク トン細 胞 数 の56～86%に 達 し,多 様 性 が 低 い.総 細 胞 数 は ネ ッ ト採 集 で は0.7～5.6×108cells/㎡,採 水 で は
3.6～11.0×108cells/㎡ で あ り後 者 が や や 多 い が,こ れ は ネ ッ ト採 集 が光 合 成 層 以 深 を含 ん で いた た め か,微 細 細
胞 の ネ ッ ト網 目通 過 に負 うも の か,今 後 資 料 を詳 細 に検 討す る必 要 が あ る課 題 で あ る.細 胞 数 の ピ ー クは12月18～
23日 の期 間 に あ り,こ れ は沈 殿 量,ク ロ ロフ ィル量 の ピ ー ク と一 致 す る もの で あ り,植 物 プ ラ ン ク トン増 殖 の 最 大
が この時 期 に あ っ た こ とが 明 らか とな った.
4.考 察
星 合(1969)は 昭 和 基 地 に お い て1967年3月 か ら1968年1月 にわ た って,海 氷 下 の 植 物 プ ラ ン ク トン ク ロ ロ フ ィ
ルa量 の 季節 変化 を観 察 し,ク ロ ロフ ィル量 の季 節 変化 は 日射 量 の増 減 と関 連 し,ク ロ ロ フ ィル 量 の 増 加 は12月 上
旬 よ り表 層 で は じま り,次 第 に 深 い層 へ と移 る が,表 層 での 量 的 増 加 は 低 か ん水 の 流 入 で 一 時 停 滞 す るた め,量 分
布 は2峯 性 を示 す こ とを指 摘 し た.こ の 観 察 か らで も12月22日 と12月23日 の 間 で34.5%・Sか ら33.84%・Sと1%・ の
塩 分 低 下 が あ り,ク ロ ロフ ィル量 の急 激 な低 下 と一 致 し てお り,南 極 沿 岸 域 の 塩 分 濃 度 の 急 激 な変 化 は 夏 季 の 植 物
プ ラ ン ク トンの増 殖 に極 め て大 き い影 響 を及 ぼす もの で あ る こ とを 示 唆 して い る.
(5)明 石
ア やまと陽石及び他の南極産陽石の物性的研究
(研 究代 表 者)永 田 武(所 長)
(所 内 研究 者)吉 田栄 夫(教 授),矢 内桂 三(助 教 授),船 木 実(助 手)
(所 外 研 究 者)河 野 長(東 京大 学 理学 部 助 教授),百 瀬 寛 一(信 州 大 学 理 学 部 助 教 授)
【研 究 成 果】
1は じめ に
今 まで に 多 数 の 限 石 の 磁 気 的 性 質 が 明 らか に され て きた が,　LL　 chondrite　 (Amphoterite)に つ い ての 報 告 は 非
常 に 少 な く,信 頼性 に 欠 け る.今 回 や ま と山脈 で74年 に採 集 され た2個 のLLchondrite(74442,74646)の磁 気
試 験 を 行 い,そ の基 礎 的性 質 を 明 ら か にす る と とも に,他 の 種 類 と比 較 す る こ とに よ り,　LL　 chondrite　 の 位 置 づ
け を 行 った.
この 実 験 で は 極 地 研 究 所 のVibration　 Magnetometerと 東 京 大 学 のMagnetic　 Balnceを 使 用 した.　Hysteresis
looPは 常温 で の実 験 で あ り,　Thermomagnetic　 Curveは,真 空 度1×10"5Torr,磁 場 の強 さ5.5000e,加 熱 冷 却
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の 速 度 は200℃/hの 実験 条 件 で行 った.
2.実 験 結 果
Tablel　 1にThermomagnetic　 CurveとHysteresis　 loopか ら得 られ た74442と74646の 磁 気 特 性 を示 す.74442の
Thermomagnetic　 Curve　 }ま,加 熱 の560℃ で α+r相 　(Plessite)　 が γ相(Taenite)　 に 変 わ り,780℃ で α 相(Ka・
macite)が γ相 に 変 わ り,冷 却 の680℃ でr相 が α 相 に 変 わ る と考 え ら れ る.こ の こ とか ら74442の 磁 性 粒 子 は
Plessite　 とKamaciteか ら成 り,　Plessite中 のNicke1含 有 量 は27wt%,　 Kamaciteの それ は4wt%と 考 え られ
る.ま た,こ の 唄 石 中Kamaciteの 占 め る割 合 は非 常 に少 な く(0.8wt%以 下),　 Plessiteが 主 な磁 性 粒 子 と考 え ら
れ る.74646は 加 熱 の 約300℃ で γ相 の キ ュ ー リー温 度 が,570℃ で α+γ 相 がr相 に,805℃ で α相 がr相 に,冷 却
の720℃ でr相 が α相 に変 わ る と考 え られ る.こ の こ とか ら74646の 磁 性 粒 子 は 約37wt%　 Nicke1を 含むTaenite,
28　wt%　 Nicke1を 含 むPlessite,　 4.6　wt%　 Nickelを 含 むKamaciteか ら成 る と考 え られ る.ま た,こ の 唄 石 中 で
Kamaciteの 占め る割 合 は0.3wt%と 少 ない.以 上 の こ とか ら　LL　 chondrite中 の 磁 性 粒 子 はNicke1含 量 に富
み,　Plessite　 とTaeniteが そ の 主 体 で,　Kamaciteは 少 な い と言 え る.
Table　 2はTable　 1中 のHystereis　 loopか ら得 られ たLL　 chondriteの 磁 気 特 性 の平 均 値 を他 の 種 類 と比 較 し
た もの で あ る.こ の 表 か ら　LL　 chondriteのIs(飽 和 磁 化)は 　Enstatite　 (E),　Bronzite　 ㈲,　Hypersthene　 (L),　LL
の 順 で小 さ くな り,Hc(保 磁 力)はE,　 H,　L,　LLの 順 で大 き くな るの が特 徴 的 で あ る.こ のLL　 chondriteのIs
と冷却 の 時 に現 わ れ る主 な磁 化 変 態 を お こす 温 度 の 関 係 をNagata/s　 Magnetic　 Classification　 Scheme上 に示 す
とFig　 1の よ うに な り,明 らか に新 た な領 域 を 占有 す る.こ の 図 を 使 うこ とに よ り,明 石 の磁 気 特 性 を調 べ て その
限 石 の種 類 を 決 め る こ とが可 能 で あ る.


































Table　 l　LL　 Chonditeの 磁 気 特 性
Magnetic　 Properties　 of　 Stony　 Meteorites.
Type Sample
　 number


















































(研 究代 表者)永 田 武(所 長)
(所 内 研 究 者)吉 田栄 夫(教 授),矢 内桂 三(助 教授),船 木 実(助 手)
(所 外 研 究 者)八 木健 三(北 海 道大 学 理学 部 教授),大 沼晃 助(同 講 師),大 場 与 志 男(山 形 大 学 理 学 部 助 教 授),
高 議,岡 田 昭 彦,矢 吹 英雄(理 化学 研究 所),武 田 弘(東 京 大 学 理 学 部 助 教 授),小 沼 直 樹
(筑 波大 学 化学 系助 教授)
【研 究 成 果 】
Yamato-73阻 石 の うち,7301(j),7303(m),7305(k)1まchondteであ る が,7308(1)にHowardite属し,　Eucrite
及 びDiogenite質 の 破 片 と,こ れ らの 微 粉 よ りな るMatrixに よ り構 成 さ れ たPolymict　 brecciaで あ る.そ の
輝 石 はMgSiO3-FeSiO3系の広 い範 囲 にわ た り結 晶作 用 を行 い,　Opx,　 Augite及 びPigeonite　 の3者 の 共存 が み
とめ られ,そ の結 晶 作 用 の 温 度 は 約1,000℃ で あ った と推 定 され る.す な わ ち 母天 体 に お け る本 源 マ グ ナ の結 晶分
化 作 用 に よ り生 じた 種 々が岩 石 が 破砕 され た の ち 集 合 し た もの と考 え られ る.
Yamato-74阻 石 の 多 数 を 検 した ところ,74013,74037はOpxを主 とす るDiogeniteで あ り,74014,74080,74
094,74362,74459,74155,74079,74647,74418,74190はす べ て にchondrite　 属 し,さ らに 鉱物 組 成,結 晶 度 な
どに よ り,H－ 群,L－ 群 に 細 分 し うる.
これ らの うち,Yamato-74013,74037,74014,74080などの 主 成 分 鉱物 の カ ン ラ ン石 と 斜 方輝 石 に つ い て,荷
電 粒 子飛 跡 の 研究 を行 った.Yamato-74014,74080のChondriteにつ い て,そ の カ ン ラ ン石 はU含 有量 は極 め て
低 い の で,飛 跡 は 大 部 分 宇 宙 線 一 次 重粒 子 に よる もの と見 倣 され,こ れ らが溶 融 皮 膜 を もっ こ とか ら浅 い遮 蔽 状態
に あ った もの と仮 定 す る と,そ の宇 宙 線 照 射年 代 は,そ れ ぞれ 約4m.y.,14m.y.とな る.
Yamato-74013,74037はDiogeniteに属 し,そ の斜 方 輝 石 の 飛 跡 密 度 と,ほ ぼ 同 じDiogenite　 と考 え られ る
Yamato-6902に つ い て得 られ た宇 宙 線 照 射 年 代31m.y.と か ら,74013,74037な どの 母 天体 中 に お け る深 度 は10～
17cmで あ った と推 定 され る.
ま た,5個 のYamato-74限 石 か ら,核 合 成終 了時 よ り斜 方輝 石の 晶 出す る まで の 時 間 は,0.3～3×108yで あ る
と推 され,こ れ が 地 球 大 気 を 通 過 す る と きに は,表 面 下1㎜ で550℃ に達 し た もの と考 え られ る.
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Yamato-74191はL3型の非 平 衡 　Chondrite　 に 属 し,種 々異 な る性 状 の　chondrules　 を 有す る.そ れ を鉱 物 組 成
及 び結 晶度 か ら分 類 す る と,つ ぎの 各 種 に 分 類 し うる.
Porphyritic　 chondrule　 (P)　Ol-P　 カ ン ラ ン石 の み を 有 す る
Px-P　 カ ン ラ ン石 と輝 石 を 有 す る
Barred　 chondrule　 (B)棒 状 の カ ンラ ン石 を 有す る
Radiating　 chondrule　 (R)細 い輝 石 が放 射状 に 集合 す る
Cryptocrystalline　 chondrule　 (C)潜 晶 質 の もの
こ れ ら の各　chondrule　 の組 成 を モ ー ドか ら推 定 し,　MgO-Al・O,-SiO2系 の 平衡 状態 図 に投 影 す る と,そ れ ぞれ 特
有 な 区域 に分 布 す る.こ の 事 実 や 他 の 事 実 か ら,こ れ らの　chondrules　 は 液 体 か ら過 冷 却 に よ り非 平 衡 の下 に 晶 出
し た もので あ り,母 体 か らの 晶 出順 序 は01-P,Px-P→B,R→Cであ った と推 され る.ま た,こ れ らのchondrules
の 集 積 機 構 に つ い て も 考察 を行 った.
Allendeの 　carbonaceous　 chondrite　 中 に はCa-A1に とむ 包 有 物 が ふ くまれ,そ の 組 成 が 太 陽 系 の 始 源物 質 に近
い の で は な い か と注 目 さ れ て い る.最 近 わ れ わ れ の行 っ たCaMgSi206-CaA12SiO6-CaTiAl206系に お い て は・
Cpx(輝 石),Me1(メ リラ イ ト),An(灰 長 石),Sp(ス ピ ネル),Pv(ペ ロ プ ス カ イ ト)の 鉱 物 組 合 せ が得 られ るが ・
これ は 上 記Ca.A1-rich　 inclusion　 の 鉱 物 組 合 と同 一 で あ るの み な らず,そ の チ タ ン輝 石 は 包 有物 申 の それ と全 く
同 様 な 組 成 を 有 して い る こ とが 注 目 され る.し た が って この 三 成 分 系 に お け る結 晶 作用 は,こ の興 味 あ る太 陽 系 始
源 物 質 に 関 す る重 要 な 情 報 を提 供 す る もの と して,大 い に 注 目 され るの で あ る.目 下 両 者 の 間 の 関係 に つ い て,さ
らに 検 討 を 加 え て い る.
(6)寒 地 工 学
ア 極地建造物の研究
(研究代表者)佐 藤稔雄(日 本大学理工学部教授)
(所内研究者)村 山雅美(教 授)、 寺井 啓(助 手)




前年に引き続き,1.基 地建物の不燃化のための新しい構造材料の開発 とその性能チ ェック,2.軽 量,多 層化及び
大規模化が予想される観測基地建物の構造設計に関する風荷重の動的効果の検討の2項 目を問題 として 取 り上 げ
た.
1.南 極基地における構造 材料 としての石膏について
51年 度の共同研究中間報告で,鉄 筋コンクリー ト構造のセメン トを施工速度,断 熱性能のよい石膏にかえて使用
する補強石膏の構造材料 としての基本的特性を実験的に検討し,鉄 筋コンクリート部材 とほぼ同等の性能を有する
ことを確認した.今 年度は,こ の補強石膏を,曲 げと軸方向力を受ける柱 として使用する場合の力学的性能を実験
的に検討し,有 限要素法による解析及び鉄筋コンクリー ト構造に用いられている設計式の適用について検討した.
次に実験概要を示すと,
a)こ の実験は一定軸力を受ける試験体(補 強鉄筋量一定)に 正負繰返し水平力を加えてその力学的挙動を調査
したもので,存 在軸力の強度変形性能に対する影響を確認することが 目的である.
b)こ れより存在軸力の増加に伴って,曲 げ,曲 げせん断,せ ん断の各応力状態における初亀裂荷重 及 び降 伏
点,終 局荷重共に上昇する傾向を示す ことが確認された.





f)有 限要素法による解析においても,鉄 筋コンクリート部材と同糖度で,ほ ぼ実験をシ ミュレートできること
カミわカ・った.
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曲げ モ ー メ ン トに関 す る









表3実 験値/計算値噸 0 25 50
曲げ初馴 荷重 1.15 1.31 1.22
曲げせん断亀 裂荷 重 1.32 1.05 0.96
せ ん 断 亀 裂荷 割 1.74 1.99 2.11
曲 げ 降 伏 荷 引 1.09 0.98 0.98
せ ん 断終 局強 劇 0.94 1.10 1.21
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2.塔 状構造物のガスト応答
風による構造物の振動現象は大別して,パ フェッテイングと呼ばれる強制振動 とフラッター,ギ ャロビング等の
自励振動に分類される.今 年度は,受 圧面,質 点及びバネでモデル化できる構造物のパフェッテイング振動をとり
上げて,モ デルの構造特性,空 力アドミッタンス,空 力減衰及び風速スペク トルが変位応答に与える影響を調査し
た.南 極基地に比べると地表面粗度の大きな乱流境界層における風洞実験及び解析であるが,概 要を次に記す.
a)構 造物の2次 固有振動数が30Hz以 下の場合には,2次 モードの影響が無視できないので・これも考慮した
2自 由度以上の解析モデルを考えるべきである.
b)風 速スペクトルの形が構造の変位応答をほぼ支配するので,設 計スペクトルを決める場合には,地 域に応 じ
た風の特性を十分に考慮する必要がある.
c)空 力アドミッタンス,空 力減衰は共に無視できないパラメータである.




















上記(1),(2)の保温性については次の方法をとった.-40℃ においてサーミスター温度計を用い,直 腸温 ・皮膚温
・室内服と羽毛服又は毛皮服の間の温度 ・外気温を測定.更 に一40℃ において自転車作業による発熱及び保温性に
ついて計測による比較.作 業能率性については,全 身反応時間,垂 直 とび,サ イドステップ,体 前屈,背 筋力,ス
テ ッピング,ス テ ップテス ト,可 動性などの作業能力テス トを行った.
(3)の断熱性について低温室において計測する他,(1)(2)(3)共に主観測判定を質問法により行 った.
3.所 見
日本隊羽毛服 とエスキモー毛皮服の比較的実験被験者の所見は次のとお りである.(被 験者は双方を交互に同一
条件で計測された.)
(1)-20℃ では双方共保温性に差異はなく,後 者の重量感強 く,前 者の方が着心地よし.
(2)-40℃ では後者の重量感は減 じ,温 かい気持が先に立つ.
(3)保 温性については後者が抜群.
(4)手 の甲部温度が極度に低下することが計測され今後の改良をまつ・
(5)運 動開始6,7分 で上半身に発汗.後 者は下半身大腿部にも発汗し,運 動中上昇した皮膚温は,運 動中止 と
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第1条 共同研究員は,国 立極地研究所(以 下 「研究所」 という.)の 教官(客 員研究部門の教官を含む.以 下同
じ.)と 協力して,極 地に関する研究を行 うもの とする.
(定義)
第2条 共同研究員とは,次 に掲げるものをい う.
一 研究所の要請に応じて,共 同研究を行う外部の研究者
二 共同研究を行 うことを申請し,承 認された外部の研究者
三 研究所が実施する極地観測事業(以 下 「極地観測事業」という.)の 研究観測の研究代表者(研 究所の教官
を除 く.)
四 極地観測事業の研究観測に従事することが決定した時から,極 地からの帰国後1年 を経過するまでの間の者
(研究所の教官を除 く.)
(期間)
第3条 共同研究の期間は,3年 以内とする.た だし,極 地観測事業の研究観測に係るものにあっては,そ の研究
観測が終了するまでの間とする.
(代表者)
第4条 共同研究を行 うにあたっては,そ の共同研究組織に代表者を置かなけれぱならない.
2代 表者は,そ の共同研究組織を代表し,そ の中心 となって研究計画の取 りまとめを行 うとともに共同研究の推
進に関し責任をもつものとする.
3代 表者は,外 部の研究者であっても,研 究所の教官であってもさしつかえない.
(連絡者)
第5条 同一の研究室,教 室,研 究部門等に同一の共同研究組織の共同研究員が2人 以上あるときは,そ の うちの
1人 を連絡者 として定めなければならない.た だし,代 表者が所属する研究室,教 室,研 究部門等においては,
この必要はない.
2連 絡者は,そ の共同研究に関し,研 究所及び代表者等と研究室,教 室,研 究部門等の共同研究員との間の連絡
に当たるもの とする.
(制限)
第6条 第2条 第1号 及び第2号 の共同研究員は,特 別の事情がない限 り,同 時に2以 上の研究課題について共同
研究を行 うことはできない.
(申請)一
第7条 研究所の教官は,外 部の研究者 と共同研究を行うことを希望するときは,別 紙様式1の 共同研究計画書3
部を研究所長に提出しなければならない.
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2共 同研究を行 うことを希望する外部の研究者は,研 究所の関係教官 と研究内容をあらか じめ協議のうえ,別 紙
様式1の 共同研究計画書3部 を,研 究所長に提出しなければならない.
3前2項 の共同研究員 となる資格を有する者は,国 立,公 立及び私立の大学並びに各省庁及び地方公共団体の研
究機関その他これらに準ずる研究機関の研究者とする.
4共 同研究計画書は,申 請者から直接提出してもよし,そ の所属機関の長から提出してもさしつかえない.申 請
者から直接提出する場合は,そ の所属機関の長の承認を得てから提出しなければならない.
(採否の決定)
第8条 研究所長は,前 条の規定に基づき共同研究計画書が提出された ときは,原 則 として,共 同研究委員会及び
運営協議員会議の意見を考慮 して,採 択の可否を決定するものとする.
(旅費及び研究費)
第9条 共同研究員には,予 算の範囲内で,旅 費及び研究費を支出することができる.
2極 地観測事業の研究観測の研究代表者が,研 究観測のために国内における旅費及び研究費の支出を希望すると
きは,別 紙様式1の 共同研究計画書3部 を,研 究所長に提出しなければならない.
3研 究所長は,前 項の共同研究計画書が提出された ときは,原 則 として,共 同研究委員会及び運営協議員会議の
意見を考慮して,支 出の可否を決定するもの とする.
(研究報告)
第10条 国内における共同研究については,代 表者は,別 紙様式2の 共同研究報告書3部 を,当 該年度末までに研
究所長に提出しなければならない.2年 以上継続して共同研究を行 う場合は,各 年度末 ごとに共同研究報告書を
提出するものとし,こ れが提出されない場合は次年度以後の共同研究を行 うことができないもの とする.
2極 地観測事業の研究観測にっいては,研 究代表者は別紙様式3の 極地観測共同研究報告書3部 を,各 年度末 ご
とに,研 究所長に提出しなければならない.研 究観測の全体が終了した ときは,研 究代表者は,別 紙様式3の 各
年度 ごとの報告書 とは別に,研 究観測全体について別紙様式4の 極地観測共同研究総合報告書3部 を,研 究観測
全体の終了後1年 以内に,研 究所長に提出しなければならない.
(論文等の提出)
第11条 共同研究員は,そ の共同研究に係る論文等を印刷物により発表した ときは,共 同研究が継続中であると,
終了後であるとを問わず,す みやかに15部を研究所長に提出しなければならない.
(雑則)
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(研究魏 課題)1氏 名1職
研 究 代 表 者 所内研究分担者 交付額













































































































1)阻 石カタログ作成のための阻石の肉眼的,岩 石学的,化 学的方法による分類学的研
3)岩 石学的 ・鉱物学的研究.4)宇 宙化学 ・地球化学的研究.5)雪 氷学的研究
となる.以 下それぞれの分野における成果を略述する.
1・ 限石カタログのための分類作業は,こ れまで,岩 石学的 ・化学的方法により比較的大きなものから90個の精
密同定を行い,他 に約300個 の肉眼鑑定による簡易同定を行った.引 き続き続行中である.
2・(1)石 質阻石の磁気的性質による阻石の分類が可能であることを明らかにした.(2磁 気的性質の測定から,阻
石の加熱 急冷など熱史の解明を行った・(3)自然残留磁気を測定し。明石種による安定性の差を明らかにしてその
原因や,熱 史について考察した.(4)阻 鉄の金属的 ・磁気的性質を明らかにした.
3.(1)コ ンドリュ'一ルの化学分析,検 鏡によりコンドリュールの構造,鉱 物組合せ等を明らかにし,生 成条件を
推定し,あ るいは集積機構について考察した.(2)エ コンドライ トの詳細な研究から,生 成条件の推定,母 天体モデ
ルの検証を行った.(3)そ のほか,阻 石を構成する各種の鉱物の諸特性が明らかにされた.
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4.(1)限 石中の稀土類元素の存在度のパターンが明らかにされた.(2)K-Ar等 の同位体年代が測定され,40億 年
代の固化年代のほか,母 天体上での二次的影響やその後の限石衝突などの出来事を示唆する年代が得られた.(3)希
ガス同位体測定や53Mnの 測定などにより,宇 宙線の2段 階照射メカニズムや,そ の照射年代が明らかにされた・
(4)酸素同位体にもとず く太陽系物質起源に関する仮説の提示がなされた.
5.(1)や まと山脈周辺氷床の形態的特徴の記載が,今 後の現地調査への示唆として行われた.(2)や まと山脈周辺
の氷床の熱的性質,流 動特性の検討がなされ,限 石分布裸水域の特徴の一端が明らかにされた.
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7.研 究 成 果
極 低 温 ・極 乾 燥 ・極 貧 栄 養 等 の 特 殊 な 環 境 条 件 下 にあ る南 極 昭 和 基 地 周 辺 に産 す る陸 上 生 物,特 に,蘇 類 ・藻 類
・微 小 生 物 ・土 壌 動 物 の 寒 冷 適 応 現 象 を 解 明す る 目的 で 種 々の 野 外 観 察 及 び 室 内 培 養 を 行 った.
南 極 地 域 の 環 境 は 極 め て 特 異 で あ り,そ の 影 響 で群 類 の 形 態 変 異 が 著 しい.種 同 定 に つ い て も培 養 の結 果 生 じた
形 態 の 差 が 有力 な手 が か り とな る.こ れ まで 昭 和 基 地 周 辺 に お い ては,Bび μ〃z　inConneエtO)1(ナ ガバ ナ ンキ ヨ クマ
ゴ ケ),Br>'umαrgenteum　 (ギ ソ ゴ ケ),　Cerαtodon　 Pz`rpecreus　 (ム ラ サ キ ヤ ネ ゴ ケ)の3種 が報 告 され た.し か
し,今 までB,　 argenteUln　 と され て い た も の はB.　 inconneXZLmの 一 型 と され るべ き もの で あ り,新 し くオ ン グル
島 以 外 に,　B.　argenteumhX多 数発 見 され た.他 に,　Bryum　 antarcticum,　 Grinuniαlawianα ・Des,}τatodon　　s♪"
Bぴ μm　 Korotkeτ,iziae　 等 もみ つ か り,計7種 が 確 認 され た.一 方,ダ ニ類 の 分 類 は,今 回 の 同定 研 究 にお いて,
Nanorchestes　 antarCtiCUS,　 TydettS　 erebus,　 Proserettnetes　 minutusが 確 認 され た.特 に,後 者 は 南 極 半 島 か ら し
か 報 告 され て お らず,西 オ ソ グ ルで の発 見 は東 南 極 で は初 の 記 録 で あ る.
陸上 植 物 の うち,蘇 類7種 で,1)南 極 産砂 土,2)水,3)寒 天,4)口 舐 を基 質 とし て,ク ノ ー プ液1/2希
釈 液 を用 い て培 養 を行 った.上 記4つ の基 質 の うち,水 と ロ紙 に よる培 養 が も っ とも良 好 な生 長 を遂 げ ・他 の基 質
で は 水 の 供 給 が む ず か し く,結 果 は お もわ し くな か った.温 度15℃,光 度1,000ル ックス,培 養液PH5.8の 条 件 の
も とで ク ロ ー ン培 養 が 可能 で あ る.種 類 別 で は ナ ガバ ナ ンキ ヨ クマ ゴ ケ,ム ラサ キ ヤ ネ ゴ ケ が一 月 に1cmほ ど成 長
し,他 の 種:こつ い て は あ ま りお もわ し くな か った.実 験室 で培 養 しや す い 種 は,南 極 で も種 々な 環境 の場 に 出現 す
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る.蘇 類の繁殖様式にっいては,特 に,　BrNum　 korotkevicz?ab　 には無生芽が発見され,そ の初期発生の過程を観
察することができた.　Brorum　antarctiCUMに は未熟な胞子体が見つか っているが,そ の後の生長は実験室中では
進んでいない.
南極の主要な群類群落を占めるムラサキヤネゴケを用いて,実 験室内で約2か 月間人工培養を行い,1)原 子体
の発達,2)幼 芽の発達,3)幼 植物の生長,4)葉 の発達,5)仮 根の発達を観察した.一 般に,0℃ 近 くでも
幼芽の発達や幼植物の生長は可能であり,ま た,ほ とんど暗黒の状態でも予想以上に植物体の生長が認められた.
南極産の蘇類の胞子体は,南 極半島にのみ知られており,東 南極には蘇類の大群落が発達しているにもかかわら
ぞ・成熟した胞子体の発見はまだなされていない.胞 子体の発達を,生 殖器の発達,受 精能力等まで掘 りさげて考
察することは必要と思われる.生 殖器の発達と,枝 の分れ方　(branching)　 については,す でにHagerup(1935),
Lackner　 (1939)が 着手しているが,南 極においては,こ の種の研究 は まだ な い.日 本 ・英国等の温帯産の蘇類
は,雌 雄 とも枝の分れ目に,よ く成熟した生殖器が豊富に見られた.し かしながら,南 極産のものには,す べて
未熟な生殖器しか見つかっておらず,サ ウスジョージアでさえ1植 物体につき1～2個 の雌株しか見つか っていな
い・この点を検討した.ま ず南極(昭 和基地周辺),亜 南極(サ ウスジョージア),英 国(ス コットランド),日 本
(北海道)の 各地で採集したムラサキヤネゴケについて比較研究を行った.
南極の蘇類は中緯度に育つもの と比較すると,密 な団塊をなし,厚 いものでは何層かの仮根帯が見いだされ,こ
れを基準 として団塊の年代推定 も可能である.そ れぞれの団塊を分類種を考慮に入れながら,5つ の生育型に分け
ることができた・1)密 集した高い芝生状(DT).2)密 集した低い芝生状(dt).3)基 物に着生した低い芝
生状(ct),4)不 規則に入 りこんだ低い芝生状(1t),5)沈 水性もしくは浮遊性(S).こ れら5つ の生育
形は現場の生育環境を反映したものであることが明らか となった.ま た,顕 微鏡観察から南極産のものは中緯度の
ものにくらべて,茎 に仮根が密生し,葉 中部の細胞が厚膜 となり,葉 の先が透明でありかつ丸味を帯びる傾向をも
っことが明らか となった.
緑藻類は死滅には至らないが,ほ とんど成長がみられず,む しろ黒味を帯び収縮している.藻 類特有の培養液,
酸素供給装置等の改良が必要である.





海水中のプランクトンについては,ア ル ミランチ ・ブラウン基地の珪藻類の出現状態 と環境条件との関係を調査
した。水温が一〇.08℃から3.03℃ に上昇し,一 方,塩 分は33.29%。から34.96%。に減少する期間において,植 物プラ
ンクトンクロロフィルa量 は,5.25mgか ら43.29mg/㎡ への増加がみられた。この期間,優 占して出現した植物プラ
ンクトン種は,　Chαetoceros　negLectus,　Ch.　tOTti∬imus,　FrαgilαrioPsis　a7ttarctica,　BidduLi)hiαstriata,　Ni'tz-
schia　sPP.で あった.
また,塩 分濃度の変動 との関連が深いと考えられる海水の存在と,藻 類分布との関係を昭和基地周辺リュツォ・
ホルム湾にて調査した。海氷の存在する浮氷帯域ではFragilaTioPsis　antarcticaが 優占したが,浮 氷帯の北側にあ
る開水面域では種組成が異な り,　CorethTon　 crioPhilumヵ ミ優占的に出現した。
自然状態で存在する植物プランクトン群集を培養により維持することが困難であることはよく知 られている.海
氷中の微小藻類についても事情は全 く同様であることが報告 されている.実 験的な培養材料を確保する意味で,日
本国内に材料を得 ることの出来る地域があるか どうか探査した。その結果,北 海道のオホーツク海沿岸に寄る流氷
の下端に藻類群集が形成されていることを知 り得た.同 時に,サ ロマ湖の結氷中にも微小藻類群集が形成されるこ
とが明らか となった.こ の群落はFragiLαriohsis　　sp.,　FアagilarioPsis　oceanica,　'1'haLassiosira　hyalinα,　.PleurOS－
zgma　sp.　などからなり,黄 褐色に見える程に増殖し,細 胞数で1.92× 07/2に 達していた.こ れらの藻類の培養に
先立ち,生 息環 寛条件を知るため,サ ロマ湖における藻類をとりまく環境条件の測定を実施した。
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海氷中の生物生産,シ ンポジウム 「水産海洋」南北太平洋亜寒帯水域の構造 と生産力比較
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Field-aligned　 currents　 and　 polar　 cap　 藤 井 良 －
perturbations　 (　ll　)　　　　　　　　　　　　　　　 飯 島 健(東 大 ・理)
〃 〃
み ず ほ ・昭 和2点 に お け る オ ー ロ ラ ・ヒ
ス の 同時 観 測
巻田 和男(東 大 ・理)
福西 浩




VLFQPエ ミ ッシ ョンの 昭 和 一 み ず ほ ス






国分 征(東 大 ・理)






















衛星計画 福西 浩 〃 〃
Cusp　 field-aligned　 current　 と惑 星 間 空 藤 井 良 一
間 磁 場 との 相 関 飯 島 健(東 大 ・理)
〃
〃
ISIS　 1,　 2　satelliteに よ るVLFエ ミ巻田 和男(東 大 ・理)
ッシ ョン観 測 と地 上 のVLFエ ミ ッシ ョ福西 浩






ELF波 動のみずほ一昭和同時観測 佐藤 夏雄,福 西 浩
巻田 和男(東 大 ・理) 〃
ll
ISIS　 1,　 2で 観 測 され たVLFソ ーサ















氷のなかの内部融解像の成長 前 晋爾 科研費研究発表会 〃
低温での水蒸気量測定 西尾 文彦 日本雪氷学会 〃
堆雪現象と低気圧について(みずほ基地)西尾 文彦 〃 〃







磯野 謙治,武 田 喬男
(名大 ・水圏研)
和田 誠
藤吉 康志,丸 山 稔
井沢 保男,長 屋 勝博
石坂 隆,岡 田 菊夫















Geographical　 and　 geological　 researchesY.　 Yo hida Symposium　 internation一
in　the　Japanese　 Antarctic　 Research　 Ex-
pedition　 and　 the　 development　 of　Ant.




東南極宗谷海岸の地質構造 矢内 桂三,吉 田 勝 日本地質学会
(大阪市大 ・理),松 本径
夫(長 崎大 ・教養),石 〃
川輝海(三 井金属),木
崎甲子郎(琉 球大 ・教養)
東南極宗谷海岸スカルブスネス地域の地 吉田勝(大 阪市大 ・理),
質と構造 矢内桂三,松 本征夫(長






Yamato-74159領 石 中 の 輝 石 と エ コ ン ド宮本正道(神 大 ・理)
ライ ト母 天 体 表 面 上 のbrecciationに つ武田 弘(東 大 ・理) 日本鉱物学会 〃
いて 矢内 桂三
Meteorites　 Finds　 near　 MeMurolo　 BaseW.　 Cassidy Nleteoritical　 Soiety　 40　th











Seiomicity　 in　Antarctica K.　 Kaminuma 3　rd　Symposium　 on　 Ant一
arctic　 Geology　 and　 Ge.〃
ophysics
Tectonic　 and　 Microstructure　 of　chorro.吉田 勝 第3回 南極地質 ・地球物







や ま と74,75エ コ ン ドライ ト限 石 につ い矢内 桂三 三鉱学会 52.10





やまとダイオジナイ ト阻石中の不透明鉱 武田 弘(東 大 ・理)
物について 宮本 正道(神 大 ・理)







羽田 敏夫 地震学会 〃
(東大 ・地震研)
1977-78年 ビ ク ト リア ラ ン ド日米 共 同限
石 探 査 にっ い て














やまと74,75エ コンドライ トの同定 と鉱
物学的研究
Antaretic　 meteorites
The　 Significance　 of　 Low.ca　 Inverted
Pigiorites　 in　Crystallization　 trands　 of
Diogemites　 Eucrites
Pasamonite.1ike　 Clasts　 in　Eucrite　 Po1-
ymict　 Breccias







「ふ じ」 航 路(1976～1977年)に お け る





武田 弘(東 大 ・理)



















矢 内 桂 三W
.　Cassidy
(ピ ッツ バ ーグ大)
B.　Glass




田 弘(東 大 ・理)
矢内 桂三
宮本 正道(神 大 ・理)































































リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 内 ア デ リーペ ン ギ ン

























FRPの 低温特性の改善について 上村 晃(船 舶技研) プラスチ ック加工技術協
会
52.9
氷質に関する研究(第1報) 上村 晃,前 田 利雄
高島 逸雄,徳 氷 信一(船舶技研)
船舶技術研究所 52.12
積層複合材の耐熱衝撃性 上村 晃,前 田 利雄







題 目 著 者
!発 表1
年 月 誌 名 ・巻 号 ・頁
南極氷床斜面上の大気境界層
第15次 南極地域観測隊気象部門報告
Oceanographic　 data　 of　the　 17　th　Japa-
nese　 Antarctic　 Research　 Expeditlon,
1975-1976
Riometer　 records　 of　 30　 MHz　 cosmic













M.　 Ose,　 A.　 Yamakoshi,1　 52.11
T・Sasaki(融 研);
↓
JARE　 Data　 Rep.,　 41
(lenosphere),　 87
Records　 of　 radio　 aurora　 at　Syowa








{吉 田由利子 ・室住 正世
1(室 蘭工大)
Distribution　 of　three　 geomagnetic　 com.
P・n・nt・ 　・v・・　Mi・uh・ 　P1・teau・ 　A・t・ ・c-
tlca
A.　Yoshimura,　 Y.　 Abe
(国 土 地 理 院)R
.　Naruse　 (北 大 ・低 温
研)
G,avi・y　。n。m。]i。、　and　 b・d…　 k　reli・f匡Ab鴫Y・・him・・a
in　Mizuho　 Plateau 1(国 土 地 理 院),R.Na-





Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar
Res.,　 Spec.　 Issue,　 7.
37-43
Observations　 of　 sea-salt　 particles　 in
the　 air　in　Mizuho　 Plateau
Measurements　 of　 drifting　 snow　 at
Mizuho　 Camp,　 East　 Antarctica,　 1974-
1975




M.　 Inoue,　 K.　 Fujino
(北 大 低 温 研)




Effects　 of　 synoptic　 scal　 disturbance
on　 seasonal　 variations　 of　 katabatic
winds　 transport　 into　 Mizuho　 Plateau
M.　 Inoue,　 T.　 Yamada
S.　Kobayashi(北 大 ・低
温 研)
53.1 Mem.　 Natl　 Inst　 Polar
Res.,　 Spec.　 Issue,　 7,
100-114
Oxygen　 isotopic　 composition　 of　 the
surface　 snow　 in　Mizuho　 Plateau
K・　Kato(名 大 ・水 圏 研)
0.　Watanabe
(雪 害 実 験 研)K
.　Satow　 (長 岡工 専)
〃
〃 245-254
Vertical　 structure　 of　katabatic　 winds　 S.　Kobayashi
in　Mizuho　 Plateau　 (北 大 ・低 温 研) 〃
〃 72-80
Chemical　 constituents　 in　 the
snow　 in　Mizuho　 Plateau
surface　 M.　 Murozumi　 S.　Naka.
　 　 　 　 　 mura,　 Y.　 Yoshida
(室 蘭 工 大)
〃
〃 255-263
Discharge　 of　ice　across　 the　S6ya　 CoastM.　 Nakawo
(北 観 ・低 温 研)Y
.　Ageta(山 口大 ・教 育)
A.　Yoshimura
(国 土 地 理 院)H
.　Narita(北 大 ・低 温 研)
〃
〃 235-244
Controlling　 factors　 of　 drifting　 snowH.　Narita
(北 大 ・低 温 研)
〃 〃 81-92
Surface　 flow　 and　 strain　 of　 the　 ice
sheet　 measured　 by　 a　 triangulation
chain　 in　Mizuho　 Plateau
R.　Naruse
(北 大 ・低 温 研) 〃
〃 198-226
Flow　 line　of　the　ice　sheet　over　Mizuho　 R.　Na use.　 H.　Shimizu
Plateau　 (北 大 ・低 温 研) 〃
〃 227-234
Distribution　 of　 10　 m　 snow　 tempera-
tures　 in　Mizuho　 Plateau
K.　Satow　 (長 岡工 専)
〃
〃 63-71
Outline　 of　 the　 studies　 of　 the　 glaciog-　 H.
ical　research　 program　 in　Mizuho　 Pla.
teau,　 East　 Antarctica,　 1969-1975
Shimizu





(北 大 ・低 温 研)A
.　Yoshimura
(国 土 地 理 院)K
.　Yokoyama
(京 大 防 災 研)
〃
〃 14-25
Glaciological　 aspects　 and　 mass　 budget
of　 the　 ice　sheet　 in　Mizuho　 Plateau
H.　 Shimizu,　 T.　Yamada,
R.　 Naruse
(北 大 ・低 温 研)Y
.　Ageta
(山 口大 ・教 育)
〃
〃 264-274
Distribution　 of　 surface　 of　 snow　 cover
in　Mizuho　 Plateau
0.　Watanabe
(雪 害 実 験 研)
〃
〃 44-62
Stratigraphic　 studies　of　the　snow　 cover　 O.　Watanabe
in　Mizuho　 Plateau　 (雪 害 実 験 研) 〃
〃 154-181
Distribution　 of　accumulation　 measured
by　 the　 snow　 stake　 method　 in　Mizuho
Plateau
T.　Yamada(北 大 ・低 温
研),　 Okuhira(岐 阜 県 公
害 研),　K.　Yokoyama(京大
・防 災 研),　O.Wata・








Estimation　 of　mass　 in　 putin　 the　 Shi.
I
T.　 Yamada 53.1 Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar
rase　 and　 the　 S6ya　 drainage　 basins　 in(北大 ・低温研) Res.,　 Spec.　 Issue.　 7,
Mizuho　 plateau 0.　 Watanabe 182-197
(雪害実験研)
Di…ib・ ・i・n・f・u・face…u・ …e・ ・f・h・ 、KY・k・y・m・}"1〃26-36
ice　sheet　 in　Mizuho　 Plateau　1　 (京 大 ・防 災 研)11









,T・Ohta(名 大'水 圏 研)1
鵬 謝 脈周辺の裸氷上{こおける1∵ 擬 石ヒ大 ・低温研)}〃 魎 資料・6L1ト22
i東




につ いて 一 1
昭和基地周辺の微量元素の分布(H) 三島 昌夫,山 県 登 〃 〃30-36
ラングホブデ地域の堆積物中の微量金属 (国立公衆衛生院)
分布 1






東オングル島東部の雪渓の融解 林 正久(島 根大 ・教育) 52.11 〃60,28-37
K.Ar　 age　 of　 Yamato　 meteorite,A.　 Kamaguchi 53.2 Mem.　 Natl.　 Inst.　 Polar
Yamato-74190℃1(L) J.　Okada(阪 大 ・教養) Res.,　 Spec.　 Issue,　 8,
225-228
Petrological　 studies　 of　 Yamato-74M.　 Kimura,　 K.　 Yagi,〃 〃156-169
meteorites(2) Y.　Oba　 (北 大 ・理) 1
REE,　 Ba,　 Sr　 and　 Rb　 in　 the　 YamatoA.　 Masuda 〃 〃229-232
meteorites,　 with　 special　 reference　 to(神大 ・理)
Yamato-691(a),-692(b)and-693(c)T.　 Tanaka
(地質調)
Collection　 of　Yamato　 meteorites,　 EastY.　 Matsumoto 〃 〃38-50
Antarctica　 in　November　 and　 December(長崎大 ・教養)
1975,　 and　 January　 1976
Geochemical　 features　 of　Antarctic　 lakesK.　 Watanuki 南 極 資 料,59,18-25
(東大 ・教養)





M.　 Sano　 (愛 知 公 害 セ)
T.　Abiko　 (室 蘭工 大)
A　 study　 on　 thermosolutal　 convection
in　saline　 lakes














Geomorphic　 development　 of　the　 S6ya
Coast,　 East　 Antarctica-Chronological
interpretation　 of　raised　 beaches　 based
on　 levelings　 and　 radio　 carbon　 datings
K.　 Omoto
(東北大 ・理)
52.　12　 Sci.　Rep.　 Tohoku　 Univ.,
7thSer.,26(2),95-148






(東 大 ・原 子核 研)
M.　 Honda
(東 大 ・物 性 研)
53.2　 Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar
　　 　　 Res.,　 Spec.　 Issue,　 8,
209-219
Study　 on　 the　 extraterrestrial　 materials
in　Antarctica　 (VIII)
M.　 Shima,　 H.　 Yabuki,
K,　 Yoshikawa(理 化 学 研)
〃
〃101-109






Petrological　 studies　 on　 Yamato-74
meteorltes







Yamato-74　 H.Yabuki(理 化 学 研)53.　 2　 J.　 Fac.　 Sci.,　 Hokkaido
　 　 　　 Univ.,　 Ser.　 IV,　 18　 (1
-2),85-104




K.　Yagi　 (北 大 理)
J.　F.　Lovering
(メ ル ボ ル ン大)M
.　Shima,　 A.　Okada
(理 化 学 研)
53.2 〃 121-141
Diatom　 flora　 and　 environmental　 fac.
tors　 in　some　 fresh　 water　 ponds　 of　East
Ongul　 Island
S.　Karasawa
(横 浜 衛 生 研)
H.　Fukushima
(横 浜 市 大 ・文 理)
52.8南 極 資 料,59,46-53
Ecological　 studies　 of　 the　 moss　 and
lichen　 communitles　 in　the　ice.free　 areas





と環境要因(鳥 取大 ・教育) 〃
〃 97-107
Two　 new　 fossil　 demosponges　 from
West　 Ongul　 Island,　 LUtzow.Holm　 Bay,
Antarct玉ca
T.　Hoshino　 (広 大 ・理)52.11　 Pub.　 Seto　 Marine　 Bio1.
Lab.,24,43-49
Distribution　 of　chlorophy11.a　 contents
in　the　 surface　 water　 along　 the　 corse
of　 the　 FuJI　 to　and　 from　 Antarctica　 in
1972-1973
K.　Kuroda
(東 海 区 水 産 研)
53.3南 極 資 料,61,65-74
74
東オングル島の土壌環境 唐沢 栄,矢 沢 篤子 52.8 南 極 資 料,59,37-45
遠藤 陽子
(横浜市衛生研)
寒 南極越冬観測隊員の毛髪微量元素の変動 狐塚 寛(富 山大 ・薬)神田 征夫 〃
〃108-119
(科学警察研)
冷 Distribution　 of　anaerobic　 bacteria　 iso.
1ated　 from　 the　 areaaround　 Syowa　 Sta.
T.　Miwa(岐 阜大 ・医) 〃 〃125-135
tion　 in　the　 Antarctic
生 Body　 burdens　 of　cesium-137　 and　 po-
tassium-40　 in　twenty-one　 members　 of
M.　 Miyashita,　 A.　 Atomi
(東 大 ・教 育)
〃120-124
the　 wintering　 Party　 of　the　 16　th　Japa一K.　Ueda(東 大 ・医) 〃
nese　 Antarctic　 Research　 Expedition
物 1975
Bacteriological　 investigation　 of　the　Po1.
lution　 at　Syowe　 Station　 in　Antarctica
K.　Watanabe













国分 征(東 大 ・理) 53.3 南 極 資 料,61,75-92
75
6.研 究談話会
開 幽 明 講 演 者(所属)}演 題
昭和52年
5月28日 鈴木 義男 ロス棚氷計画に参加して
(北大 ・低温研)
6月2日 神沼 克伊 南極大陸の隆起に関する諸問題
6月20日 佐藤 夏雄 共役点観測付 亜南極地域のフランス基地見聞記事
6月30日 岩淵美代子 グ ラ フ ィ ック ・デ ィス プ レイ に よ る時 系 列 解 析 シ ス テ ム
10月12日 福西 浩 オーロラ粒子は何処から来るのか?
11月16日 和田 誠 マイクロ波 レーダによる降水雲の観測
11月21日 平沢 威男 超高層観測の今昔
12月14日 星合 孝男 昭和基地の底棲動物
12月21日 藤井 良一 電流素を通してみた磁気圏と電離圏の結びつき
昭和53年 変成岩と花圃岩との間
1月11日 白石 和行
1月25日 前 晋爾 みずほ高原氷床の底すべりと不安定性
2月15日 十市 勉 エネルギー資源問題の現状
(騙藩儒つ
2月22日 吉田 栄夫 イギ リス隊に参加して
3月15日 松田 達郎 南極の陸上生態学の構造について
3月29日 西尾 文彦 みずほ高原の氷霧の観測
(注)所 属のない者は,当 研究所の教官である。
7.研 究 所 主 催 の シ ンポ ジウ ム




第15,16次 南極地域観測隊を中心に実施された,環 境科学の総合研究の一環をなす 「人為汚染のバ ックグラウン
ドとしての露岩地域の生態系の研究」の結果を主体に,こ れまでの南極観測の成果を,総 合的に検討する目的でこ
のシンポジウムが開催された。
まず・淡水域及び土壌中の藻類についての発表が行われ,つ いで,地 衣 ・コケ群落の分布 とBryum属 の分類学
上の検討,南 極におけるコケ研究に関する総説が な され た。さらに,土 壌微小動物,ダ ニ類の調査結果が報告 さ


































鈴木 実(日 大 ・法)




南極におけるIMS　 (国際磁気圏観測計画)は,第17次 隊によって 開始 され,昭 和51年 より人工衛星,ロ ケッ
ト,大 気球,地 上多点観測網を用いたオーロラの立体同時観測が実施されている。シンポジウムでは,こ れらの観
測で得 られた成果を中心に,IMSの ために南北両極域で行われている超高層観測の成果が1)入 射粒子とオーロ
ラ,2)電 場 と電流系,3)波 動粒子相互作用,4)磁 気圏内のULF・VLF波 動,5)極 域電離層の各セ ッシ
ョンに分けて発表された。また,こ れらの成果を位置ずけるために,各 セ ッションごとに　Reviewを 行 ってもら






久保治也,村 田節夫,伊 藤富造(東 大 ・宇宙研),国 分 征(東 大 ・理)
3.南 極ロケットによるオーロラ帯降下電子の観測
奥谷昌子,和 田雅美,竹 内 一,小 玉正弘,今 井 喬(理 化学研)
4.高 エネルギー電子ビーム放出によるオーロラシュミレーション実験
河島信樹,佐 々木進,金 子 修(東 大 ・宇宙研)
5.オ ーロラ電子観測資料処理
和田雅美,奥 谷正子,今 井 喬,竹 内 一,小 玉正弘(理 化学研)
6.オ ーロラ粒子 と3次 元電流系　(Review)
上出洋介(京 都産業大 ・理)
7.人 工衛星によるPolar　 Magnetosphere観 測 ・問題点
飯島 健(東 大 ・理)
8.　 Cusp　field-aligned　current　 と惑星間空間磁場 との相関
藤井良一(極 地研),飯 島 健(東 大 ・理)
9.南 極ロケットによる電場の観測
小川俊雄,森 田 護(京 大 ・理)
10.南 極気球によるオーロラ電場 とX線
小川俊雄(京 大 ・理),小 玉正弘(理 化学研),福 西 浩(極 地研),松 尾敏郎(京 大 ・工)芳 野越夫(電 通大)
11,ロ ケットによる磁場観測
遠山文雄,青 山 巌,小 松誠一(東 海大 ・工)
12.極 地域における地球磁場季節変化
福島 直(東 大 ・理)長 井嗣信(気 象庁地磁気観測所)
13.磁 気圏 ・電離圏における波動粒子相互作用　(Review)
大家 寛(東 北大 ・理)
14.　 EXOS-A搭 載プラズマ波観測器
中村良治,伊 藤富造(東 大 ・宇宙研)柴 田 喬,芳 野越夫(電 通大)
15.極 域電離層における高周波領域の波動粒子相互作用
大家 寛,宮 岡 宏(東 北大 ・理)宮 武貞夫(電 通大)
16.S-310JA-1で 観測 されたVLF現 象の考察
木村盤根,松 尾敏郎,土 井修一(京 大 ・理)
17.S-310JA-2で 観測 されたVLFヒ スの特性
木村磐根,松 尾敏郎(京 大 ・理)
18.　 ISIS,　 1,　2Satellite　によるVLFエ ミッション観測と地上のVLFエ ミッション,オ ーロラの同時観測に
ついて
巻田和男(東 大 ・理)福 西 浩(極 地研)芳 野魁夫,尾 崎孝之,岩 瀬政之(電 通大)
19.SSCに 伴うVLFエ ミッションの特性
林 幹治(東 大 ・理)鶴 田浩一郎(東 大 ・宇宙研)国 分 征,小 口 高(東 大 ・理)渡 辺富也,R・E・
　　　 Horita　(U　B.　C.)
20.磁 気圏内のULF,　 VLF波 動(Review)
国分 征(東 大 ・理)
21.昭 和基地一内陸2点 観測におけるPi脈 動 と関連現象
桑島正幸(気 象庁地磁気観測所)
22.ULF波 動のみずほ一昭和同時観測





















国分 征・林 幹治,小 口 高(東 大 ・理)鶴 田浩一郎(東 大 ・宇宙研)　R.　E.　Horita　(U.　B.　C.)
ELF波 動のみずほ一昭和同時観測
佐藤夏雄,福 西 浩(極 地研)巻 田和男(東 大 ・理)
昭和基地一レイキ ャビック共役点観測
佐藤夏雄,勝 田 豊,鮎 川 勝,福 西 浩,平 沢威男(極 地研)
ISISで 観測した極域ELF放 射特性
渡辺成昭,恩 藤忠典,中 村義勝,村 上利光(電 波研)
ISIS　1,2で 観測されたVLFソ ーサーの特性




小川忠彦,森 弘隆,宮 崎 茂(電 波研)
極域電離層電子密度の計測
大家 寛,高 橋忠利(東 北大 ・理)
ロケットによる極域電離層プラズマの擾乱の観測
森 弘隆,小 川忠彦,宮 崎 茂(電 波研)
オーロラにおける酸素輝線の ドップラー温度観測結果
上山 弘,岡 野章一(東 北大 ・理)
極域超高層NOx
近藤 豊(名 大 ・空電研)小 川利紘(東 大 ・理)
MAP計 画
加藤 進(京 大 ・工)
ISレ ーダー計画
加藤 進,深 尾昌一郎(京 大 ・工)
メソゾンデの将来計画
中村純二(東 大 ・教養)前 田 担(京 大 ・理)
オーロラに伴う電離圏波動の研究(計 画)













前2回 のやまと陽石シンポジウムを受け,今 回は第3回 南極限石シンポジウムと名称を改めて開催 された。雪氷














前 晋爾,西 尾文彦(極 地研)
5.限 石集積機構に関する氷河学的諸問題
東 晃(北 大 ・工)
6.や まと限石71491の 岩石学的研究
池田幸雄(茨 城大 ・理)島 崎英彦,武 田 弘(東 大 ・理)
7.や まと一74,ユ レーライ トとやまと一75,コ ンドライ トの鉱物学的研究
宮本正道(神 大 ・理)武 田 弘(東 大 ・理)矢 内桂三(極 地研)松 本征夫(長 崎大 ・教養)
8.や まと一75,コ ンドライ ト限石の化学的岩石学的分類
松本径夫(長 崎大 ・教養)林 正道(九 大 ・生産科研)宮 本正道(神 大 ・理)
9.や まと一75,-74,エ コンドライ トの同定 と鉱物学的的研究




木村 真,八 木健三,大 沼晃助(北 大 ・理)
12.　 CaMgSi206-CaA12SiO6-CaTiA、206系 とAllende　 Meteorite中 のWhite　 Inclusionsと の関係
大沼晃助,八 木健三,木 村 真(北 大 ・理)
13.や まと阻石中の荷電粒子 トラック
矢吹英雄(理 化学研)八 木健三(北 大 ・理)
14.や まと阻石74037と74136中 の希土類元素
田中 剛(地 質調)増 田彰正(神 大 ・理)
15.南 極産阻石中の宇宙線生成放射能
本田雅健(東 大 ・物性研)西 泉邦彦(立 教大 ・理)今 村峯雄(東 大 ・原子核研)
16.　 Yamato蹟 石のK-Ar　 Age
釜口明治(阪 大 ・理)岡 野 純(阪 大 ・教養)
17.や まと阻石の40Ar-39Ar年 代
兼岡一郎,小 嶋 稔,柳 沢正久(東 大 ・理)
18.希 ガス同位体分析による南極産明石の研究











やまとLL及 びC阻 石と2-3の 西南極石質限石の磁気的性質







永田 武(極 地研)R.　 M.　Fisher　(U.　S.ス チール研)船 木 実(極 地研)
8.研 究所外での講演,講 義等






1大阪建設業協会 会員 ・役員 大阪商工会議
所
助奏
内 桂三陣 大陸の自然 4.27
秋 田 市 コ ミ ュ ニ ュ テ セ ン
タ ー 父兄一般
同 コ ミ ュニ ユ








矢内 桂三 南極の自然 と生活 428!細 市立高校1
高校生 ・教官 同高校
資料主幹松
田 達郎 極地に生きる 5.9 東京国税局 担当職員 同国税局
教授







浩陣 での・ケ・酬 6.18北教大附属函館中学校 職員 ・学生 同中学校
次寿




神奈川県立教育センター1研 修生 同 セ ン タ ー
次鷺
山 雅美 醐 あれこれ9・6螂 省大学局　　　　　　　　　　　　Il
看護教員講習
生 東京大学
次鄙 麟 繭 ・ついて 17.281日 本 極地 研 究 振 興 会 一 般 富山市
一
助響
威舅醐 陸一の挑戦 7.24国立能登青年の家 高校生 同青年の家






































南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 及
び パ ラ ダ イ ス 湾 の プ ラ ン ク
トン
























































皿 資 料 系 の 活 動
1.極 地に関す る資料の収集,保 管,利 用


















311個(米 国 で 処 理 作業 中)
その他の阻石及びテクタイ ト数点(購 入や寄贈による)
上記の陽石は,シ リカゲル(乾 燥剤)の 入ったデシケ一夕及びスチロール ビンに入れて保管 されている.限 石は
研究試料として配分され,昭 和52年3.月 までに406点(約2㎏)を 配分した.配 分のための処理作業は損石キュ'一
レ一夕がこれに当っている.ま た,展 示用 として明石天文科学館(5点),宇 宙博覧会(5点),南 極展(4点)に
貸出しを行った.現 在の ところ,損 石の交換は行 っていない.
イ 岩 石
第1次 隊から第19次 隊までに南極で採集された岩石資料は約3,600点 あり,そ れらの うち,約60%(2,000点)が
極地研に収納 されている.
第9・15次 矢内 桂三(極 地研)約1,000点
第13次 石川 輝海(三 井金属)600点
第14次 白石 和行(極 地研)200点























南極観測で得 られた写真,映 画フィルム,展 示用写真及び説明パネルや白癩隊の遺品,記 録を収納している.
エ そ の 他




顕花植物は,サ ウスジョージア島,南 極半島のアルミランチ ・ブラウン基地より得られた脂薬標本約100点 が保
管 されている.
隠花植物は,東 南極の昭和基地,マ ラジ ョージナや基地より得られた蘇苔類,地 衣類,淡 水 ・海藻類約1,500点
の他,西 南極のマクマード基地より蘇苔類,地 衣類が約50点 収納されている.さ らに,南 極半島アル ミランチ ・ブ
ラウン基地より蘇苔類,地 衣類,海 藻類が約300点,亜 南極地域のサウスジョージァ島,ケ ルtr"一"一レン島,セ ント
ポール島,ク ロゼ ッツ島より蘇苔類,地 衣類,海 藻類が約500点 収納されている.
比較研究のための蘇苔類の標本が,ア ラスカ,ア イスランド,モ ーリシャス,オ ース トラリア,シ ンガポール,
イギリス,フ ランス,日 本より約15,000点,イ ギリス,シ ンガポール,カ ナダ,ソ 連 な どの標本庫(八 一バ リウ
ム)よ り交換及び寄贈標本として約1,000点 が保管されている.ま た,蘇 苔類に関しては,地 域別,採 集者別,分
類別に整理され,標 本ケースに格納されてお り,そ れらのデータはコンピューターによるデータバンクとして蓄積
され,種 類別,地 域別検索や分布図の作成など広範囲な利用システムができている.
イ 動 物
大部分が研究中であるが,現 在までにダニ類,原 生動物等の微小陸上動物約100点,海 洋の浪漫標本 として,魚




HITAC-M-1609と1011が設置され,運 営にはデータ処理センター(セ ンター長神沼助教授)が 当 り,デ ータ
ー解析資料部門は庶務を担当している.M-16011の 実際の利用は昭和52年4月 から始まり,内 部研究者の利用と
共に,共 同利用としても所外利用者が毎日5～6名,年 間で15名 程になっている.そ の使用時間を図1に,利 用者
別計算機使用比率を図2に 示す.　HITAC-10皿 の外部使用者は年間6名 であった.
(2)低 温 室
低温資料部門が管理し,-60℃ まで冷却できる超低温実験室,-20℃ の低温実験室,低 温資料庫からな って い
る.実 験室は所内,外 の研究者の低温下の実験に利用 されている.低 温資料庫には南極から持ち帰った雪氷のコァ
サンプル,陸 上生物の生 き試料が保存 されている.
(3)そ の 他
84








図2利 用 者 別 計 算 機 使用 比 率
3,南 極地域観測資料整理費
南極における観測,調 査で得られたデータ,標 本等の資料は隊員が帰国した後,南 極観測事業費の一部である資
料整理費の配分を受けて翌年の3月 までに整理を行 うことになっている.
85
資料整理費の配分の決定は南極本部(文 部省国際学術課)で 行 うが,そ の原案は隊員の申請に基 き,資 料系が中
心 となって隊長,研 究系,事 業部 と協議しつつ作成する.
資料整理の結果については隊員帰国後,約1年 を経過したのち,資 料整理報告書の提出を義務づけて資料整理の
概要,成 果の把握につとめている.












実 施 の 概 要 ・成 果
(研究観測)福 西 浩
1.極 光の物理的構造の研究(極 地研 ・助教
授)
1.掃 天 フ ォ トメ ー タ記 録 紙 は90cm単 位 に折 り製 本 し,時
刻 を 記 入 した.
2.子 午 線 写 真 は 現 像 し,約10日 分 を 焼 付 け た.
3.フ ォ トメ ー タ記 録 紙 よ り約7日 分 の オ ー ロ ラ位 置 の変
化 を 読 み 取 り,VLFエ ミ ッシ ョン とオ ー ロ ラ位 置 の 関
係 を 調 べ た.
4.南 極 資 料No.64へ 投 稿 中.
2.地 磁気の極域短周期諸変動 巻田 和男
の研究(東 大 ・理 ・院
生)
???????? ? ??? ?? ???? ? 」????
? ?????
?? ー ??? ? ??????? ??
? ??? ??











4.ロ ケ ッ ト,大 気 球 に よ る超福西 浩 1.磁 気 テ ー プ 記 録 類 は収 納 箱 に番 号,年 ・月 ・日,ロ ケ
高層観測 (極地研 ・助教 ット機名を記入し,各 搭載計器担当者へ要請に応じて貸
授) し 出 し を行 った.
2.人 工衛星,ロ ケット及び地上と立体同時観 測 が 行 わ
れ,S-210-24号 機のデー タ解析を各搭載計器担当者
と協 同 し,解 析 し た.
3.南 極資料No.63及 び日本地球電磁気学会誌に投稿中.
5.テ レメトリーによる超高層 松尾 敏郎
観測(京 大 ・工 ・技
官)





ロ フ ィル ム リー ダ ーで 直 視,コ ピ ーで き る よ うに した.
1978　 1nternational　 IEEE/AP-S　 Symposiumに て 発 表 し
た.
6.観 測点群による超高層観測 福西 浩
(極地研 ・助教
1.地 磁 気3成 分 チ ャー ト記 録 は12時 間 単 位(60cm)で 折
り,1巻(約 半 月分)ご とに製 本 し,年 ・月 ・日及 び時
授) 刻を記入した.
2.　 VLF自 然 電 波 チ ャー ト記 録 は3時 間 単 位(90cm)で
折 り,1巻(約5日)ご とに製 本 し,年 ・月 ・日及 び時
刻を記入した.
3.地 磁気脈動磁気テープ記録は,テ ープ収納箱に番号,
年 ・月 ・日,時 刻を記入し,60日 分のスペクトル解析を
行 った.
4.　 VLF自 然電波の磁気テープ記録は,テ ープ収納箱に
番 号,年 ・月 ・日,時 刻 を記 入 し,60日 分 の ス プ ク トル
解析を行 った.
5.南 極 資 料No.60に2篇 を 投 稿 中.
7.南 極 に お け るエ ー ロ ゾル 及 後藤 良三 大気混濁因子を測定し次のような整理を行い成果を得た.
び微量気体成分の研究 (気象研 ・研究
官) 1.分 光日射計による直達日射量についてはデータの読み取 りを終 り消散係数の波長分布を求めた.
2.全 天日射の分光測定は未整理.







8.(1)エ ソダ ー ビー ラ ン ド地域
の 雪 氷学 的 研 究
西尾 文彦
(極地研 ・助手)
1.み ず ほ基 地 の気 象観 測 の デ ー タを 整 理 し,　JARE




3.み ず ほ 基 地 並 び に 内 陸 旅 行 時 に 観 測 した 雪 氷 現 象 の












の30cmコ ァを約10本 採取した.30cmコ アの半分を塩分量
















aを鷺摯鵯警欝 購 簾瓢 驕盆聾し罎












国立極地研究所 第17次 南 極 地 域 観 測 隊が 観 測 し た極 光 の ス チ ー ル写 真 と全
天 カ メ ラ フ ィル ムの 編 集 整理 を行 っ た.
ス チ ール 写 真 観 測 で は カ ラ ー ス ラ イ ド359枚 と高 感 度 白黒
フ ィル ム3本 が 撮 影 され た.こ の 整 理 に当 っ ては 通 し番 号
と フ ィ ール ドノ ー トに基 づ いた 日付 を 記 入 した.
全 天 カメ ラ観 測 は 昭和51年3月1日 ～10月10日 ま で 行 わ
れ35㎜,400フ ィ ー トロ ール で44巻 が 得 られ た. この フ ィ
ル ム に は各 ロー ル ご とに撮 影 時 間 と コマ 数 を記 入 した デ ー
タシ ー トを, ま た観 測 者 名,フ ィル ム 名,観 測 日を 記 した
ロ ング シ ー トを添 付 した.




国立極地研究所 第17次 南極地域観測隊が昭和51年2月1日 から52年1月1
日まで観測 した地磁気データに年 ・月 ・日・時 を記 入 し
た.ま た,こ の期間中におけるK指 数と絶対測定値を整理
した・絶対測定は毎月行われたが,観 測器械の故障等で使
用できるデータは昭和51年6,9,11月,52年1月 の4か




国立極地研究所 昭和基地における昭和51年1月1日 から12月31日 までの地
震記象の読み取 りとデータレポート作成に伴 う整理を行っ
た.
霞欝 認 鷲甕禦 寺醜 灘藁、ま璽罎甑、






デ ータ 整 理 を 行 い リオ メ ー タの 資 料 はJARE　 Data　 Re.
ports　 No.　 41に 発 表 した.
灘膿 難瓢 認 識i』)蠕A蠕激塞
刊 し た ・　Radlo　 AuroraをJARE　Data　 Reports　 No.　 42








デ ー タ 整 理 を 行 い,　 Antarctic　 Meteorological　 Data.　 No.
17と し て 公 刊 し た.
(2)第18次 南極地域観測隊(夏 隊)






































(極地研 ・助手)芒麟勢警醒 暴露騙 言語壽酵麟葉書
ンク トン同定細胞数計数用の試氷を500ccホ ルマリン固定
し持ち帰 った.試 氷は植物プランクトン種同定,細 胞数計






続きプランク トンの種類同定,個 体数計数を行い,動 物プ
ランクトンの水平,垂 直分布調査を実施する.結 果は南極
1 資料に投稿予定.





研 究 課 題
資料整理担当者
の氏名 ・所 実 施 の 概 要 ・成 果
属 ・職名
1.マ クマ ー ド国 際 協 同観 測 神沼 克伊 1.地 震データの読み取 り整理
(a)マ クマードサウンド地域
の地学的研究
(極地研 ・助教授) 2.ス ライ ド,写 真 デ ー タの 整理.
3.デ ー タの 一 部 を52年8月25日
t
"Symposium　 SCAR　 Solid　 earth　 Geophysics"で 発 表・






1.採 集した限石11個218.1㎏(原 重量462kgを 日米で折
半)に ついて従来の方法 どおりデシケ一夕ー に 格納 し
た.し かし大きい限石2個 はこれを入れるデシケ一夕ー
(102㎏)は 展示用 として特別なが無いため最大の もの
展示ケース(ガ ラス張)に 収納し極地研3階 廊下に展示
した.
また2番 目に大きい阻石(25㎏)は そのまま収納棚に納
め て あ る.
initial　data　 (重 量,写 真 等)も 従 来 どお りで 記 録 は 電 子
計 算 機 の デ ー タ ーバ ン ク に入 れ た.
2.岩 石資料約200個 についても整理のあと岩石資料格納
棚に収納した.
3.第2回 や ま と倶 石 シ ン ポ ジ ウ ム(極 地 研 主 催)で 発 表
し,Science,198,1977及びMemoirs　 of　 Natlonal　 In・
stitute　 of　Polar　 Research.　 Special　 Issue　 8に て 公 刊'
2.南 極地質図の作製 矢内 桂三
(極地研 ・助教
授)
25,000分 の1地 質図幅 「日の出岬」及び 「やまと山脈福島
臨 霊 感 篇i。gi。alM。pS。,i。 、Shee、 、、,Shee・27)
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Iy　極 地 観 測 事 業
1.第18次 南極地域観測隊
第18次 南極地域観測隊は,昭 和50年 度から3か 年計画で行われている国際磁気圏観測計画(IMS)を 引き続き
実施するため,超 高層物理学部門を中心として編成された.
同隊の行動期間は昭和51年11月25日 東京港出港,越 冬隊は昭和53年3月30日 羽田空港着(夏 隊は昭和52年4月20
日東京港帰港)の 計481日 間の行動であった.寄 港地であるフリーマントル港を51年12月16日 に出港した 「ふじ」
は,22日 に南緯55度 通過,1月6日 には昭和基地から約52㎞ 地点に達し,こ こを第1空 輸拠点と定め本格的空輸に
入った.物 資輸送は従来にない短日時で1月25日 に全越冬用物資(494ト ン)の 輸送を完了した.基 地においては
離 層棟の鍛 や大型雪上車の組立などの設営牒 力・行われたほか,2月 ・・日醐1・ ケ。トS--3・ 。_2号 機の打
ち上げをかわきりにS-3101機 ・S-2104機・計6機 の打ち上げがすべて成功裡に終了し,IMSの ための貴
重なデータを入手した・一方・基地周辺では・リュツォ・ホルム湾点在露岩地域での地質学,地 球化学調査,基 準
測量が行われたほか・航空機による氷河域写真撮影,気 象観測も行われた.ま た,無 人観測点A、 の建設,み ずほ
基地での通年観測が行われた.こ の他,第18次 隊のオブザーバーとしてベルギーからの交換科学者スタニスラス.
ワーテル博士(地 質学),ふ じの改善等に関し調査するため,矢 吹捷一,佐 藤守の両専門家,記 録映画作製のため
プロカメラマンの鹿野賢三氏が同行した.
第18次 観 測 隊 編 成 表
人員40人(越 冬30,夏 隊10)
1.越 冬 隊










山 川 康 男







電 離 層 西 山 昇 降 波研究所企画部i27





城 代 雅 夫
外 谷 健












気 釧 岩 井 邦 叫 信州大学教育学部133
雪 氷 隊 井 理 司 国立極地研究所研究系129
地 畔 紬 喜 ヨ 国立脚 究所研究系132




島 崎 芳 征
石 田 直 見
佐々木 秀 勝
















調 理 古 川 正 三富 田 瑞 穂
国立極地研究所事業部(国 際食品開発㈱)
〃(㈱ 東条会館) ll
医 療 障 島 博 明 国立極地研究所事業部 ω 卜1労災病院)14・
設酔 倒 寺 井 啓 陣 立極地研究所研究系34
2.夏 隊
区分陣 門 氏 名 所 属 恒 令






今 西 孚 士
小 田 勝 之
















航 空 鴨 宮 幹 夫鈴 木 敬 国立極地研究所事業部(日 本フライングサービス㈱)〃(〃) 1ζ
設営一般 赤 平 満 彦中 村 浩 二
弘前大学施設部
国立極地研究所管理部 ll
3.オ ブ ザ ー バ ー
○鹿野 賢三 ㈱毎日映画社(極 地観測記録映画作成委員)
○矢吹 捷一 三井 造船 ㈱船舶鉄構事業本部
○佐藤 守 日本 鋼 管 ㈱造船事業部







観 測 題 目 担 当 隊 員 担 当 機 関





海洋物理観測 !今 西 孚 日 海上保安庁水路部
海洋化学観測 小
1
田 勝 之1 海上保安庁水路部
海洋生物観測 1福 地 光 男 国立極地研究所
測 地 基準点測量航空写真測量 大 滝 茂 国土地理院
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研究観測
部 門 名1 観 測 題 目 }担 当 隊 員 研 究 代 表 者
地 質 リュツォ・ホルム湾沿岸及び周辺地域の地質学的研究 鈴 木 盛 久
地球化㍉ 地球汚染獺 の地球化学的醗
諏 訪 兼 位
福 井 深1鳥 居 鉄 也
2.基 地及びその周辺における越冬観測
定常観測




担 当 隊 員 担 当 機 関
大 滝 茂 国立極地研究所
地磁 気 離 肇麟 鵠 蠕 寿離 連纐 預峨 大 滝 茂 国立極地研究所
電離層の定時観測













汐1潮 汐酬 1大 滝 茂 隣 上保安庁水綱
地 震1 自然地震観測
1大 滝 茂 陣 蠣 地研究所
研究観測









吉 田 仁 士
岩 下 義 信
岩 上 直 幹
城 代 雅 夫外
谷 健
坂 本 純 一
永 田 武
気 象 醗 こおけるエー°ゾノレ及び微量気体成分の 岩 井 邦 中 斉 藤 博 英
雪 氷 エンダービーランド地域の雪氷学的研究 隊 弁 理 行 楠 宏







小 川 克 弘
小 川 克 弘
鈴 木 兵 二
朝比奈 一 男





題 目 }派 遣 者 担 当 機 関
外国共同観
測 マクマードサ ウンド地域の地球科学的研究
神 沼 克 琶
桂 二矢 内 国立極地研究所
交換科学者 フランス南極基地における超高層観測 佐 藤 夏 崎 国立極地研究所
第18次南極地域観測隊行動概要
昭和51年11月25日:東 京港出発,
12月11日 ～16日:フ リーマントル港寄港,交 換科学者ベルギー人スタニスラス ・ワーテル博士が乗船.22日:南
緯55度 通過,初 氷山発見,30日:昭 和基地へ第1便 が飛ぶ.
1月6日 より本格空輸開始し,25日 に終了する.9日:セ スナ機初飛行,18:日 無人観測点建設完了,19日:ホ
ーバークラフ ト走行試験,22日:ス カルブスネス野外調査,
2月1日:ラ ングホブデ ・スカーレン野外調査,10日 ニロケットS-310-2号 機打ち上げ成功,12日:「 ふじ」
反転北上開始,13日:ソ 連マラジ ョージナや基地親善訪問,17日:氷 縁発
3月13日 ～18日 ポー トルイス港寄港,第17次 隊29名,オ ブザ 一ー一:-2名,交 換科学者1名 下船.26日 ロケットS
210-26号 機打ち上げ成功,
4月1日 ～8日 シンガポール港寄港,11日:ロ ケットS-210-28号 機打ち上げ成功,20日:東 京港帰港
昭和基地のロケット観測は7月12日 ロケットトS-210-29号 機打ち上げ成功,26日 ロケットS-310--3号 機打
ち上げ成功,8月10日:ロ ケットS-210-27号 機打ち上げ成功で終了したが,4月,5月 は天気待ちの回数が多
かった.
内陸旅行は5回(最 終回は第19次 隊主導)あ って無人観測点の保守 と共に,み ずほ基地に交代で常時4名 が1年
間滞在して超高層,気 象,雪 氷の観測を続けた.み ずほ基地の通年維持は第18次 隊が最初で通年滞在した・世界気
象機関(WMO)よ りみずほ基地に地点番号が与えられたので,従 来の移動観測所 としての気象通報に代 り・11月
15日 より固定観測所 としての通報を開始した.
昭和52年 の昭和基地の天候は必ずしも恵まれておらず,3月 下旬のブリザードでオングル諸島西方のリォツォ'
ホルム湾の海氷が流失した.さ らに4月 末から5月 初旬にかけてオングル海峡の海氷も流失し海氷上の行動に大 き
な支障となった.7月,8月 の気温は例年 より高く,開 水面は7月 下旬から結氷したが,海 底地形調査に支障をき
たした.9月 以降も天気不良で内陸旅行や野外調査は大 きく制約された.昭 和53年1月4日 第19次 隊の第1便 が飛
来,同 隊の輸送,建 設,観 測に協力した.
○ 夏 隊 に よ る 観 測
夏隊は,出 港と同時に船上で短波電界強度の測定及びエーロゾル測定を停船時を除き航海のほぼ全期間にわたっ
て行った.海 洋観測では,各 層観測16点,STD観 測6点,ノ ルパックネット22点,MTDネ ット5点 ・ORIネ
ット4点 を往復で実施した.ま た,リ ュッツォ・ホルム湾定着氷内において 「ふ じ」船尾からの海流測定及びプラ
ンク トン採集も行われた.野 外調査は1月5日 のオメガ岬調査に始まり,東 西オングル島,オ ングルカルベン,ス
カルブスネス,ラ ソグホブデ,2月9日 のスカーレン調査であった.地 質は未調査(オ メガ岬)の 地質図作成・既
調査地域の詳細な鉱物学的,岩 石学的研究を進めること.地 球化学は,代 表的湖沼の表層から底層までの調査を行
い鉛直構造を把握すること.海 洋化学は露岩地域の湖沼水と海水との水収支の関連性の調査.測 定は,オ メガ岬の
基準点測量であった.夏 期建設作業では電離層棟の建設作業,セ スナ機による気象 雪氷,測 地観測.ホ バークラ
フ ト走行試験.み ずほ基地での観測継続と無人観測点A、 の建設.2月10日 に観測ロケットS-310-2号 機の打ち
上げ成功.ロ ケヅトS-310-2号 機の打ち上げは2月 上旬の発射が予定されていたので・引き継ぎをかねた地上
施設の整備等の諸作業は他の観測部門と同じく電離層棟が終った1月20日 頃から開始された.ロ ケットS-310-
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2号 機の搭載計器は電子密度,電 子温度,オ ーロラ粒子,　VLF,　 HF帯 自然電波などの測定器であり,オ ーロラ
中での波動 と粒子相互作用の機構を調べることが 目的であった.2月10日 の発射は,正 常に飛しょうし,最 高高度
212㎞ に達し,昭 和基地北西246㎞ の地点に落下するまで7分20秒 の間貴重なデータを取得できた.
○ 越 冬 隊 に よ る 観 測
第18次 隊の観測の重点項目は昭和50年 度から3か 年計画で行われている国際的プロジ ェク トの一つである国際磁
気圏観測計画(IMS)に 呼応した超高層観測である.特 に,超 高層観測の 目的 として従来行われた昭和基地周辺
及びみずほ基地の地上観測に加えて,ロ ケットの打ち上げ(6機),無 人観測点による観測の強化であった.ま た,
人工衛星テレメトリー受信装置による長期にわたる超高層物理のデータ収得,み ずほ基地における超高層物理の通
年観測も行った.ロ ケット打ち上げは人工衛星ISIS通 過時に合わせて発射し,北 極のレイキ ャビック,み ずほ基
地を含む地上観測網などとの5点 同時観測に成功 した,
1.超 高層観測部門
(1)人工衛星テレメ トリー受信装置による超高層観測は,電 離層観測衛星ISIS,1,2号,気 象衛星NOAAか ら
貴重なデータを収得 した.ISIS,1,2号 による観測は,計146軌 道に達しデータは16巻 にのぼった.そ の他,大
気球による超高層観測,観 測点群による超高層観測を行い種々の貴重なデータを収得した.
(2)ロケット班は,1月25日 に第18次 隊 として最初のS-310-2号 機の打ち上げ準備に入り,2月10日 飛 しょう実
験成功 と幸先よいスター トを切った.続 いて3月26日,4月11日 と下部電離層エァロノミーの研究を中心 とした.
S-210-26号 機,28号 機の打ち上げに成功した.次 後4月 下旬よりオーーロラ活動の最盛期に打ち上げるS-210-
29号機のスタンバイに入ったが天候,オ ーロラ及び月出現などの諸条件に恵まれず,S月,6月 中に打ち上げ態勢
を整えたが,打 ち上げられなかった.4月 に打ち上げられたヨーロッパ機構のGEOS衛 星 との同時観測に計画を
変更し・7月12日 にS-210-29号 機,7月26日 にS-310-3号 機を打ち上げ成功 した.こ の2機 はGEOS,　 ISIS
-一一2号の両衛星,北 極のレイキャビック,み ずほ基地を含む昭和基地周辺に設けられた地上観測網などとの5点 同
時観測に成功した・ 第18次 隊として最終号機であるS-210-27号 機は8月10日 日没時に打ち上げ成功し,全 ての
ロケット実験を終了した.
2.み ずほ基地の観測
みずほ基地は・昭和52年1月27日 第17次 隊 より施設の保守 と観測の一部を引き継 ぎ常時4名 の隊員が滞在し,昭
和53年2月1日 第19次 隊に引き継いだ.今 次のみずほ基地の観測部門は,超 高層,気 象,雪 氷である.み ずほ基地
の通年観測のため前後5回 の内陸旅行を行 った.超 高層部門は第17次 隊から引き継 ぎ地磁気三成分,地 磁気脈動,




定常観測部門は前年に引き続き実施した.研 究観測部門は気象 ・雪氷 ・生物 ・医学 ・地球化学部門を前年に引き
続き実施し,地 理部門が越冬観測に加わ り,大 陸氷縁部の氷河学的研究が行われた.
4.設 営部門の活動
電離層棟(100㎡)の 建設のほかに既設建物の補修工事,ロ ケット関係施設の整備,無 人観測点A1点 の建設が主
な仕事であった.機 械部門では持ち込み車輌の組立のほかは従来と同様であった.ホ ーバークラフト走 行 試 験 は
「ふじ」を中心とした定着氷上で行われ,合 計時間の走行を行い貴重なデータを取得できた.飛 行機は,滑 走路を
見晴らし岩裏手のオングル海峡の海氷上に設定し,飛 行回数14回 で総飛行時間は37時 間55分 であった.こ れにより
気象観測,写 真撮影に効果を発揮し貴重なデータを収得した.医 療 ・食糧 ・装備部門は特に問題はなか った.第18
次隊が持ち込んだ設営部門の うち主な物品は次のようなものであった.









建物の総面積は約3,525㎡ で,発 電棟2,居 住棟3,観 測 ・研究棟7,ロ ケット関係棟4,倉 庫2等 が東オング
ル島の岩盤の上に建てられている.他 に見晴らし岩西側に燃料貯蔵タンク,観 測棟東側 と電離棟周辺には各種観測
用アンテナ群及びセンサー類があ り,基 地北方のアンテナ島に送信棟及び送信アンテナ群がある.
電 力
昭和基地用電源としては110KVA(88KW),発電機と65KVA(52KW)発 電機が そ れ ぞ れ1基,45KVA
(36KW)発 電機2基 が配置されている.110KVAは 負荷変動の多い一般電力とロケット関係電力用に,45KV
Aは 一定負荷の観測電力用に1基 づつ使用 されており,65KVA,45KVA1基はそれぞれの予備機としている.
車輻 ・航空機
夏期の建設作業には,ク レーン車,ダ ンプ トラック等の装輪車があり,冬 期作業用 としてブルドーザー,小 型雪
上車,内 陸など野外調査用 として中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモービル等が配置されている.
また,小 型飛行機(セ スナ185)を 運用する年もある.
通 信
対内地 との連絡は銚子無線電報局との無線連絡が休祭日を除き,毎 日行われ,公 用電報は文部省南極本部と当研
究所のテレックスに打ち込まれる.
他に公用の通信網としてはKDDを 中継しての無線による電話連絡(南 極本部第1,第3水 曜日),写 真電送発
信(南 極本部第2,第3金 曜日),フ ァクシ ミリ発受信(当 研究所金曜日)が ある.
私用電報は内地電報と同様に利用できるが,内 地からの発信は通信業務にあたる隊員が少ないため,隊 員の指名
する者(職 場の上司,家 族等)に 限られている.外 国の南極基地との連絡は適宜行われ,気 象データなどの定常的
なものは,逐 次マザーステーションに送られている.
医 療








旧 気 象 棟
旧 地 学 棟
建設年(隊次)1 構 造
















































11 旧 送 信 棟
1966(7)
29.2
軽量鉄骨,木 製パネル,14.5㎡ を12次 で増設














軽量鉄骨,木 製パネル,カ マボコ型,80㎡ を10次 で増設
車輌整備,車 庫





16 旧 地 震 感 展 望
1967(8)
5.8
木 製 パ ネ ル,特 製 コ ネ ク タ ー,床 な し
17 管 制 棟
1967(8)
28.1
高 床,ア ル ミパ ネル
18 第9発 電 棟
1968(9)
270.0
軽 量 鉄 骨,折 板
110KVA,65KVA1基,食 糧 庫,暗 室,レ ン トゲ ン室















高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ トレ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ー セ ン タ ー
22 コ ン トロ ール セ ン タ ー
1969(10)
21.6
高床,鉄 骨,木 製パネル,12次 で現地点に移設 ロケット要
員控室
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23 組 立 調 整 室
1969(10)
86.4
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ ト組 立 調 整,ク レ ー ン,ラ ン チ ャー
24 発 射 台
1970(11)
135.0
鉄 骨,コ ン ク リー ト床,タ ー ン テ ー ブ ル,上 屋 な し
ロ ケ ッ ト発 射





























気象(定 常,研 究),屋 上にパラボラアンテナ




























ドリ フ トよけ,シ ャ ッタ ー保 護




















41 第8冷 凍 庫 1967(8)7.4
コンテナ改造
夏季,飯 場食糧用





(2)ロ ケ ッ ト実 験 施 設
ロケット実験施設は主基地から南西約500mの 地域にある.こ こにはレーダーテレメーター室,組 立調整室,発
射台及び椎葉庫の4つ の建物と,レ ーダー及びテレメーターアンテナの2つ のレドームなどが建設してある.
レ_ダ ーテレメ一夕一室は大きさが14.4×6mで 室内にはロケット追尾装置,テ レメーター受信装置・発射 ・タ
イマー管制盤及び各種の試験装置 ・ロケット搭載計器調整用測定器類などが設備されている・
組立調整室(12×7.6m)は,ラ ソチャー運搬用レールで発射台 と接続されてお り,そ こにはロケット主体の組
立てあるいは調整に必要な門型クレーン2基 をはじめ とした作業機器類が設備されている・また・電灯及びその配
線などには,防 爆型を使用し,保 安面での配慮がなされた内装を施してある.発 射台には方位角を与える為の直径
8mの ターンテーブル及びその駆動制御盤などが備えつけられている.
椎葉庫(10.4×6m)は,昭 和基地に搬入したロケット本体ほか,点 火薬類を格納してお くことを目的とした建
物で,格 納能力は,S-310型 ロケットが二段重ねて約14機,S-210型 ロケットが三段重ねて約20機 である.室 内
は火気厳禁はもちろんのこと,電 気の漏洩などによる事故を未然に防止するために,電 灯などの設置,電 気配線は
必要最小限にとどめかつ床面等に金属部の露出が一切ないような構造 となっている(落 下物による火花防止).昭




全 長 3890mm 5270mm 7077mm
外 径 160mm 210mUI 310mm
全 重 量 約113㎏ 約260㎏ 約720㎏
推 進 薬 重 量 約64㎏ 約154㎏ 約470kg
搭 載 計 器 重 量 約5㎏ 約20㎏ 約40㎏
頭 胴 部 全 重 量 約20㎏ 約40㎏ 約80㎏
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(3)み ずほ基地
昭和基地より約300㎞ の内陸にあるこの基地は,第11次(昭 和45年)に コルゲー ト棟を設置したのを初めとして
年々拡充され現在に至っている.
主な施設は2基 の発電機(12,16KVA)観 測居住に用いる2棟 のプレ・・ブ棟等であり,第19次 ではここで超高
層,雪 氷関係の越冬観測を行っている.
み ず ほ 基 地 へ の ル ー トと位 置(70°42,53"S,44°19'54"E,
高 度 約2,200m)昭 和 基 地 よ り約300㎞
み ず ほ観 測 拠 点 へ の ル ー トと位 置
(70°42'53'S,44° ユ9'54'E,高 度 約2,200m)































3.マ ク マー ド ・サ ウ ン ド地 域 の地 球 科 学 的 研 究
氏名 ・所属 矢内 桂三 国立極地研究所 助教授
船木 實 国立極地研究所 助手





課題1)及 び2)は,主 にドライバレーのバンダ基地を中心に実施した.地 質調査 と併行して,古 磁気用資料約300
個を採集した.
課題3)は,2年 目でアメリカ側から,ピ ッツバーグ大学のキ ャンディ博士 と,ダ ラウイァ大学のグラス教授が参
加した.昭 和52年12月26日 から昭和53年1月25日 の間ビクトリアランドのアラン ヒル ズ を中心に探査を実施し,
311個 の限石を発見採集した.こ の中には炭素質阻石2個 を初めきわめて貴重な阻石6個 が含まれていた.す べて




交換科学者の制度は,南 極地域を科学的調査その他の平和的 目的のための利用のみ限定すること,科 学的調査に
ついての国際協力を促進すること等を基本的目的 として制定された南極条約に規定 された制度である.同 条約の第
3条 第1項(b)に 「南極地域において探険隊及び基地の間で科学要員を交換すること.」 が規定 されている.こ の規
定に基づき,各 国は外国の観測隊(基 地)に 自国の科学者を派遣している.
昭和52年 度には次の科学者の派遣 ・受け入れが行われた.
派遣
氏名所属 吉田栄夫 国立極地研究所 教授
派 遣 先 英国基地(ア ルゼンチン諸島基地)
目 的 地学調査及び英国南極観測行動の視察
期 間 昭和52年11月20日 ～昭和52年12月29日
昭和基地での受入
氏名所属 アルベル ト・ホセ ・ホピァノ(チ リ・コンセプション大学)
目 的 南極における電離層の研究
期 間 昭和52年12月14日 ～昭和53年3月13日
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V図 書 ・刊 行 物
1.図 書室の概要
当研究所図書室の昭和53年3月 の蔵書数は5,681冊(洋 書3,877冊,和 書1,804冊),受 入雑誌のタイ トル数は875
種(洋 雑誌749種,和 雑誌126種)で ある.特 色として,南 極 ・北極関係の単行本,雑 誌,レ ポー ト類が あ げ られ
る.そ の中には山岳 ・極地研究家の吉沢一郎氏旧所蔵の吉沢文庫(63冊),松 方三郎氏を通 じてこ寄贈いただいた
松尾民田所蔵の松尾文庫(14冊),及 び立見辰雄氏旧所蔵の立見文庫(当 図書室26冊,昭 和基地25冊)が 含まれる.
Antarctic　Bibliography,　Arctic　Bibliography,　Library　Catalogue　 of　the　Scott　Polar　Research　Instituteな ど
の極地関係の書誌類もかな り揃っている.そ のほか南極観測関連分野の超高層物理,地 球物理,固 態地球物理,雪
氷,地 理,地 学,海 洋,生 理生態,寒 冷生物,医 学,寒 地工学,デ ータ解析などの単行本,雑 誌,レ ポート類が多
数ある.ま た,将 来の大学院学生受入れにそなえ,昭 和50年 度より,数 学,物 理,化 学,地 学,生 物,工 学などの
基本図書の充実を目指して図書の収集にあたっている.
単行本及び別刷は,イ ギ リスのスコット極地研究所が,国 際十進分類法を極地関係図書館用に再編成したUni-
versal　Decimal　 Classificasion　for　Use　in　Polar　Librariesを 主に,国 際十進分類法(UDC)中 間版分類表(日
本 ドクメンテーシ ョン協会発行)を 併用して分類している.雑 誌については南極 ・北極関係のものは最も使いやす
い場所にまとめ,そ の他のものは詩名のアルファベ ット順に配列している.
受入雑誌の うち,購 入の102種 をのぞ く774種は,国 内及び諸外国の大学 ・研究機関との交換 ・寄贈によるもので
ある.
当研究所の出版物として,南 極資料(年3回),　 Memoirs　 of　National　Institute　of　Polar　Research,　Series　A,
B,　C,　D,　E,　F,　Special　Issue　(不定期),　JARE　 Data　Reports　(不定期),　Antarctic　Geological　Map　 Series　(年
2回)が あるが,図 書室がこれらの出版にあたっている.当 図書室はこれらの出版物を,寄 贈及び交換誌として国
内及び諸外国の大学,研 究機関等数百か所に送 っている.
現在のところ図書室を利用できるのは,当 研究所教職員,客 員教官,関 係委員,共 同研究員及び観測隊員に限ら
れているが,外 部の極地研究者なども,図 書室長の許可により利用することができる.
図書室 として発足してからまだ歴史も浅 く,図 書資料 も十分 とはいえないが,今 後 も南極 ・北極探検記録のバッ
クナンバーや古書をはじめ,各 国観測隊のレポー ト,そ の他関連分野の単行本 ・雑誌の収集に努力していきたい.
当図書室蔵書の うち,単 行本は約15%,雑 誌は約88%が 寄贈 ・交換によるものである.寄 贈して下さった方々に
感謝するとともに,今 後も当図書室の図書資料の充実に変らぬご協力をお願いしたい,
2.刊 行 物
南 極 資 料59号1977年8月
〃60号1977年11月
〃61号1978年3月
Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research
　 Series　 C(Earth　 Sciences),　 No.　 12:　 Geology　 and　 petrography　 of　the　 Northern　 Yamato　 Moun・
　 　 tains,　 East　 Antarctica,　 by　 K.　 Shiraishi.　 October　 1977.
　 Special　 Issue,　 No.　 7:Glaciological　 studies　 in　Mizuho　 plateau,　 East　 Antarctica,　 1961-1975,　 ed.
　 　 by　 T.　 Ishida.　 January　 1978.
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　 Special　 Issue,　 No.　 8:　Proceedings　 of　the　 Second　 Symposium　 on　 Yamato　 Meteorites・ 　ed・　by
　 　 T.　 Nagata.　 February　 1978.
JARE　 Data　 Reports
　 No.　 39(Aurora):　 Records　 of　a11・sky　camera　 utilization　 at　Syowa　 Station,　 Antarctica　 in　 1974-
1975.June1977.
　 No.　 40(Meteorology):　 Meteorological　 data　 at　Mizuho　 Camp,　 Antarctica　 in　1976-1977・ 　October
1977.
　 No.　 41(Ionosphere):　 Riometer　 records　 of　30　 MHz　 cosmic　 noise　 at　Syowa　 Station・ 　Antarctica
in1976.November1977.
　 No.　 42(Ionosphere):　Records　 of　 radio　 aurora　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 in　 1976・ 　 Fedruary
1978.
　 No.　 43(Seismology):　 Seismological　 bulletin　 of　Syowa　 Station,　 Antarctica,　 1976・　February　 1978・
　 No.　 44(Glaciology):　 Glaciological　 survey　 in　1976-1977.　 March　 1978.
Antarctic　 Geological　 Map　 Series
　 Sheet　 11:　Cape　 Hinode.　 March　 1978.
　 Sheet　 27(1):　 Yamato　 Mountains,　 Mt.　 Fukushima.　 March　 1978.




























咽 そ の 他
1.諸 会 議




































1.昭 和52年 度概算要求の基本方針(案)に ついて
2.国 立極地研究所教官の停年について
(2)運 営 協 議 員 会 議




粟 野 誠 一
小 口 高
大 林 辰 蔵
河 原 猛 夫
木 村 磐 根
小 泉 光 恵








































































(6)極 地観 測隊 員健 康判 定委 員会
所長の諮問に応じ,極地において極地観測及びこれに附随する業務に従事する者及びその候補者等の健康に関す
る事項について,調 査審議を行う.




教 授 吉 田 栄 夫
52.4.9～4.20チ リ
南極開発国際シンポジウム出席
所 長 永 田 武
52.4.9～5.9チ リ,ア メリカ合衆国
南極開発国際シンポジウム出席ほか
助 手 佐 藤 夏 雄
技 官 勝 田 豊
52.7.24～9.23ア イスランド
レイキャビックにおける地磁気共役点観測
教 授 星 合 孝 男
52.7.23～7.31連 合王国
南極条約特別協議会並びに海洋生物専門家会議出席
助教授 福 西 浩
52.8.20～9.4ア メリカ合衆国
国際地球電磁気学超高層大気物理学連合国際気象学大気物理学共同集会出席
助教授 神 沼 克 伊
52.8.20～9.1ア メリカ合衆国
第3回 南極地質地球物理学シンポジウム出席








教 授 星 合 孝 男
教 授 吉 田 栄 夫
52.9.17～10.9連 合王国
第9回 南極条約協議会議出席
所 長 永 田 武
52.9.24～10.9連 合王国
第9回 南極条約協議会議出席
助教授 神 沼 克 伊
助 手 神 田 啓 史
業務係長 鈴 木 由喜男
52.11.25～53.4.20南 極地域
第19次 南極地域観測隊夏隊
教 授 平 沢 威 男














暴富璽 竹 内 貞 男
52.11.25～54.3.22南 極地域
第19次 南極地域観測隊越冬隊
助教授 矢 内 桂 三
助 手 船 木 実
52.11.10～53.2.9南 極地域
南極マクマード・サウンド地域における観測調査
教 授 吉 田 栄 夫
52.11.20～52.12.29英 国南極基地
アルゼンチン諸島基地等における地学関係調査ほか
事業課長 斉 藤 重 臣
53.1.4～1.17南 極地域
外国基地施設運営状況調査ほか
教 授 星 合 孝 男
53.2.25～3.18オ ース トラリア
南極条約特別協議会議出席
次 長 村 山 雅 美
53.2・20～3.1ス イス連邦共和国
小型航空機(ピ ラタスポ一夕・-PC-6型)の 調査ほか




所 長 地球物理学 理博 永 田 武
次 長(企 画調整官,教 授)設 営工学 村 山 雅 美
【研 究 系】
研究主幹(教 授,併)理 博 楠 宏
(地球物理学研究部門)
助教授 気 象 学 川 口 貞 男
助 手 磁気圏物理学 鮎 川 勝
〃 磁気圏物理学 佐 藤 夏 雄
(超高層物理学研究部門)
教 授 極光物理学 理博 平 沢 威 男
助教授 磁気圏物理学 理博 福 西 浩
〃(併)電 離層物理学 大 瀬 正 美
助 手 磁気圏物理学 藤 井 良
(雪氷学研究部門)
教 授 海氷物理学 理博 楠 宏
助教授 雪氷物理学 理博 前 晋 爾
助 手 雪氷物理学 西 尾 文 彦












助教授 地 震 学
助 手 自然地理学

































理博 星 合 孝 男
理博 大 山 佳 邦
水産博 福 地 光 男




理博 松 田 達 郎
理博 神 田 啓 史
理博 矢 内 桂 三
船 木 實
岩 淵 美代子










研究棟 鉄筋コンクリート造地下1階 地上4階 建(延)5,796㎡
倉庫1鉄 骨 プレハブ造2階 建(延)128㎡



















































O国 立学校設置法(抄)(昭 和24年5月31日 法律第150号)
第3章 の3国 立大学共同利用機関
(国立大学共同利用機関)
第9条 の2国 立大学における学術研究の発展に資するための国立大学の共同利用の機関として,そ れぞれその
目的たる研究等を行い,か っ,国 立大学の教員その他の者で当該機関の目的たる研究と同一の研究に従事するも
のに利用させるため,次 の表に掲げるとおり,研 究所等を置く.
国立大学共同利用纈 の名縦 位 置 目 的
国立極地研究所 東 京 都 陣 地に関する科学の総合研究及び極地観測
2前 項の表に掲げる機関は,国 立大学その他の大学の要請に応 じ,当 該大学の大学院における教育に協力するこ
とができる.
・国立大学共同利用機関組織運営規貝U(抄)儂懇 歪鋸 醗 酵 護 羅 令第、9号)
第1章 総 則
(機関の長等)






第2条 前条に掲げるもののほか,機 関に次の職員を置 く.
一 教 授






機関に,前 項に掲げるもののほか,講 師(非 常勤の者に限る.以 下同 じ.)を 置 くことができる.
教授は,研 究に従事し,及 び国立大学その他の大学の大学院における教育に協力す るた め の学生の研究指導












第4条 機関(生 物科学総合研究機構にあっては,基 礎生物学研究所及び生理学研究所 とする.(以 下この条及び
次条において同じ。)に,そ れぞれ評議員20人 以内(分 子科学研究所にあっては,そ の うち2人 以内は,外 国人
をもって充てることができるもの とする.)を 置 く.
2評 議員は,当 該機関の事業計画その他の管理運営に関する重要事項(分 子科学研究所の外国人である評議員に
あっては,人 事その他所長が指定するものを除く.)に ついて,当 該機関の長に助言する.
3評 議員は,国 立大学の学長その他の学識経験のある者のうちから,文 部大臣が任命する.
4評 議員は,非 常勤 とする.
5評 議員の任期その他評議員に関し必要な事項は,別 に文部大臣が定める.
(運営協議員)
第5条 機関(国 文学研究資料館及び分子科学研究所を除 く.以 下この条において同じ.)に,そ れぞれ運営協議
員21人 以内を置 く.
2運 営協議員は,当 該機関の共同研究計画に関する事項(国 立極地研究所にあっては,極 地観測の実施とする.)
その他の機関の運営に関する重要事項で当該機関の長が必要 と認めるものについて,当 該機関の長の諮問に応じ
る.





第6条 機関の長は,常 時勤務の者以外の職員で当該機関の研究に従事する者又は第3条 第1項 の規定により研究






2企 画調整官は,所 長の命を受け,国 立極地研究所の事業計画その他の管理運営に関する重要事項について総括
整理する.
(内部組織)





2前 項に掲げるもののほか,国 立極地研究所に観測施設を置 く.
(管理部及び事業部)
第18条 管理部においては,庶 務,会 計及び施設等に関する事務を処理する.
2事 業部においては,極 地観測に係る事業計画案の作成,極 地観測隊の編成の準備その他極地観測に関する協力
を行 う.
3管 理部に,そ の所掌事務を分掌させるため,文 部大臣が別に定めるところにより,課 を置く.
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4事 業部に,そ の所掌事務を分掌 させるため,文 部大臣が別に定めるところにより,課 及び室を置 く.
5管 理部及び課に,そ れぞれ部長及び課長を置き,事 務職員をもって充てる.
6事 業部,課 及び室に,そ れぞれ部長,課 長及び室長を置き,事 務職員又は技術職員をもって充てる.
7部 長は,上 司の命を受け,部 の事務を掌理する.
8課 長及び室長は,上 司の命を受け,そ れぞれ課又は室の事務を処理する.
(研究系及び資料系)
第19条 別表第2の 上欄に掲げる研究系及び資料系に,それぞれ同表の下欄に掲げる研究部門及び資料部門を置 く.
2研 究系及び資料系に,そ れぞれ研究主幹及び資料主幹を置き,教 授をもって充てる.
3研 究主幹は,上 司の命を受け,研 究系における研究及び研究指導に関し,総 括し,及 び調整する.
4資 料主幹ぱ,上 司の命を受け,資 料系における事務の処理に関し,総 括し,及 び調整する.
(図書室)
第20条 図書室に室長を置き,教 授又は助教授をもって充てる.
2室 長は,上 司の命を受け,図 書室の事務を掌理する.
(観測施設)
第21条 観測施設は,極 地観測のための施設とする.
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